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目次 

 【仕訳処理】   

 [証憑一括添付]メニューで、証憑を効率よく添付できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

 2 

  【消費税申告】   

 国税電子申告（ｅ－Ｔａｘ）の改正（平成30年１月４日受付開始分）に対応しました。  2 
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   [証憑一括添付]メニューで、証憑を効率よく添付できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

※以下の機能は、仕訳伝票に電子証憑を添付している場合（[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間

設定]メニューの[基本設定]ページで、電子証憑の添付が「1：する」の場合）に利用できます。 

  

電子証憑を添付する仕訳伝票を目視ではすぐに見つけられないときに、証憑上の金額や取

引先名などで頭出しできるようになりました。 

※操作の具体的なイメージは、[証憑一括添付]メニューの操作説明（ヘルプ）「運用例」の「具体

例Ａ－ａ」－「操作手順（初回）」－「Ⅲ．仕訳伝票に電子証憑を関連付ける（リンク）」をご

参照ください。 

  

  

   国税電子申告（ｅ－Ｔａｘ）の改正（平成30年１月４日受付開始分）に対応しまし

た。 

  

消費税の電子申告（ｅ－Ｔａｘ）で、ダイレクト納付の引落口座を複数事前申請・利用で

きるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[消費税申告]-[電子申告]-[消費税電子納税]メニュー 

  

仕訳処理 

消費税申告 
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※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【仕訳処理】   

 地代家賃や書籍の定期購読などの契約書（電子証憑）を関連付けて予約しておくことで、毎

月、決まった金額の仕訳伝票を定期的に起票できます。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

 2 

  【消費税申告】   

  電子申告のメニュー構成を変更しました。  2 
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 地代家賃や書籍の定期購読などの契約書（電子証憑）を関連付けて予約しておくことで、

毎月、決まった金額の仕訳伝票を定期的に起票できます。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

地代家賃や書籍の定期購読などの契約書をスキャニングした電子証憑を、定型仕訳に添付して仕訳

伝票予約機能を利用すると、毎月決まった金額の仕訳伝票を定期的に起票できます。 

なお、すでに前月入力した仕訳伝票に契約書の電子証憑が添付されている場合は、複写機能を利用

して今月分を起票することもできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票予約]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[定型仕訳データ受入]メニュー 

  

  

   電子申告のメニュー構成を変更しました。 

  

  

電子申告データ作成から送信までを１メニューに集約し、[消費税申告]-[電子申告]-[消費税申告

データ送信]メニューですべて行えるようになりました。 

企業の署名と税理士の署名を付与する場合など署名を２回（以上）する場合は、今までどおり[消

費税署名付与]メニューで署名を付与したのち、[消費税申告データ送信]メニューで送信します。 

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利

用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

仕訳処理 

消費税申告 

変更前 変更後 

[消費税申告]-[電子申告]- 

  [消費税申告データ作成]メニュー 

[消費税申告]-[電子申告]- 

  [消費税申告データ送信]メニュー 

[消費税申告]-[電子申告]- 

  [消費税署名付与]メニュー 

  

[消費税申告]-[電子申告]- 

  [消費税申告データ送信]メニュー 

  

 

付与する署名が１つの場合は、[導入処理]-[消費税基本登録]-[消費税基本登録]メニュー

の[システム設定]ページで付与署名数を「１」に設定します。 
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【仕訳処理】   

  仕訳伝票の検索にて、税抜の伝票・税込の伝票それぞれをその計上金額で検索できるようにな

りました。また、元帳上の出力金額でも検索できます。 

 2 

  プロジェクトが未登録でも『勘定奉行21[個別原価管理編]』の専用用紙に印刷できるようにな

りました。 

 3 

 スキャナ保存された証憑を、仕訳伝票に関連付けできるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

 3 

  【会計帳票】   

  外貨内訳表で、取引先別に一覧で確認できるようになりました。 

＜『外貨入力オプション』をお使いの場合＞ 

 4 

  【原価帳票】   

  プロジェクト台帳で請負金額と入金残を出力することで、入金状況を明細単位で確認できるよ

うになりました。 

 6 

  【消費税申告】   

  消費税申告書が「法人用」の様式に変更されました。また、印刷部数の指定も変更されまし

た。 

 7 
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       仕訳伝票の検索にて、税抜の伝票・税込の伝票それぞれをその計上金額で検索でき
るようになりました。また、元帳上の出力金額でも検索できます。 

  

税抜金額で計上した仕訳伝票と税込金額で計上した仕訳伝票が混在している場合でも、目的

に応じて「伝票上での計上金額」または「元帳での出力金額」のそれぞれで検索できるよう

になりました。 

具体的なイメージは[仕訳処理]メニューの[条件設定]画面の[基本条件]ページの操作説明

で、「検索範囲」欄の をご確認ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]の各メニュー 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締

処理・遡及処理 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュ

ー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニ

ュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニ

ュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュー

で利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

仕訳処理 
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       プロジェクトが未登録でも『勘定奉行21[個別原価管理編]』の専用用紙に印刷できる
ようになりました。 

  

プロジェクトを登録していなくても、『勘定奉行21[個別原価管理編]』で利用していた専用

用紙をそのまま当システムでも利用できます。 

  

・[4133]単票仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式） 

・[4134]単票仕訳伝票（ＯＢＣ５行） 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]） 

  

 スキャナ保存された証憑を、仕訳伝票に関連付けできるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

証憑のスキャナ保存をする上での「証憑の電子化（スキャン）」「電子証憑の管理」「仕訳

の起票」のうち、「仕訳の起票」を当システムで行います。 

仕訳伝票に証憑を関連付けできるとともに、その後、仕訳伝票の検索から電子証憑の追跡ま

ででき、証憑確認などの業務の煩雑さを軽減します。 

当システムにおける「証憑」のスキャナ保存の詳細は、操作説明の「電子帳簿保存・証憑ス

キャナ保存について（受領した「証憑」のスキャナ保存）」をご参照ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

主なメニュー 

＜事前設定＞ 

・[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間設定]メニュー 

＜仕訳の起票（証憑との関連付け）＞ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[証憑一括添付]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニ

ュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力メニュー（IFRS組替のメニューを除く） 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メ

ニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

＜証憑の確認＞ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]メニュー・[仕訳伝票一括転記]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニ

ュー 

・[決算処理]の仕訳伝票リストメニュー（IFRS組替のメニューを除く） 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メ

ニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 
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   外貨内訳表で、取引先別に一覧で確認できるようになりました。 

＜『外貨入力オプション』をお使いの場合＞ 

  

[外貨内訳表]メニューで、取引先ごとに外貨金額を一覧で確認できるようになりました。 

※条件設定の項目「表示形式」を、[基本条件2]ページから[基本条件]ページへ移動しました。 

  

▼イメージ図（画面）  

   
▼イメージ図（設定）  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

会計帳票 
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また、勘定科目ごとに外貨金額の内訳もあわせて確認することができます。 

  

▼イメージ図（画面）  

 
  
  
▼イメージ図（設定）  
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   プロジェクト台帳で請負金額と入金残を出力することで、入金状況を明細単位で確認
できるようになりました。 

  

プロジェクト一覧表での入金状況の確認に加えて、プロジェクト台帳で明細単位での確認を

できるようになりました。 

事前に、[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳レ

イアウト登録]メニューで、レイアウトを作成しておきます。 

  

▼イメージ図  

 
  

   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

原価帳票 
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   消費税申告書が「法人用」の様式に変更されました。また、印刷部数の指定も変更
されました。 

  

消費税申告書（原則課税・簡易課税）の様式が「法人用」に変更され、マイナンバー等の項

目名が変更されました。 
  

▼イメージ図  

 
  

[印刷条件設定]画面での印刷部数の指定が「申告書」と「付表」に分かれました。申告書の

部数には、ＯＣＲ分を含めます。 
  

▼イメージ図  

 
  

消費税申告 
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目次 

 【仕訳処理】   

 仕訳伝票の「専用用紙」「応用用紙」の印刷で、大きいフォントサイズ（奉行21シリーズ

と同じサイズ）で印字できるようになりました。 

 2 

 【会計帳票】   

 補助元帳・取引先元帳の印刷で、タイトルを均等割付する設定の場合に、勘定科目名が常

に均等割付されるようになりました。 

 3 

 【振替処理】   

 振替後の原価帳票の粒度に応じて、完成振替伝票を取引先別・サブプロジェクト別に作成

せずにまとめる設定ができます。 

 4 

 完成一括振替で、一度完成後に再度振り替えが必要な完成プロジェクトを自動的に抽出し

お知らせします。 

 5 

 完成振替で、「完成日」や「引渡日」など振替日とは異なる日付で伝票を作成できるよう

になりました。 

 6 

 【配賦処理】   

 社員別就労表を、社員の一覧やプロジェクトの一覧で作業時間を表示できるようになりま

した。 

 6 

 【消費税申告】   

 輸入仕入の取引がある場合に、国内仕入と輸入仕入の消費税額を別々にチェックできるよ

うになりました。 

 6 

 確認したい電子申告のメッセージだけを、最初から表示できるようになりました。  7 

 【決算処理】   

 決算報告書、キャッシュ・フロー計算書を印刷する際に、先頭ページの番号を指定して、

ページ番号を印字できるようになりました。 

 7 
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   仕訳伝票の「専用用紙」「応用用紙」の印刷で、大きいフォントサイズ（奉行21シリーズと
同じサイズ）で印字できるようになりました。 

  

部門や勘定科目などの科目のフォントサイズに加えて「伝票日付」「伝票No.」「金額」のフォント

サイズも、奉行21と同じサイズで印字できるようになりました。 

  

＜専用用紙＞ 

[4117]単票仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式）・[4118]単票仕訳伝票（ＯＢＣ５行） 

[4133]単票仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式）・[4134]単票仕訳伝票（ＯＢＣ５行） 

  

※上記以外の専用用紙も含めて、「伝票日付」「伝票No.」「金額」のフォントサイズは、[印刷条

件設定]画面の[詳細設定]ページで変更できます。 

  

＜応用用紙＞ 

フォントサイズのほか、明細行ごとに区切り線を出力したり、項目ごとの間隔をお客様の見やすさ

に合わせて調整して印刷できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

＜専用用紙＞ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

＜応用用紙＞ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]） 

・[管理会計帳票]の管理会計伝票・管理会計伝票リストメニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

仕訳処理 
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   補助元帳・取引先元帳の印刷で、タイトルを均等割付する設定の場合に、勘定科目名が常に
均等割付されるようになりました。 

  

今までは、タイトルを均等割付する設定でも、補助科目名が長い場合は勘定科目名は均等割付されま

せんでした。 

  

今後は、タイトルを均等割付する設定の場合は、補助科目名の長さに影響されずに勘定科目名は常に

均等割付されます。 

取引先元帳も同様です。 

  

▼イメージ図（例：補助元帳）  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

会計帳票 
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   振替後の原価帳票の粒度に応じて、完成振替伝票を取引先別・サブプロジェクト別に作成せ
ずにまとめる設定ができます。 

  

今までは必ず、取引先別・サブプロジェクト別に完成振替伝票が作成されていましたが、今後は、取

引先別・サブプロジェクト別に作成しないでまとめることができます。 

※[会社運用設定]メニューの[振替・配賦設定]ページの「完成振替後の帳票確認」で設定 

（ページの名称が、今までの[配賦設定]から[振替・配賦設定]に変更されています。） 

  

例えば、取引先別には原価金額を確認しない場合は、完成振替伝票を取引先別に作成せず、「0：そ

の他」取引先にまとめて作成できます。 

作成される完成振替伝票の枚数が少なくなるため、仕訳伝票リスト・元帳や台帳の印刷枚数も減らせ

ます。 

  

▼完成振替伝票イメージ（取引先）  

＜取引発生時＞ 

  

＜完成時＞ 

「取引先別に確認する」設定にした場合 

  

「取引先別に確認しない」設定にした場合 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]の各メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振替処理 

借方 貸方 

仕掛材料仕入高 

取引先 ＜Ａ＞ 
80,000 

買掛金 

取引先 ＜Ａ＞ 
80,000 

仕掛材料仕入高 

取引先 ＜Ｂ＞ 
100,000 

買掛金 

取引先 ＜Ｂ＞ 
100,000 

借方 貸方 

材料仕入高 

取引先 ＜Ａ＞ 
80,000 

仕掛材料仕入高 

取引先 ＜Ａ＞ 
80,000 

材料仕入高 

取引先 ＜Ｂ＞ 
100,000 

仕掛材料仕入高 

取引先 ＜Ｂ＞ 
100,000 

借方 貸方 

材料仕入高 

取引先 ＜その他＞ 
180,000 

仕掛材料仕入高 

取引先 ＜その他＞ 
180,000 
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   完成一括振替で、一度完成後に再度振り替えが必要な完成プロジェクトを自動的に抽出しお
知らせします。 

  

一度完成したにもかかわらず、仕掛品科目に残高があるプロジェクトが抽出されます。そのまま完成

振替を実行することですべての原価を計上できるため、業務効率が上がります。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 
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   完成振替で、「完成日」や「引渡日」など振替日とは異なる日付で伝票を作成できるように
なりました。 

  

今までは、振替日がそのまま作成される伝票の日付になっていましたが、プロジェクトごとの「完成

日」や「引渡日」で伝票を作成できるようになりました。 

間接費配賦などで、プロジェクトが完成した後に原価が追加で発生するような場合は、振替日は月末

までで伝票日付は完成日といった伝票を作成できます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 

  

  

  

   社員別就労表を、社員の一覧やプロジェクトの一覧で作業時間を表示できるようになりまし
た。 

  

[配賦処理]-[労務費配賦]-[社員別就労表]メニューで、複数のプロジェクトや社員を一覧で確認でき

ます。 

さらに、[配賦処理]-[労務費配賦]-[日報入力]メニューへジャンプできるようになったため、[日報

入力]メニューを開き直すことなく、スムーズに日報を修正できます。 

  

  

  

   輸入仕入の取引がある場合に、国内仕入と輸入仕入の消費税額を別々にチェックできるよう
になりました。 

  

科目別課税対象額集計表において、国内仕入と輸入仕入の消費税額が別の行に表示されるようになり

ました。 

それぞれの消費税額を別々にチェックできます。 

  

配賦処理 

消費税申告 
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   確認したい電子申告のメッセージだけを、最初から表示できるようになりました。 

  

[消費税申告]-[電子申告]-[国税メッセージボックス確認]メニューで電子申告のメッセージを確認す

る際に、確認したい目的にあわせた内容だけを最初から表示できるようになりました。 

例えば、今回一括で申告した結果や特定の顧問先の申告結果だけをスムーズに確認できます。 

  

  

  

   決算報告書、キャッシュ・フロー計算書を印刷する際に、先頭ページの番号を指定して、ペ
ージ番号を印字できるようになりました。 

  

先頭ページの番号を指定して、ページ番号を印刷できます。 

前回の印刷ページ数に続けて、連番でページ数を付番できるようになるため、バインダ等にまとめて

保管するときに管理しやすくなります。 

  

▼イメージ図  

※[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー計算書]メニュー 

  

  

決算処理 
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目次 

 ≪法改正情報≫   

 マイナンバー制度（消費税申告書の様式変更）に対応しました。  2 
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   マイナンバー制度（消費税申告書の様式変更）に対応しました。 

  

○消費税申告書の様式変更 

マイナンバー制度（「社会保障・税番号制度」）の導入に伴い、消費税申告書の様式変

更に対応しました。 

※電子申告にも対応しています。 

  

当システムでは、課税期間（会計期間）に応じて、新旧の様式を自動判定します。 

  

▼イメージ図（消費税申告書の新様式）  

＜消費税申告書（原則課税）＞         ＜消費税申告書（簡易課税）＞ 

          
※平成２７年１０月１日以後に終了する課税期間の申告から    ※平成２８年１月１日以後に開始する課税期間の申告から 

  

＜消費税及び地方消費税の中間申告書（前年実績に基づく予定申告）＞ 

 
※平成２８年１月１日以後に開始する課税期間の申告から 

  

  

  

  

  

  

  

  

法改正情報 
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○法人番号の印字 

平成28年１月１日以後に開始する課税期間（会計期間）の消費税申告書に、法人番号が

印字されます。 

  

例） 

◎会計期末が「12月末」の場合 

・「平成27年12月決算」の申告書には印字なし 

・「平成28年１月開始」の課税期間の申告書から印字される 

◎会計期末が「３月末」の場合 

・「平成28年３月決算」の申告書には印字なし 

・「平成28年４月開始」の課税期間の申告書から印字される 

  

※法人番号は、あらかじめ[会社情報登録]メニューの「法人番号」欄に入力します。 
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※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

 【法改正情報】   

 平成27年10月施行消費税改正（国境を越えた役務の提供にかかる消費税）に対応しました。  3 

 【データ領域管理】   

 データ領域ごとにパスワードを設定できるようになりました。  6 

 【導入処理】   

 マイナンバー制度（「社会保障・税番号制度」）の導入に伴い、法人番号を追加しました。  6 

 [会社運用設定]や[会計期間設定]メニューなどの設定内容を、他の利用者が伝票入力などの作

業中でも確認できるようになりました。 

 7 

 【仕訳処理】   

 部門や勘定科目の他に、プロジェクトなど印刷するマスターが多くても１行(明細)に収めるこ

とで、仕訳明細単位での確認をしやすくなります。 

 7 

 伝票の一部を修正した場合などに、特定のページだけ印刷（専用用紙）できます。  9 

 『勘定奉行21[個別原価管理編]』の専用用紙に対応しました。  9 

 仕訳伝票の検索で税抜金額からも検索できるようになりました。 10 

 【会計帳票】   

 [元帳]メニューのピボット出力で、貸借対照表科目を残高ベースで確認できるようになりまし

た。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

10 

 勘定科目ごとの外貨金額の取引先別一覧を、[元帳]メニューから確認できるようになりまし

た。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』／『外貨入力オプション』を

お使いの場合＞ 

11 

 【原価帳票】   

 プロジェクト原価集計表から元帳へ直接ジャンプできるようになりました。 11 

 プロジェクト別予算実績対比表で、複数のプロジェクトの確認や印刷を連続でできるようにな

りました。 

11 

 確認の必要がない「0：その他」プロジェクトの金額を非表示にできます。 12 

 「0：その他」プロジェクトの入金額の集計内容が変更されました。 12 

 【振替処理】   

 進行基準を適用したプロジェクトの原価振替で、原価比例法以外の任意の進行率を利用できる

ようになりました。 

13 

 【配賦処理】   

 労務費配賦の振替金額の登録で、前月分を複写する機能が追加され効率的に金額を入力できま

す。 

14 

 労務費配賦用に日報入力された作業時間をもとに、間接費を配賦できるようになりました。 14 

 【消費税申告】   

 税務代理権限証書の様式を改訂しました。 15 
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 【決算処理】   

 株主資本等変動計算書における変動事由「当期純利益」の出力位置を、変更できるようになり

ました。 

15 

 【随時処理】   

 翌期へ繰り越しの際に、入金残や支払残が０(ゼロ)になった完成プロジェクトを自動的に無効

にできます。 

15 

 登録済みの仕訳伝票上の税区分を、非課税から課税へ一括変更でき、かつ消費税額も自動で計

算されます。 

16 

 取引先の汎用データ受入で、メモ欄など登録済みの文字を一度にクリアできるようになりまし

た。 

17 
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   平成27年10月施行消費税改正（国境を越えた役務の提供にかかる消費税）に対応しました。 

  

当システムに影響のある改正は、大きく２つです。 

○国外との商品の売買・サービスの提供のうちインターネット等を介した売買・提供に関して、課税

取引なのか不課税取引なのかを判定する基準が変更されました。 

○新しい課税方式「リバースチャージ方式」が導入され、国外事業者が納税する売上げにかかる消費

税を、日本企業が申告時に代わりに納税します。 

  

※平成27年10月１日以後の取引から適用 

  

詳細は、以下のとおりです。 

  

○国外との一部の取引における内外判定の見直し 

国外との商品の売買・サービスの提供のうちインターネット等を介した売買・提供に関して、課税

取引なのか不課税取引なのかを判定する基準が、商品を販売・サービスを提供する側から商品の購

入・サービスを受ける側の住所等に変更されました。 

  

  

購入／提供を受ける側【①】 

国外からの商品の購入・サービスの提供のうちインターネット等を介した購入・提供は、消費税

がかかります。 

  

  

事業者に限られる商品の購入・サービス提供を受ける（事業者向け電気通信利用役務の提供） 

※インターネット広告の配信・掲載やクラウドサービスなど 

→ 今までの「不課税仕入」から「特定課税仕入」に変更 

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利用

者ごとにメニュー権限を設定してください。 

法改正情報 
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消費者向けの商品の購入・サービス提供を受ける（事業者向け電気通信利用役務の提供以外） 

※電子書籍、音楽、ソフトウェア等の購入 

→ 今までの「不課税仕入」から「課税仕入」に変更 

  

※該当する取引については、以下を参照 

操作説明「税区分運用例一覧」の 

「国外取引」－「仕入・費用」の[Ｅ(事業者に限られる取引)]の「取引例(具体的な取引)」 

「国外取引」－「仕入・費用」の[Ｆ(消費者向けの取引)]の「取引例(具体的な取引)」 

  

販売／提供する側【②③】 

国外への商品の販売・サービスの提供のうちインターネット等を介した販売・提供は、今までの

「免税売上」から「不課税売上」になります。 

  

  

当システムでは、仕訳伝票を入力する際に適切な税区分を指定することで対応します。 

指定する税区分は、操作説明「税区分運用例一覧」の「国外取引」－「売上・売却」の[Ｂ]をご確

認ください。 

  

○新しい課税方式の導入 

事業者に限られる商品の購入・サービス提供を受けるときの課税方式として、「リバースチャージ

方式」が新たに導入されました。 

本来、商品の販売やサービスを提供する国外事業者が納税する売上げにかかる消費税を、国外事業

者の代わりに日本企業が申告時に納税します。 

  

当システムでは、特定課税仕入れ用の税区分が追加されていますので、仕訳伝票を入力する際にそ

の税区分を指定することで対応します。 

  

詳細は、操作説明「税区分運用例一覧」の「国外取引」－「仕入・費用」の[Ｅ]をご確認くださ

い。 
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○消費税申告書と付表の様式変更と、新しい別表の追加 

「リバースチャージ方式」の導入に伴い、原則課税用の消費税申告書と付表の様式が変更されまし

た。 

また、新しい別表「特定課税仕入れがある場合の課税標準額等の内訳書」が追加されました。 

▼イメージ図（消費税申告書などの新様式）  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

消費税申告書 付表２ 

 

付表１ 

 

付表２－(２) 
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▼イメージ図（新しい別表）  

 
  

  

当システムでは、課税期間（会計期間）に応じて、新旧の様式を自動判定します。 

  

  

  

   データ領域ごとにパスワードを設定できるようになりました。 

  

[データ領域管理]-[データ領域保守]-[データ領域パスワード設定]メニューが追加され、データ領域

に対してパスワードを設定できるようになりました。 

データ領域を使用する際に、パスワードの入力が必要になります。この機能を使用することにより、

簡単にセキュリティを強化できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[グループ企業管理]-[グループ企業データ領域保守]-[グループ企業データ領域パスワード設定]

メニュー 

※『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合 

  

  

  

   マイナンバー制度（「社会保障・税番号制度」）の導入に伴い、法人番号を追加しました。 

  

平成27年10月から事業主へ法人番号の通知が開始されます。 

これに伴い、当システムでは、[導入処理]-[会社情報登録]メニューに「法人番号」の入力欄が追加

されました。 

法人番号は、平成28年１月１日以後に開始した事業年度の消費税申告書に印字されます。 

  

  

  

  

  

  

データ領域管理 

導入処理 
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   [会社運用設定]や[会計期間設定]メニューなどの設定内容を、他の利用者が伝票入力などの

作業中でも確認できるようになりました。 

  

[会社運用設定]メニューや[会計期間設定]メニューなどの設定内容を確認する際に、今までは、他の

利用者の作業を止める（メニューを閉じる）必要がありましたが、今後は同時にメニューを開けま

す。 

※設定を変更する場合は、［修正］(Ｆ９)を押します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[会計期間設定]-[原価管理設定]メニュー 

・[導入処理]-[会計期間設定]-[システム科目設定]メニュー 

・[導入処理]-[消費税基本登録]-[消費税基本登録]メニュー 

  

・[グループ企業管理]-[マスター配信]-[配信運用設定]メニュー 

・[グループ企業管理]-[グループ企業合算]-[合算運用設定]メニュー 

※『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合 

  

  

  

 部門や勘定科目の他に、プロジェクトなど印刷するマスターが多くても１行(明細)に収める

ことで、仕訳明細単位での確認をしやすくなります。 

  

今までは、勘定科目をはじめ出力するマスター（部門・補助科目・取引先・プロジェクトなど）が多い場

合に、画面での１行が、印刷では２明細行で印字されていました。 

これからは、１明細の区切り内に印字できるため、仕訳明細の確認がしやすくなるとともに、印刷枚数も

抑えられます。 

※１明細の区切り内には、最大で６行分のマスターを収めて印刷できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

仕訳処理 
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▼イメージ図(印刷)  

 
  

▼イメージ図(設定)  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]） 
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   伝票の一部を修正した場合などに、特定のページだけ印刷（専用用紙）できます。 

  

専用用紙でも特定のページを指定して印刷できるようになりました。 

伝票の一部を修正した場合やプリンタの紙詰まりなどで、一部のページを差し替えたい場合に活用で

きます。 

  

▼イメージ図  

※[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]） 

  

  

   『勘定奉行21[個別原価管理編]』の専用用紙に対応しました。 

  

『勘定奉行21[個別原価管理編]』で利用していた専用用紙を、そのまま当システムでも利用できま

す。 

・[4133]単票仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式） 

・[4134]単票仕訳伝票（ＯＢＣ５行） 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]の仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]） 
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   仕訳伝票の検索で税抜金額からも検索できるようになりました。 

  

仕訳伝票の検索において、今までは税込金額での検索だけでしたが、今後は税抜金額・税込金額のど

ちらでも検索できます。 

  

例）消費税額を「税抜金額からの計算」で入力している仕訳伝票の場合 

  

 
  

これからは、「1,000～1,000」と税抜金額を指定して検索できます。 

また、今まで通り「1,080～1,080」と税込金額を指定しても検索できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]の各メニュー 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処理・遡及

処理） 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

  

  

  

   [元帳]メニューのピボット出力で、貸借対照表科目を残高ベースで確認できるようになりま

した。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

今までの元帳のピボット出力では、発生金額ベースだけしか確認できませんでした。 

これからは、残高ベースでもピボット出力できるようになるため、貸借対照表科目（売掛金など）の

金額を残高で確認できます。 

  

▼イメージ図  

※[ピボット条件設定]画面の[分析設定]ページで設定 

 
  

  

  

  

会計帳票 
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   勘定科目ごとの外貨金額の取引先別一覧を、[元帳]メニューから確認できるようになりまし

た。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』／『外貨入力オプション』をお使い

の場合＞ 

  

[元帳]メニューのピボット出力機能を活用することで、勘定科目ごとの外貨金額を取引先別に一覧で

確認できます。 

具体的な活用例は、操作説明の「勘定科目ごとの外貨金額を、取引先別に一覧で確認する」をご参照

ください。 

  

  

  

 プロジェクト原価集計表から元帳へ直接ジャンプできるようになりました。 

  

これまでは、プロジェクト原価集計表の金額を仕訳明細レベルまで確認する際に、[元帳]メニューを

開き直し、さらに集計条件を合わせる必要がありました。 

これからは、画面で勘定科目行をダブルクリックするか、または「ジャンプ」のファンクションキー

（[Ｆ６]キー）を押すと元帳へ直接ジャンプできるため効率的に確認できます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]-[プロジェクト一覧表]メニュ

ー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価推移表]メニュー 

  

  

   プロジェクト別予算実績対比表で、複数のプロジェクトの確認や印刷を連続でできるように

なりました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別予算実績対比表]メニューで、複数のプロジ

ェクトを順にひとつずつ確認する場合に、今まではプロジェクトを指定しなおす手間がありました。 

これからは、画面表示後のファンクションキーで、プロジェクトを順に切り替えながら確認できま

す。 

  

原価帳票 
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   確認の必要がない「0：その他」プロジェクトの金額を非表示にできます。 

  

これまですべてのプロジェクトを出力する場合に、「0：その他」のプロジェクトが必ず表示されて

いました。確認の必要がない場合には非表示にできます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]-[プロジェクト一覧表]メニュ

ー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価推移表]メニュー 

  

  

   「0：その他」プロジェクトの入金額の集計内容が変更されました。 

  

「0：その他」プロジェクトの入金額の集計から、「仮受消費税」科目の金額を外しました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]の各メニュー 
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 進行基準を適用したプロジェクトの原価振替で、原価比例法以外の任意の進行率を利用でき

るようになりました。 

  

進行基準を適用したプロジェクトについて、完成途中の原価振替では、今まではその時点での原価全

額が振り替えられていました。 

今後は選択により、原価全額ではなく指定した進行率（振替率）に応じた金額を、仕掛品科目から製

造原価科目へ振り替えます。 

  

▼イメージ図  

[原価管理設定]メニュー 

 
  

[完成振替[製造原価]]メニュー 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振替処理 
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   労務費配賦の振替金額の登録で、前月分を複写する機能が追加され効率的に金額を入力でき

ます。 

  

毎月一部の金額だけを変更する場合、前月の金額を複写して一部を修正することで、効率的に入力で

きます。 

「前月複写」のファンクションキー（[Ｆ６]キー）を押すことで、前月の金額を複写できます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

[配賦処理]-[労務費配賦]-[振替金額登録]メニュー 

  

  

   労務費配賦用に日報入力された作業時間をもとに、間接費を配賦できるようになりました。 

  

労務費配賦用に[日報入力]メニューで登録した作業時間を、間接費の配賦基準にして配賦できます。 

[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦設定]-[間接費配賦基準登録]メニューの配賦基準型で「9：時

間型(日報)」を指定します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費一括配賦設定]-[間接費配賦条件パターン登録]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[配賦基準データ受入]-[間接費配賦基準データ受入]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

配賦処理 
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   税務代理権限証書の様式を改訂しました。 

  

電子申告・書面申告において、「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第9号）に対応

しました。 

平成27年７月１日以後に提出する税務代理権限証書について、「代理人が複数ある場合における代表

する代理人の定め」に関する項目を追加した、改訂後の様式で出力できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[消費税申告]-[税理士添付書面]-[税務代理権限証書]メニュー 

  

  

  

   株主資本等変動計算書における変動事由「当期純利益」の出力位置を、変更できるようにな

りました。 

  

株主資本等変動計算書に出力する「当期純利益」の出力位置を、[決算処理]-[決算報告書]-[株主資

本等変動計算書登録]-[変動事由登録]メニューで任意に変更できるようになりました。 

[科目体系登録]メニューで勘定科目を並び替えるように、コードを変更せずに変動事由を並び替える

ことができます。 

詳細は、操作説明の「株主資本等変動計算書での変動事由の並び順を変更する」をご参照ください。 

  

  

  

   翌期へ繰り越しの際に、入金残や支払残が０(ゼロ)になった完成プロジェクトを自動的に無

効にできます。 

  

[決算処理]-[期末処理]-[期末残高繰越]メニューでは、「完成したプロジェクトを翌期では無効にす

る」にチェックを付けると、完成したプロジェクトのうち、入金残や支払残が０(ゼロ)になったプロ

ジェクトだけを自動的に無効にできます。 

翌期以降の原価帳票で、不要なプロジェクトを非表示にできます。 

▼イメージ図  

 
  

[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括変更]-[マスターデータ一括無効]メニューに、

完成プロジェクトを無効にする条件が追加され、入金残や支払残が０(ゼロ)のプロジェクトだけを無

効にできます。 

  

  

  

消費税申告 

決算処理 

随時処理 
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▼イメージ図  

 
  

  

   登録済みの仕訳伝票上の税区分を、非課税から課税へ一括変更でき、かつ消費税額も自動で

計算されます。 

  

[税区分一括変更]メニューで、「非課税から課税の税区分へ」または「課税から非課税の税区分へ」

一括で変更できるようになりました。 

※今までは、「非課税から非課税」または「課税から課税」への変更だけでした。 

  

また、課税の税区分に変更した場合は、あわせて消費税額も自動で計算されます。 

  

詳細は、操作説明の「税区分を一括で変更する具体例と手順」をご確認ください。 
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   取引先の汎用データ受入で、メモ欄など登録済みの文字を一度にクリアできるようになりま

した。 

  

汎用データ受入を利用することで、不要になったメモ欄など登録済みの文字を一度で効率的にクリア

できます。 

※[汎用データ受入]メニューの[受入条件設定]画面の[重複条件設定]ページで設定できます。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[取引先データ受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[プロジェクトータ受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[発注者データ受入]メニュー 

  

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行取引先データ受入]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行プロジェクトデータ受入]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 
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機能アップガイド
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

 【全般】   

 バックアップデータのファイルサイズが小さくなりました。（ＯＢＣ専用モードの場合）  3 

 【帳票全般】   

 仕訳明細の確認時に、付箋メモも常に表示して確認できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

 4 

 損益計算書の内訳帳票「製造原価報告書」「販売費及び一般管理費明細書」の構成比の分母

に、「純売上高」を指定できるようになりました。 

 5 

 仕訳伝票リスト・決算報告書・管理会計帳票でも、ＰＤＦファイルを出力できるようになりま

した。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

 6 

 【データ領域管理】   

 当初予算など最終予算以外の予算を合算できるようになりました。  7 

 【導入処理】   

 原価管理項目を登録すると同時に、原価管理体系に割り当てできるようになりました。  7 

 【仕訳処理】   

 仕訳入力画面の伝票日付で２桁を入力後、カーソルを自動的に次の項目に移動できます。  8 

 仕訳明細の行を削除する際、「借方（貸方）だけ削除」の場合は、下の行が上へシフトしなく

なりました。 

 8 

 仕訳入力画面の摘要欄で上下キーを押した際に、コード欄からコード欄へ移動できるようにな

りました。 

 9 

 摘要を検索する際に、コード検索と名称検索を多用する場合に便利な、簡易的な検索画面を用

意しました。 

 9 

 連想摘要を検索する際に、入力済みの勘定科目に関連付いた連想摘要を、貸借別に検索できる

ようになりました。 

10 

 部門権限のない部門の仕訳明細は、マスター情報のほかに摘要欄もマスキングします。 10 

 仕訳伝票リストの内容を、クイックメニューからExcelに転送できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

11 

 【会計帳票】   

 元帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定して印刷できるようになりました。 11 

 自動計算された消費税額を元帳で転送する際、税処理が「税抜」の場合は、項目タイトルが

「消費税額」になります。 

12 

 【原価帳票】   

 プロジェクト一覧表の出力項目として、プロジェクト情報を選択できます。 12 

 あらかじめ決まっているプロジェクト一覧表のレイアウトを、利用者間で共通で利用できま

す。 

12 

 台帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定して印刷できるようになりました。 13 
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 プロジェクト一覧表でExcelピボットグラフを作成できるようになり、プロジェクト情報を使用

してピボット分析できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

13 

 【分析帳票】   

 増減率に加えて前年比を出力できます。 13 

 【管理会計帳票】 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

 管理会計帳票のレイアウトで、管理会計科目を列に展開したり、マスターを明細行に出力した

りできるようになりました。 

14 

 管理会計帳票を「原価管理体系」で作成できるようになりました。 15 

 管理会計推移表でも、「借方金額」「貸方金額」の月次推移を個別に出力できるようになりま

した。 

15 

 管理会計帳票を、区分やグループ単位でも集計できるようになりました。 16 

 Excel計算式で参照する列番号・行番号を固定するために、「絶対参照」を利用できるようにな

りました。 

16 

 管理会計帳票でも、財務会計側の部門を使用できるようになりました。 16 

 管理会計帳票でも、出力時の集計期間の指定で、整理仕訳を集計に含めるかを設定できるよう

になりました。 

16 

 【随時処理】   

 外貨伝票を汎用データで受け入れる際に、為替レートをもとに、日本円金額を換算しながら受

け入れできます。 

＜『外貨入力オプション』をお使いの場合＞ 

17 

 【メニュー体系】   

 メニュー構成を変更しました。 17 
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   バックアップデータのファイルサイズが小さくなりました。（ＯＢＣ専用モードの場

合） 

  

バックアップデータを「ＯＢＣ専用モード」で作成した際に、バックアップデータが自動的

に圧縮されるようになり、サイズが小さくなりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[データ領域管理]-[バックアップ／復元]-[一括バックアップ]メニュー 

・[随時処理]-[バックアップ]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[自動実行バックアップ]メニュー 

※[自動実行管理]の各メニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できま

す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュー

で利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

全般 
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   仕訳明細の確認時に、付箋メモも常に表示して確認できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

今までのように、必要に応じて付箋メモを確認する方法に加えて、あらたに、仕訳明細の確

認時に常に付箋メモも確認することができるようになりました。 

  

例えば、以下の業務に活用できます。 

・入力した仕訳伝票を後から確認する際に、仕訳明細と付箋メモを横に並べて確認 

・承認する際に、貼られた付箋メモを横に並べて確認 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[消費税手入力確認リスト]メニュー 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[消費税申告]-[税区分明細表]メニュー 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力・仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処

理・遡及処理） 
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   損益計算書の内訳帳票「製造原価報告書」「販売費及び一般管理費明細書」の構成比

の分母に、「純売上高」を指定できるようになりました。 

  

合計残高試算表や推移表などの帳票で、損益計算書の内訳帳票「製造原価報告書」「販売費

及び一般管理費明細書」の構成比の分母として、「純売上高」などの損益計算書の科目区分

も指定できるようになりました。 

※決算報告書については、すでに損益計算書の科目区分も指定できる機能が追加されていますが、会計

帳票・分析帳票についても機能が追加されました。 

  

▼イメージ図  

[科目体系帳票設定]メニュー 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[科目体系帳票設定]メニュー 

・[導入処理]-[出力様式登録]-[出力様式登録]-[出力様式帳票設定]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

5 / 17



  

 仕訳伝票リスト・決算報告書・管理会計帳票でも、ＰＤＦファイルを出力できるよう

になりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

仕訳伝票リスト・決算報告書・管理会計帳票でも、ＰＤＦファイルを出力できるようになり

ました。 

※会計帳票や分析帳票などについては、すでにＰＤＦファイルを出力できる機能が追加されています。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

▼その他の[仕訳伝票リスト]関連メニュー  

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票リスト]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処理・遡及処理） 
  

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]の各帳票メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニュー 
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   当初予算など最終予算以外の予算を合算できるようになりました。 

  

これまでは、自動で「最終予算」が合算されていましたが、「当初予算」など任意の予算を

合算できます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[データ領域合算]メニュー 

・[グループ企業管理]-[グループ企業合算]-[グループ企業合算]メニュー 

※『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合 

  

  

  

   原価管理項目を登録すると同時に、原価管理体系に割り当てできるようになりまし

た。 

  

今までは、以下のメニュー順でそれぞれ設定・登録が必要でした。 

１．[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理項目登録]メニュー 

２．[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理体系登録]メニュー 

今回のバージョンから、[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理項目登録]メニューにて

ワンストップで登録できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理項目登録]メニュー 

データ領域管理 

導入処理 
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   仕訳入力画面の伝票日付で２桁を入力後、カーソルを自動的に次の項目に移動できま

す。 

  

伝票日付の年月日欄で２桁まで入力した際に、今までは、Enterキーで確定することで次の項

目に移動していました。 

伝票日付２桁入力時の移動（[仕訳処理－設定]画面の[移動設定]ページで設定）で「移動す

る」を選択すると、自動的に次の項目に移動します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力メニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処理・遡及処理） 

  

   仕訳明細の行を削除する際、「借方（貸方）だけ削除」の場合は、下の行が上へシフ

トしなくなりました。 

  

今までは、「１行すべて削除」と同様に、「借方だけ削除」「貸方だけ削除」の場合も「上

にシフトする」設定になっていました。 

今後は、「借方だけ削除」「貸方だけ削除」の場合は、初期では下の行が上へシフトしなく

なります。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力メニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処理・遡及処理） 
  

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 
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   仕訳入力画面の摘要欄で上下キーを押した際に、コード欄からコード欄へ移動できる

ようになりました。 

  

摘要コード欄や文字入力欄で、矢印キー（［↓］キー・［↑］キー）を押した際の移動先を

設定できるようになりました。 

摘要の上下キーでの移動（[仕訳処理－設定]画面の[移動設定]ページで設定）で「通常移

動」を選択すると、摘要のコード欄からコード欄へ、または、文字入力欄から文字入力欄へ

移動します。 

※今までは、摘要のコード欄と文字入力欄を交互に移動していました。  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力メニュー 

  

   摘要を検索する際に、コード検索と名称検索を多用する場合に便利な、簡易的な検索

画面を用意しました。 

  

摘要の検索形式を選択できるようになりました。 

摘要の検索形式（[仕訳処理－設定]画面の[奉行21設定]ページで設定）で「奉行21形式」を

選択すると、摘要コードの検索と名称（摘要内容）の検索をボタン１つで切り替えられるた

め、それぞれの検索を多用する場合に便利です。 

※「標準形式」では今まで通り、摘要コード・摘要内容・インデックス・連想摘要をリスト

から選択して切り替えます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[電子記録債権処理]-[電子記録債権仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力メニュー 
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   連想摘要を検索する際に、入力済みの勘定科目に関連付いた連想摘要を、貸借別に検

索できるようになりました。 

  

連想摘要の検索形式（[仕訳処理－設定]画面の[奉行21設定]ページで設定）で「奉行21形

式」を選択すると、連想摘要が貸借別に検索されます。 

つまり、借方に入力済みの勘定科目に関連付いた借方の連想摘要、貸方の勘定科目に関連付

いた貸方の連想摘要だけに絞られて検索されます。 

※「標準形式」では今まで通り、勘定科目が借方貸方のどちらに入力されていても、その科

目に関連付いたすべての連想摘要が、貸借区別なく検索されます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[電子記録債権処理]-[電子記録債権仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票入力メニュー 

  

   部門権限のない部門の仕訳明細は、マスター情報のほかに摘要欄の参照も制限しま

す。 

  

今までのマスター情報だけの参照制限（＊表示）に加えて摘要も制限することで、摘要内容

から取引内容が知られることを防ぎます。 

※この機能は、ネットワーク対応製品の場合に使用できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰明細表]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]の各メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]の各メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 
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 仕訳伝票リストの内容を、クイックメニューからExcelに転送できるようになりまし

た。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

仕訳伝票リストの画面で をクリックすると、表示されている内容をExcelに転送できま

す。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

▼その他の[仕訳伝票リスト]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票リスト]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]の各仕訳伝票リストメニュー（仕訳処理[IFRS組替]・締処理・遡及処理） 

  

  

   元帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定して印刷できるようになりまし

た。 

  

元帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定できるようになりました。 

▼イメージ図  

※[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定 

  
  

前回の印刷ページの後から続けてページ数を付番できるようになるため、月単位などでまと

めてバインダに保管するときに連番にすることで、管理しやすくなります。 

  

※仕訳伝票リストについては、すでに先頭ページのページ番号を指定して印刷できる機能が追加されて

います。 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 
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   自動計算された消費税額を元帳で転送する際、税処理が「税抜」の場合は、項目タイ

トルが「消費税額」になります。 

  

自動計算された消費税額を元帳で転送する際、今までは、税処理に関わらず、項目タイトル

が「うち消費税額」で出力されていました。 

今後は、以下のとおり、税処理で切り替わります。 

税抜の場合：「消費税額」 

税込の場合：「うち消費税額」 

  

また、Excelに転送した際に、「うち消費税額」の表示形式（分類）を「文字列」から「数

値」に変更しました。 

今までは、「（」を含んだ文字列で転送していたため、「うち消費税額」を計算式に含める

ことができませんでしたが、今後は二次利用できます。 

  

  

  

 プロジェクト一覧表の出力項目として、プロジェクト情報を選択できます。 

  

これまで原価管理項目区分を出力できました。これに加えて、プロジェクト情報（予定期間

など）も出力できるようになりました。 

また、発生金額と累計金額を一度に出力できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]-[プロジェクト一覧表]

メニュー 

  

 あらかじめ決まっているプロジェクト一覧表のレイアウトを、利用者間で共通で利用

できます。 

  

企業ごとに決まっている出力項目をレイアウトとしてあらかじめ登録することで、これまで

利用者ごとに整えていた出力項目を作成する手間が省けます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]-[プロジェクト一覧表]

メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]-[プロジェクト一覧表レ

イアウト登録]メニュー 
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   台帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定して印刷できるようになりまし

た。 

  

プロジェクト台帳・部門原価台帳を印刷する際に、先頭ページのページ番号を指定できるよ

うになりました。 

▼イメージ図  

※[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定 

  

  

前回の印刷ページの後から続けてページ数を付番できるようになるため、月単位などでまと

めてバインダに保管するときに連番にすることで、管理しやすくなります。 

  

※仕訳伝票リストについては、すでに先頭ページのページ番号を指定して印刷できる機能が追加されて

います。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メニ

ュー 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニュー 

  

 プロジェクト一覧表でExcelピボットグラフを作成できるようになり、プロジェクト

情報を使用してピボット分析できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

プロジェクト一覧表で、業務情報の集計表（ピボットテーブル）やグラフ（ピボットグラ

フ）に出力し、ピボット分析ができるようになりました。 

Excelの専門知識がなくても、簡単な操作だけで次々と切り口を切り換えたり（スライサ

ー）、関心項目の詳細まで絞り込み（ドリルダウン）して視覚的に分析することで、情報の

傾向や問題点を見つけ出すことができます。 
  

プロジェクト情報も出力できるようになったため、システムなどのプロジェクト情報から、

多角的な分析ができます。 

  

  

   対比表で、増減率に加えて前年比を出力できます。 

  

対比表で、前年比を出力できるようになりました。 
  

例）前期：100,000円 今期：200,000円の場合 

前年比 ＝ 当期金額 ÷ 前期金額 × 100 ＝ 200％ 

増減率 ＝ （当期金額 － 前期金額）÷ 前期金額の絶対値 × 100 ＝ 100％ 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[対比表]の各メニュー 
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＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

 管理会計帳票のレイアウトで、管理会計科目を列に展開したり、マスターを明細行に
出力したりできるようになりました。 

  

○管理会計科目を列に展開して（横に並べて）、出力できるようになりました。 

管理会計集計表・管理会計推移表で、今までは、管理会計科目は行（縦軸）固定でした

が、今後は列（横軸）に出力できるようになります。 

▼イメージ図  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

管理会計帳票 
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○マスターを明細行に出力することで、１つの帳票で比較分析できるようになりました。 

管理会計分析表・管理会計推移表で、今までは、部門などマスターごとに必ず帳票が分割

されていましたが、今後は、マスターを明細行に出力できるため、１つの帳票で一覧で確

認できます。 

▼イメージ図  

 
  

   管理会計帳票を「原価管理体系」で作成できるようになりました。 

  

管理会計科目体系を「原価管理体系」で作成できるようになりました。 

原価管理体系で管理会計帳票を作成すると、プロジェクト別の予算を集計できます。 

  

※今までは、合計残高試算表などの会計帳票の科目体系だけで管理会計帳票を作成できました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]の各帳票メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計マスター登録]-[管理会計科目登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[列項目設定]-[列項目登録]メニュー 

  

 管理会計推移表でも、「借方金額」「貸方金額」の月次推移を個別に出力できるよう
になりました。 

  

月次や四半期などの推移の金額を、「借方金額」「貸方金額」と個別に出力できるようにな

りました。（前方または後方の固定列の金額も同様） 

また、勘定奉行実績の「借方金額」「貸方金額」に、発生金額だけでなく累計金額も出力で

きます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[列項目設定]-[列項目レイアウト設定]メニュ

ー 
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   管理会計帳票を、区分やグループ単位でも集計できるようになりました。 

  

下記の区分やグループ単位でも集計できるようになりました。 

・取引先区分 

・セグメント１／２グループ 

・プロジェクト区分・サブプロジェクト区分 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]の各帳票メニュー 

  

 Excel計算式で参照する列番号・行番号を固定するために、「絶対参照」を利用でき

るようになりました。 

  

Excel計算式で参照する列番号・行番号は、今までは「相対参照」だけでしたが「絶対参照」

で固定できるようになりました。 

  

例えば、マスターの合計金額や全社員数を絶対参照でExcel計算式に組み込むことで、構成比

や共通費の配賦などに利用できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出力設定]-[Excel計算式設定]メニュー 

  

   管理会計帳票でも、財務会計側の部門を使用できるようになりました。 

  

○財務会計側の部門（[導入処理]-[部門登録]-[部門登録]メニューで登録）をそのまま、管

理会計帳票で集計できるようになりました。 

今までは、管理会計帳票用の部門階層（部門グループ）を作成する必要がありました。 

○財務会計側の部門ごとに、「管理会計予算」「管理会計実績」「非会計情報」を登録でき

るようになりました。 

今までは、管理会計帳票用の部門階層に「管理会計予算」「管理会計実績」「非会計情

報」を登録し、親階層の金額は合算（[管理会計帳票]-[管理会計金額入力]の各合算メニュ

ー）する必要がありました。 

今後は、財務会計側の部門（[導入処理]-[部門登録]-[部門登録]メニューで登録）ごとに

登録することで、合算せずとも、部門グループ別（親階層）に集計できます。 

  

   管理会計帳票でも、出力時の集計期間の指定で、整理仕訳を集計に含めるかを設定で

きるようになりました。 

  

整理仕訳と日常仕訳を分けて管理している場合（[会計期間設定]メニューの[伝票設定]ペー

ジで設定）に、今までも、整理仕訳を集計するかを各管理会計帳票メニューの条件設定で設

定（[実績条件]ページの「整理仕訳の集計条件」で設定）できました。 

今後は別途、集計期間の範囲指定でも設定できるようになります。 

例えば、決算整理業務が終わるまでは、一時的に整理仕訳を除いて集計できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]の各帳票メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出力設定]-[Excel計算式設定]メニュー 
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   外貨伝票を汎用データで受け入れる際に、為替レートをもとに、日本円金額を換算し

ながら受け入れできます。 

＜『外貨入力オプション』をお使いの場合＞  

  

外貨金額の仕訳伝票や期首残高の汎用データを、為替レートをもとに日本円金額に自動換算

しながら、当システムのデータとして受け入れます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[データ換算受入]-[仕訳伝票データ換算受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[データ換算受入]-[開始残高データ換算受入]メニュー 

  

  

   メニュー構成を変更しました。 

  

  

  

随時処理 

メニュー体系 

変更前 変更後 

クライアントツールとして提供 [データ領域管理]-[データ領域保守]-[奉行

Open-DB 運用管理設定]メニュー 
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機能アップガイド

Ver.2.16／ Ver.2.15



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【法改正情報】   

 消費税額のチェック機能が強化されました。  2 

  平成27年４月施行消費税法改正（簡易課税制度のみなし仕入率の見直し）に対応しました。  3 

  【メニュー体系】   

  メニューの構成を変更しました。  3 

  【消費税申告】   

  税区分明細表で、複数の税区分の確認や摘要での抽出ができるようになりました。  4 

 【随時処理】   

 『勘定奉行21[個別原価管理編]』からコンバートした場合は、プロジェクトコードの枝番を一

括で取り除くことができます。 

 5 
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 消費税額のチェック機能が強化されました。 

  

消費税８％改正に伴い、消費税率８％の取引と経過措置による消費税５％の取引が混在す

るようになったことで、消費税申告書を作成する前のチェック業務が煩雑になっていま

す。 

煩雑さを軽減し、より効率的に金額を追跡できる機能が追加されました。 

  

○消費税額の入力ミス・計上漏れを可視化 

課税取引額に消費税率をかけた消費税額（概算）を出力し、仕訳伝票で計上されている

消費税額との差（概算との差）が「率」として表示されるようになりました。 

自動計算された消費税額の手入力ミスや消費税額の計上漏れがないかを確認できます。 

なお、科目別課税対象額集計表では、手入力ミスや計上漏れの可能性が高い場合は欄が

黄色で強調表示されます。 

▼イメージ図  

 
この欄をダブルクリックすると[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[消費税手入

力確認リスト]メニューにジャンプし、原因となる仕訳明細が表示されます。 

さらに、その修正までを一連の流れでできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[消費税手入力確認リスト]メニュー 

  

○補助科目ごとに出力 

消費税管理資料でも、補助科目ごとに金額を確認できるようになりました。 

補助科目ごとに、課税取引と非課税取引や免税取引を分けている場合に、効率よく金額

をチェックできます。 

▼イメージ図  

 
≪ 関連メニュー ≫ 

・[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニュー 

・[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニュー 

  

法改正情報 
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○「科目別課税対象額集計表」から各資料へのジャンプ先を最適化 

今までは、「科目別課税対象額集計表」からは一律「科目別税区分集計表」にジャンプ

していました。 

今後は、以下のように追跡する金額によって最適なメニューにジャンプできるようにな

ります。 

・課税取引と非課税や免税取引の区分けが妥当であるかは、「税区分明細表」へジャン

プ 

・仕入や費用計上の課税取引が、課税売上と非課税売上のどちらに対するものか、また

は区分がはっきりしないもの（共通）かの区分けが正しくされているかは、「科目別

税区分集計表」へジャンプ 

・自動計算された消費税額の手入力ミスや消費税額の計上漏れがないかは、「消費税手

入力確認リスト」へジャンプ 

  

   平成27年４月施行消費税法改正（簡易課税制度のみなし仕入率の見直し）に対応

しました。 

  

○簡易課税制度のみなし仕入率が、次のとおりに改正されました。 

・金融業及び保険業が、第四種事業から第五種事業へ （みなし仕入率 60％→50％） 

・不動産業が、第五種事業から新設された第六種事業へ（みなし仕入率 50％→40％） 

  

改正は、平成27年４月１日以後に開始する課税期間（会計期間）から適用されます。 

当システムでは、課税期間（会計期間）に応じて、第六種事業が利用できるように自動

的に切り替えます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[消費税基本登録]-[消費税基本登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューなどの仕訳関連メニュー 

  

○消費税申告書と付表のレイアウトが変更されました。 

みなし仕入率の見直しに伴い、簡易課税用の消費税申告書と付表のレイアウトが変更さ

れました。 

・消費税申告書 

・付表４ 

・付表５ 

・付表５－(２) 

  

当システムでは、課税期間（会計期間）に応じて、新旧レイアウトを自動判定します。 

※簡易課税制度を選択しているすべての企業に影響があります。 

  

  

  

   メニューの構成を変更しました。 
  

メニュー体系 

変更前 変更後 

[随時処理]-[データ一括変更]-[マスター

データ一括無効]メニュー 

[随時処理]-[データ一括変更]-[マスター

データ一括変更]-[マスターデータ一括無

効]メニュー 
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   税区分明細表で、複数の税区分の確認や摘要での抽出ができるようになりまし

た。 

  

○複数の税区分を確認する際に、税区分の切り替えをファンクションキーでできるように

なりました。 

▼イメージ図  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

消費税申告 
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○特定の明細を摘要で絞り込めるようになりました。 

旧税率５％の期間に新税率８％で前払いした明細など、事前に入力した摘要で絞り込む

際に活用します。 

▼イメージ図  

       

  

  

  

   『勘定奉行21[個別原価管理編]』からコンバートした場合は、プロジェクトコー

ドの枝番を一括で取り除くことができます。 

  

『勘定奉行21[個別原価管理編]』からコンバートしたデータでは、必ずプロジェクトコー

ドに枝番が含まれます。 

今までは、枝番が不要な場合は、手作業で取り除いていただいていました。 

今回から、[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括変更]-[プロジェクトコー

ド一括変更]メニューで、一括で取り除くことができます。 

随時処理 
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機能アップガイド

Ver.2.14／ Ver.2.13



  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【全般】   

 明細ごとに入力する摘要とは別に、伝票全体に対するごとに摘要を入力できるようになりまし

た。 

 4 

  仕訳伝票を自動作成するメニューで、集計する対象に未承認・未転記の伝票が存在する場合、

処理実行前にメッセージを表示し、注意喚起します。 

 5 

  奉行21シリーズからデータをコンバートすると、別途設定をせずとも、奉行21と同様に、仕訳

入力や元帳・合計残高試算表を出力できます。 

 5 

  【帳票全般】   

  奉行21シリーズからデータをコンバートすると、合計残高試算表などの「繰越金額」の項目タ

イトルが、そのまま同じタイトルで出力できます。 

 6 

  【データ領域管理】   

  ２期以上運用しているデータ領域がわかりやすくなりました。  6 

  [データ領域選択]画面の各項目の列幅や並び順を変更した際に、次回起動時もその状態で表示

されるようになりました。 

 6 

  【導入処理】   

  [会社運用設定]メニューの承認に関する設定項目が、役割ごとに整理されました。  7 

  原価帳票に関する勘定科目を追加した際に、原価管理項目や関連科目など原価管理に必要な設

定を、ウィザード形式で効率よく登録できるようになりました。 

 7 

  【仕訳処理】   

 前回印刷後に、新規登録・修正した伝票だけを印刷できるようになりました。  8 

  伝票区分・用途区分を使用していない場合に、非表示にできるようになりました。  8 

  摘要コードの入力を省略し、摘要内容をすぐに文字入力できるようになりました。  9 

  伝票入力画面の摘要欄で［行削除］を押したときに、すぐに１行分削除できるようになりまし

た。 

 9 

  定型仕訳を、コードを入力するだけで簡単に呼び出せるようになりました。  9 

  仕訳伝票入力時に、誤って［中止］を押したときに確認メッセージを表示します。 10 

  登録済みの定型仕訳を複写し、一部異なる新しい定型仕訳を効率的に登録できるようになりま

した。 

10 

 経理担当者の１次承認に加えて、経理責任者が最終的に承認する「２段階での承認」ができる

ようになりました。 

10 

  否認のままの伝票や、未承認のまま長い間未処理の伝票がないかをチェックできるようになり

ました。 

10 

  承認機能を使用する場合でも、別途「転記」作業をせずに、承認と同時に管理資料に金額を反

映させられるようになりました。 

10 

 経理責任者が、入力担当者の作業予定を登録したり、作業予定を複数の利用者で共有したりで

きるようになりました。 

11 

  【会計帳票】   

 元帳で税率を指定して絞込みができるようになりました。 11 
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  元帳で自科目側の金額で絞込みができるようになりました。 12 

 元帳をPDFに出力する際に、１つのファイルにまとめて出力できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」をお使いの場合＞ 

13 

  【原価帳票】   

  プロジェクト台帳で入金額の仕訳明細を確認できるようになりました。 13 

  プロジェクト一覧表で「入金率」などの入金情報を出力することで、プロジェクト別に入金の

確認ができるようになりました。 

13 

  プロジェクト一覧表からプロジェクト別予算実績対比表へジャンプできるようになりました。 14 

 プロジェクト別予算実績対比表でサブプロジェクトを軸にして、予算実績を確認できるように

なりました。また、原価管理項目別のサブプロジェクト別など複数階層で出力する場合に、確

認しやすいレイアウトになりました。 

14 

  【配賦処理】   

 配賦後の帳票分析の粒度に応じて、配賦伝票をマスター別に作成せずにまとめる設定が付きま

した。 

14 

 販売費及び一般管理費の間接費を配賦する際に、製造部門へは製造原価の費用科目として、ま

た共通プロジェクトとして配賦できるようになりました。 

15 

  【消費税申告】   

  ＯＣＲ用とは別に、提出用の消費税申告書を印刷できるようになりました。 15 

  消費税計算書で、未承認・未転記の伝票を集計できるようになりました。 15 

  科目別税区分集計表で、金額の検算や誤入力チェックを効率的にできます。 15 

  【決算処理】   

  二期間の決算報告書を出力する場合に、帳票ごとにそれぞれ実務に則した集計ができるように

なりました。 

16 

 決算報告書の表紙のフォントサイズや位置を調整できるようになりました。 16 

  【随時処理】   

  奉行21シリーズのソリューションなどで作成された、「汎用データ受入形式」のプロジェクト

データファイルを直接受け入れできるようになりました。 

16 

  部門グループを一から作り直す際に、汎用データ受入で効率的にできるようになりました。 16 

 マスターデータを、一括で無効にできるようになりました。 16 

  特定の補助科目をいくつか指定して、一括で削除できるようになりました。 17 

  [税区分一括変更]メニューで、定型仕訳の税区分・事業区分も一括で変更できるようになりま

した。 

17 

  合算元にマイナスで計上されている仕訳伝票がある場合は、マイナス金額のまま合算するよう

になりました。 

17 

  【グループ企業管理】   

  消費税関連の設定は、個社ごとの設定を優先させるため、配信の対象外にしました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

17 
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  【ＯＭＳＳ業務支援サービス】   

 クイックメニューにコピー機能（クリップボード）が追加され、企業独自のひな形（Excel）に

貼り付けて帳票を作成できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」をお使いの場合＞ 

18 

  【メニュー】   

  よく使うメニューをすばやく開ける、ダイレクト起動メニューが追加されました。 19 
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 明細ごとに入力する摘要とは別に、伝票全体に対する摘要を入力できるようになりました。 

  

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ページの「伝票摘要の利用」を「する」にすることで、伝

票全体に対する摘要が管理できるようになります。その摘要は、仕訳リストや元帳で確認できます。 

▼イメージ図（[仕訳処理]メニュー）  

 
  

 
  

▼イメージ図（[元帳]メニュー）  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]の各メニュー  

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]の各メニュー・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

▼その他の[仕訳伝票リスト]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票リスト]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳伝票リスト[IFRS組替] ]メニュー 

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利用者ごとにメニュー

権限を設定してください。 

全般 
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・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

▼その他の仕訳関連メニュー  

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[反対仕訳一括起票[IFRS組替]]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]-[月次仮締め後変更レポート]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後変更レポート]-[仕訳伝票変更レポート]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

 ※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニュー 

 ※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

  

   仕訳伝票を自動作成するメニューで、集計する対象に未承認・未転記の伝票が存在する場合、処理実行前にメ

ッセージを表示し、注意喚起します。 

  

仕訳伝票を自動作成するメニューでは、未承認・未転記の伝票の金額は除かれて集計されます。未承認・未転記の伝票が

ある場合は、伝票作成前にメッセージにて、その後の処理を選択できます。 

○処理を中断し、承認・転記後に再度実行する 

○処理を続行する（ただし、未承認・未転記仕訳の金額は除く） 

○未承認・未転記仕訳の集計対象別の一覧を印刷し、これをもとに承認・転記後再度実行する 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[為替換算]-[為替換算]メニュー 

 ※『外貨入力オプション』をお使いの場合 

・[振替処理]-[完成振替]の各メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]の各メニュー 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]の各メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]の各メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]の各メニュー 

  

   奉行21シリーズからデータをコンバートすると、別途設定をせずとも、奉行21と同様に、仕訳入力や元帳・合

計残高試算表を出力できます。 

  

奉行21シリーズからデータをコンバートすると、伝票入力画面のファンクションキーの配置や摘要入力の操作性、元帳や

合計残高試算表の印刷レイアウトに関する設定が引き継がれるようになり、設定を変更せずにそのまま運用できるように

なりました。 

▼参考（引き継がれる設定）  

○[仕訳処理]メニュー 

・印刷条件 ※ネットワーク対応製品でない場合 

○[元帳]メニュー 

・ 諸口の内訳を表示する（[条件設定]画面の[詳細条件]ページ） 

・ 印刷タイトル（自マスター）を均等割付する（[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページ） 

・ 自マスターの条件内容を出力する（[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページ） 

・ 金額計項目タイトルの印刷位置（[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページの[設定]ボタン） 

・ 伝票日付の出力形式（[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページの[設定]ボタン） 

・ 余白への罫線印刷（[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページの[設定]ボタン） 

・その他の集計条件、印刷条件 ※ネットワーク対応製品でない場合 

○[合計残高試算表]メニュー（[試算表見出し項目設定]メニュー） 

・ 製造原価報告書のページの切替（[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページ） 

・ 網掛け濃度を指定する、および各項目の濃度値（[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページ） 

・その他の集計条件、印刷条件 ※ネットワーク対応製品でない場合 
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   奉行21シリーズからデータをコンバートすると、合計残高試算表などの「繰越金額」の項目タイトルが、そのまま

同じタイトルで出力できます。 

  

奉行21シリーズからデータをコンバートすると、合計残高試算表などの「繰越金額」の項目タイトルが、そのまま奉行21

シリーズのときと同じタイトルで出力できるようになりました。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[日計表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]メニューの各メニュー 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門別原価報告書]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニュー 

  

  

   ２期以上運用しているデータ領域がわかりやすくなりました。 

  

今までは、最新の会計期首日だけを表示していましたが、２期以上運用しているデータ領域は、決算期が範囲で表示され

るようになりました。 

▼イメージ図  

 
  

   [データ領域選択]画面の各項目の列幅や並び順を変更した際に、次回起動時もその状態で表示されるようになりま

した。 

  

[データ領域選択]画面で、画面の各項目の列幅や並び順を変更した場合に、その情報が保持されるようになりました。 

次回起動時も、担当者個人の見やすい幅や並び順で表示されます。 

▼イメージ図  

 

帳票全般 
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   [会社運用設定]メニューの承認に関する設定項目が、役割ごとに整理されました。 

  

[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページの各項目が、４つのカテゴリに整理され、設定しやすくなりました。 

【基本設定】【詳細設定】【業務別承認設定】【集計設定】 

▼イメージ図  

 
  

また、【業務別承認設定】の各項目の選択肢について、０と１が入れ替わりました。 

変更前           変更後 

0：承認済／転記済で登録 → 1：承認済／転記済で登録 

1：未承認／未転記で登録 → 0：未承認／未転記で登録 

  

   原価帳票に関する勘定科目を追加した際に、原価管理項目や関連科目など原価管理に必要な設定を、ウィザード形

式で効率よく登録できるようになりました。 

  

今までは、以下のメニュー順でそれぞれ設定・登録が必要でした。 

１.[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

２.[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理項目登録]メニュー 

３.[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理体系登録]メニュー 

  

これからは、勘定科目を追加した際に、ウィザード形式で効率よく登録できるようになりましたので、便利です。 

  

※原価帳票に関する勘定科目とは、以下の科目区分に属する勘定科目を指します。 

 ・システム科目設定：当期製品製造原価 

 ・原価管理設定  ：仕掛品科目科目区分(仕掛品科目を使用する場合) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

導入処理 
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 前回印刷後に、新規登録・修正した伝票だけを印刷できるようになりました。 

  

前回印刷後に新規登録・修正した伝票だけを印刷できる機能を利用することで、印刷漏れを防ぎ、会社の帳簿書類をしっ

かり保存できます。 

※この機能は、[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページで選択できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳伝票リスト[IFRS組替] ]メニュー 

  

   伝票区分・用途区分を使用していない場合に、非表示にできるようになりました。 

  

伝票区分・用途区分を使用していない場合に、非表示にできるようになりました。必要のない情報を消すことで、必要な

情報がより目立つようになります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替] ]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

▼その他の[仕訳伝票リスト]関連メニュー  

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票リスト]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳伝票リスト[IFRS組替] ]メニュー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

▼その他の仕訳関連メニュー  

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[反対仕訳一括起票[IFRS組替]]メニュー 

・[仕訳処理]-[電子記録債権処理]-[電子記録債権仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー 

▼その他の伝票作成関連メニュー  

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高一括振替]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[為替換算]-[為替換算]メニュー 

 ※『外貨入力オプション』をお使いの場合 

・[振替処理]-[完成振替]の各メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]の各メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦]メニュー 
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   摘要コードの入力を省略し、摘要内容をすぐに文字入力できるようになりました。 

  

摘要を[導入処理]-[摘要登録]メニューで別途管理せずに都度入力している場合に、仕訳伝票入力の際、摘要内容をすぐ

に文字入力できるようになりました。 

摘要コード欄を毎回［Enter］キーで飛ばす操作が必要なくなります。 

※[仕訳処理－設定]画面の[運用設定]ページの明細摘要コードの入力で「入力しない」を選択すると、摘要内容から入力できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[電子記録債権処理]-[電子記録債権仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

  

   伝票入力画面の摘要欄で［行削除］を押したときに、すぐに１行分削除できるようになりました。 

  

伝票入力画面の摘要欄で［行削除］ファンクションキーを押したときに、すぐに１行分を削除できるようになりました。 

※[仕訳処理－設定]画面の[奉行21設定]ページの明細行の削除で「奉行21形式」を選択すると、すぐに１行分削除できます。 

※今までは、１行削除するか、借方または貸方だけを削除するかを選択する画面が、必ず、表示されていました。 

なお、摘要欄以外の項目では、今までどおり選択画面が表示されます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

  

   定型仕訳を、コードを入力するだけで簡単に呼び出せるようになりました。 

  

定型仕訳を、コードを入力するだけで呼び出せるようになりました。定型仕訳のコードを覚えている場合などに便利で

す。 

※[仕訳処理－設定]画面の[奉行21設定]ページの定型仕訳の呼び出しで「奉行21形式」を選択すると、定型仕訳のコードだけを入力す

る画面が表示されます。 

※今までは、必ず、[定型仕訳検索]画面が表示され、定型仕訳をリストから選択、または検索して定型仕訳を呼び出す方法でした。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 
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   仕訳伝票入力時に、誤って［中止］を押したときに確認メッセージを表示します。 

  

仕訳伝票入力時に、誤って［中止］ファンクションキーを押したときに、入力していた仕訳明細がすべてクリアされてし

まうのを防ぐため、確認メッセージを表示します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

▼その他の[仕訳処理]関連メニュー  

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

 ※『管理会計オプション』をお使いの場合 

  

   登録済みの定型仕訳を複写し、一部異なる新しい定型仕訳を効率的に登録できるようになりました。 

  

すでに登録してある定型仕訳をもとに、一部変更したものを繰り返し登録する場合などに効率的です。 

具体的には、[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニューで、定型仕訳を複写し、新しい定型仕訳を登録できる

ようになりました。 

  

 経理担当者の１次承認に加えて、経理責任者が最終的に承認する「２段階での承認」ができるようになりました。

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューで、今までは、入力担当者が登録した伝票を経理責任者または経理

担当者が承認するという「１段階での承認」でしたが、２段階でそれぞれ承認できるようになりました。 

  

≪事前設定（管理者）≫ 

・２段階での承認を、[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページで設定します。 

・１次承認者や最終承認者の割り当ては、[セキュリティ管理]-[権限管理]-[メニュー権限登録]メニューで設定しま

す。 

≪事前設定（承認者）≫ 

・承認者は、担当範囲を[仕訳伝票承認]メニューの[条件設定]画面の[承認対象]ページで設定し、条件パターンとして

保存します。 

  

※事前設定の詳細や日常の処理については、操作説明の「仕訳伝票承認の流れ」をご確認ください。 

  

   否認のままの伝票や、未承認のまま長い間未処理の伝票がないかをチェックできるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[未承認伝票確認]メニューが追加され、否認されたままの伝票や、未承認のまま長い間未処

理の伝票がないかをチェックできるようになりました。 

否認伝票・未承認伝票それぞれの件数を確認できます。 

また、未処理の伝票がある場合に、[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューにジャンプして、承認まででき

ます。 

  

   承認機能を使用する場合でも、別途「転記」作業をせずに、承認と同時に管理資料に金額を反映させられるように

なりました。 

  

今までは、[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューの承認機能を使用する場合は、必ず、[仕訳処理]-[仕訳

伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニューで別途「転記」作業が必要でした。 

これからは、承認機能を使用する場合でも、別途「転記」作業をせずに、承認と同時に管理資料に金額を反映させられる

ようになりました。 

[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページで、転記機能を「0：使用しない」に設定します。 

※今までどおり、別途「転記」することもできます。 
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 経理責任者が、入力担当者の作業予定を登録したり、作業予定を複数の利用者で共有したりできるようになりまし

た。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票予約]メニューで、経理責任者が、入力担当者の作業予定を代わりに一括して登録したり、作業予

定を複数の利用者で共有したりできるようになりました。 

また、入力担当者が退職した場合に、他の担当者へ割り当てなおすこともできます。 

※この機能は、管理者でログインしている場合に使用できます。 

※[条件設定]画面の[利用者設定]ページで、利用者を設定することで実現できます。 

  

  

  

 元帳で税率を指定して絞込みができるようになりました。 

  

[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニューで、経過措置の旧税5％の取引内容だけを確認したい場合に便利です。 

▼イメージ図  

○[元帳]メニュー 

 
  

なお、消費税額を検算するには、[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[消費税手入力確認リスト]メニューを利用す

ると便利です。 

▼イメージ図  

○[元帳]メニュー 
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   元帳で自科目側の金額で絞込みができるようになりました。 

  

[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニューで、今まで相手勘定科目側の金額で絞込みができましたが、自勘定科目側の金額でも

絞込みができるようになりました。 

▼イメージ図  

○[元帳]メニュー 

 
（例） 

以下の仕訳伝票を例に説明します。 

 
  

＜「500 売上高」の元帳で金額を絞り込む際の指定方法＞ 

◆「135 売掛金」の1,500円で絞り込みたい場合 

「自科目の金額で絞り込む」にチェックを付けません。 

◆「500 売上高」の2,000で絞り込みたい場合 

「自科目の金額で絞り込む」にチェックを付けます。 
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 元帳をPDFに出力する際に、１つのファイルにまとめて出力できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

元帳などの帳票をPDFに出力する際、今までは、勘定科目別や部門別などで必ずPDFが分かれて出力されていましたが、こ

れからは、１つのファイルにまとめて出力することもできます。 

※[PDF条件設定]画面で、「○○別にファイルを分けて出力する」のチェックを外すと、１つのファイルにまとめて出力されます。 

▼イメージ図  

○[元帳]メニュー 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]メニューの各メニュー 

・[原価帳票]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]メニューの各メニュー 

・[予算管理]メニューの各帳票メニュー 

  

  

  

   プロジェクト台帳で入金額の仕訳明細を確認できるようになりました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メニューで、入金額及び、入金に関す

る仕訳明細の集計ができるようになりました。 

事前に、[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳レイアウト登録]メニューで集

計する費目に「入金額」を設定しておきます。 

  

   プロジェクト一覧表で「入金率」などの入金情報を出力することで、プロジェクト別に入金の確認ができるように

なりました。 

  

プロジェクト一覧表を原価の確認用や入金の確認用など、用途・目的にあわせてパターン化できます。 

なお、初期でパターンも用意します。用意する条件は、[会社運用設定]メニューの[基本設定]ページの「条件保持の設

定」で、「1：全利用者で共通」を選択している場合です。 

また、「入金残」のあるプロジェクトだけを絞込めるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニュー 

  

上記に関連して、プロジェクト区分別に確認する際に、プロジェクトの完成日を加味して絞込めるようになりました。 

当期・当月だけなど、すでに確認済みのプロジェクトなどを外して集計できるので便利です。[基本条件]ページの完成区

分グループボックス内で、完成日を指定できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト原価推移表]メニュー 

  

  

  

原価帳票 
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   プロジェクト一覧表からプロジェクト別予算実績対比表へジャンプできるようになりました。 

  

予算の内訳などを、よりスムーズに確認できるので便利です。 

横軸項目の「予算額」「予算残」「消化率」のいずれかから、[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別

予算実績対比表]メニューへジャンプでき、予算と実績の乖離状況の確認ができます。 

  

 プロジェクト別予算実績対比表でサブプロジェクトを軸にして、予算実績を確認できるようになりました。また、

サブプロジェクト別の原価管理項目別など複数階層で出力する場合に、確認しやすいレイアウトになりました。 

  

今までの原価管理項目・原価管理項目区分に加えて、今後は、サブプロジェクトを軸とした予算実績管理ができます。 

また、サブプロジェクト別の原価管理項目別など複数階層で画面・印刷で出力する場合は、内訳があることを示す「(」

やインデントにて見やすくしました。 

▼例  

 
  

なお、今までの原価管理項目別サブプロジェクト別で画面・印刷で出力する場合も、同じように「(」やインデントに

て、確認しやすく変更されています。 

  

  

 配賦後の帳票分析の粒度に応じて、配賦伝票をマスター別に作成せずにまとめる設定が付きました。 

  

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[配賦設定]ページの「会社運用設定 － 配賦設定」で、以下の帳票ご

とに勘定科目レベルに分析の粒度を設定できます。 

・部門共通費配賦後の分析帳票 

・間接費配賦後の原価帳票 

  

また、マスターごとに設定できます。 

≪部門共通費配賦後の分析帳票≫ 

・取引先 

・セグメント 

≪間接費配賦後の原価帳票≫ 

・部門 

・取引先 

・セグメント 

  

※分析粒度をマスター別でなく勘定科目レベルにすることで、結果的に配賦伝票の作成枚数が減少するため、配賦処理のパフォーマン

スアップ、帳票集計のパフォーマンスアップが見込めます。 

  

  

  

  

  

  

配賦処理 
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 販売費及び一般管理費の間接費を配賦する際に、製造部門へは製造原価の費用科目として、また共通プロジェクト

として配賦できるようになりました。 

  

今までは、配賦先科目は必ずすべての部門で同じでしたが、これからは、[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦設

定]-[部門実績配賦パターン登録]メニューで、部門別に配賦先科目を指定できるようになりました。 

共通部門に発生した間接費（販管費）を配賦する際に、製造部門など製造・作成する部門へ、「製造原価の費用科目」と

して配賦する場合に利用します。 

また、その際に配賦先プロジェクトとして「共通プロジェクト」を指定することで、[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門

実績配賦]メニューで共通部門から配賦した金額を、最終的に[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニューで、間接

費として各プロジェクトへ配賦できるようになります。 

  

  

   ＯＣＲ用とは別に、提出用の消費税申告書を印刷できるようになりました。 

  

[消費税申告]-[消費税申告書]メニューで、ＯＣＲ用とは別に、提出用の消費税申告書を印刷できるようになりました。 

また、提出用・添付書類の印刷部数が指定できます。 

※提出用の消費税申告書とは、現物帳票の２枚目以降を指します。 

  

   消費税計算書で、未承認・未転記の伝票を集計できるようになりました。 

  

[消費税申告]-[消費税計算書]メニューで、未承認・未転記の伝票を集計することで、伝票確定前に、消費税内容の確

認・訂正ができるようになりました。 

※科目別課税対象額集計表など、他の消費税管理資料にはすでにこの機能が追加されていますが、消費税計算書についても機能が追加

されました。 

※他の消費税管理資料と同様、[条件設定]画面の[詳細設定]ページの「未承認仕訳・未転記仕訳を含めて集計する」チェックボックス

にチェックを付けると、集計できます。 

  

   科目別税区分集計表で、金額の検算や誤入力チェックを効率的にできます。 

  

[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニューに以下の機能が追加され、金額の検算や誤入力チェックを効率的にできま

す。 

  

○消費税率の指定 （[条件設定]画面の[基本条件]ページ） 

消費税率を指定すると、以下のような場合に便利です。 

・複数の税率が混在している場合に、税率ごとに分けて検算する 

・頻度の少ない経過措置の旧税率で、誤って仕訳入力していないかを確認する 

○売上科目と仕入・費用科目をまとめて一覧で表示 （[条件設定]画面の[詳細条件]ページ） 

集計結果のページを、売上科目と仕入・費用科目を分けないで、まとめて一覧で確認できます。 

例えば、建物の購入と売却の結果をまとめて確認できます。 

○勘定科目ごとの金額を表示（[条件設定]画面の[詳細条件]ページ） 

勘定科目ごとの金額で、大まかに確認できるようになりました。 

※今までは必ず、税率（内訳金額）ごとの確認でした。 
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   二期間の決算報告書を出力する場合に、帳票ごとにそれぞれ実務に則した集計ができるようになりました。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、二期間（前期・当期）の決算報告書を出力する場合に、前期の貸借

対照表（株主資本等変動計算書も含む）は指定された集計期間に関係なく、会計期末時点の残高で集計できるようになり

ました。 

今までは、貸借対照表と損益計算書を２回に分けて印刷する必要がありましたが、１回の印刷で済みます。 

  

例）中間決算期に、貸借対照表と損益計算書を同時に出力する場合 

前期の会計期間：2014年４月１日～2015年３月31日 

前期の集計期間：2014年４月１日～2014年９月30日 

  

チェックを付けると、帳票ごとにそれぞれ実務に則した集計がされます。 

前期の貸借対照表 ⇒ 2015年３月31日（会計期間末）時点の残高 

前期の損益計算書 ⇒ 2014年９月30日までの累計 

  

※[印刷等条件設定]画面の[基本条件]ページで設定できます。 

  

 決算報告書の表紙のフォントサイズや位置を調整できるようになりました。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、表紙のフォントサイズや、タイトルや会社名などの各項目の印字位

置を調整できるようになりました。 

※[決算報告書 - 印刷設定]ページの[設定]ボタンから表示レイアウト形式を「奉行21形式」に変更すると、『奉行21シリーズ』と同

じ表紙で印刷できます。（フォントサイズ・位置調整は必要ありません。） 

  

  

  

   奉行21シリーズのソリューションなどで作成された、「汎用データ受入形式」のプロジェクトデータファイルを直

接受け入れできるようになりました。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[プロジェクトデータ受入]メニューで、受入形式に、奉行21の形

式が追加されています。奉行21シリーズのソリューション製品はそのままで、今までの業務を続けられます。 

・勘定奉行21[個別原価管理編] 汎用データ受入形式 

・建設奉行21 汎用データ受入形式 

  

   部門グループを一から作り直す際に、汎用データ受入で効率的にできるようになりました。 

  

組織改編などで部門グループを一から作り直す際、今までは、[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削

除]-[部門グループデータ一括削除]メニューで部門グループを一旦削除してから、汎用データを受け入れ直す必要があり

ました。 

これからは、[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[部門グループデータ受入]メニューで、部門グルー

プすべての階層の削除と受け入れを同時にできるようになった(※)ため、効率的に一から作り直すことができます。 

※[条件設定]画面で、[拡張項目設定]ページの「すべての部門グループを削除してから汎用データを受け入れる」にチェックを付けま

す。 

  

 マスターデータを、一括で無効にできるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括無効]メニューが追加され、完成したプロジェクトなど、新年度から

利用しないように、一括で無効にできるようになりました。 

  

以下のマスターを、一括で無効化できます。 

取引先／セグメント／プロジェクト 

  

※不要なマスターを無効にすることで、マスター数を減らす効果があり、結果、帳票等での集計パフォーマンスを改善できます。 

  

  

  

  

決算処理 

随時処理 
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   特定の補助科目をいくつか指定して、一括で削除できるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[補助科目データ一括削除]メニューで、今までは勘定科目の

指定のため、すべての補助科目が一括で削除されていました。これからは、特定の補助科目をいくつか指定して、部分的

な一括削除ができるようになりました。 

※今までは、勘定科目だけ指定できました。 

  

   [税区分一括変更]メニューで、定型仕訳の税区分・事業区分も一括で変更できるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税区分一括変更]メニューで、仕訳伝票だけでなく、定型仕

訳の税区分・事業区分も一括で変更できるようになりました。 

  

   合算元にマイナスで計上されている仕訳伝票がある場合は、マイナス金額のまま合算するようになりました。 

  

[随時処理]-[データ領域合算]メニューで、今までは、合算元にマイナスで計上されている仕訳伝票がある場合は、貸借

を入れ替えてプラスの金額として合算していました。 

これからは、貸借を入れ替えずにマイナス金額のまま合算するようになりました。 

▼イメージ図  

以下のような仕訳伝票が登録されていた場合に、貸借を入れ替えずに「売掛金」「－500,000」、「売上高」「－

500,000」のまま合算します。 

 
  

  

  

   消費税関連の設定は、個社ごとの設定を優先させるため、配信の対象外にしました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

  

[グループ企業管理]-[マスター配信]-[マスター配信]メニューで、勘定科目の消費税関連（税区分・消費税自動計算・端

数処理・事業区分）の設定は、個社ごとに設定するため、配信の対象外にしました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

グループ企業管理 
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 クイックメニューにコピー機能（クリップボード）が追加され、企業独自のひな形（Excel）に貼り付けて帳

票を作成できるようになりました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

画面の表示内容をコピーして、企業独自のひな形（Excel）に貼り付けて帳票を作成できるようになりました。 

▼イメージ図  

 

 
  

  

  

  

  

  

  

ＯＭＳＳ業務支援サービス 
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よく使うメニューをすばやく開ける、ダイレクト起動メニューが追加されました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

ダイレクト起動メニューを利用すると、最近使ったメニューを簡単に開くことができます。 

さらに、よく使うメニューをリストに固定表示することで、毎日使用しているメニューをすばやく起動できます。 

▼イメージ図  

 
  

メニュー 
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機能アップガイド

Ver.2.12



  

  

目次 

  【消費税申告】   

  税務代理権限証書の様式を改訂しました。  2 

 【決算処理】   

   地方税の電子申告（XBRL Spec2.1 Ver.2.0）に対応しました。  2 
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   税務代理権限証書の様式を改訂しました。 

  

電子申告・書面申告において、「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10

号）に対応しました。 

平成26年７月１日以後に提出する税務代理権限証書について、「調査の通知に関する同

意」に関する項目の追加など、改訂後の様式で作成できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[消費税申告]-[税理士添付書面]-[税務代理権限証書]メニュー 

  

  

  

   地方税の電子申告（XBRL Spec2.1 Ver.2.0）に対応しました。 

  

地方税の電子申告を、国税の電子申告と同一バージョン（XBRL Spec2.1 Ver.2.0） に対

応しました。 

  

具体的には、地方税申告に必要となる財務諸表データを XBRL Spec2.1 Ver.2.0 に対応し

ました。 

今までは、法人税申告に加えて地方税申告にも財務諸表データを添付する際は、電子申告

科目や注記の登録を別途「地方税申告」用に設定していましたが、今後は共通になりま

す。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告科目設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告注記登録]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告データ作成[財務諸表]]メニュー 

  

  

消費税申告 

決算処理 
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機能アップガイド

Ver.2.11／ Ver.2.10



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【法改正情報】   

 消費税申告書の新レイアウト（平成26年４月１日以降終了課税期間分）に対応しました。  2 

  【メニュー体系】   

  メニューを新規に追加しました。  2 

  【全般】   

  プロジェクト検索で完成区分を表示できるようになり、完成したプロジェクト・未完成のプロジェクトを

確認しながら選択できます。 

 3 

  貸借別に摘要を入力できるようになり、外部システムで借方・貸方科目別に入力された摘要の仕訳伝票も

受け入れできます。 

＜『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合＞ 

 4 

 未成工事支出金の仕入税額控除時期の特例を適用することができるようになりました。  4 

  【会計帳票】   

 摘要集計表など各集計表から元帳へジャンプできるようになり、内訳明細を確認できます。  5 

  【原価帳票】   

 原価帳票でプロジェクト別に入金額・入金残を確認できるようになりました。  5 

  プロジェクト別原価報告書で複数のプロジェクトを選択して画面表示や印刷ができるようになりました。  5 

  プロジェクト別原価報告書で予算情報（予算額・予算残・消化率）を確認できるようになりました。  6 

  プロジェクト別原価報告書の転送で出力される金額の書式を変更しました。  6 

  プロジェクトごとにサブプロジェクト別の原価を確認できるメニューが追加されました。  6 

  【分析帳票】   

  従業員数を部門ごとに入力する際に部門合計が確認できるようになりました。  6 

  【振替処理】   

  工事進行基準のプロジェクトで消費税額を完成時に一括計上する場合に、売上と売上返還の消費税額を

別々に計上できるようになりました。 

 6 

  【配賦処理】   

  日報を印刷する際に、社員別に改ページできるようになりました。  7 

  労務費配賦の振替金額を転送できるようになりました。  7 

  【随時処理】   

 『人事奉行』の『退職金管理オプション』から退職金支給時の仕訳を受け入れられます。  7 

  プロジェクトデータを上書きで受け入れる際のパフォーマンスが向上しました。  7 

  【ＯＭＳＳ業務支援サービス】   

 Office連携サービスの機能を強化（テンプレート・パスワード）しました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」をお使いの場合＞ 

 7 

 Excelピボットグラフを作成できるメニューが追加されました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」をお使いの場合＞ 

 9 

  ≪グループ企業管理≫   

 勘定科目を未使用にした情報も配信できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

 9 
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 消費税申告書の新レイアウト（平成26年４月１日以降終了課税期間分）に対応しました。 

  

消費税申告書の新レイアウト（平成26年４月１日以降終了課税期間分）に対応しました。 

レイアウトが変更された申告書は、以下の通りです。 

電子申告にも対応しています。 

  

  

  

  メニューを新規に追加しました。 

  

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別サブプロジェクト内訳表]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利用者

ごとにメニュー権限を設定してください。 

法改正情報 

原則課税 簡易課税 

消費税申告書 消費税申告書 

付表２ 付表４ 

付表１ 付表５－（２） 

付表２－（２）   

メニュー体系 
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  プロジェクト検索で完成区分を表示できるようになり、完成したプロジェクト・未完成のプロジェ

クトを確認しながら選択できます。 

  

今までは、検索条件で完成区分を指定することで、完成したプロジェクトだけ、または未完成のプロ

ジェクトだけに絞っての表示はできました。 

今回から、完成区分をリストに表示することで、完成・未完成両方のプロジェクトをリストに表示し

ながら、補足情報として完成区分を確認できるようになります。 

  

▼イメージ図  

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

全般 
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  貸借別に摘要を入力できるようになり、外部システムで借方・貸方科目別に入力された摘要の仕訳

伝票も受け入れできます。 

＜『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合＞ 

  

「貸借別の摘要」を利用することで、借方科目・貸方科目それぞれ個別に摘要を入力できます。 

また、外部システムで貸借別に入力された摘要の仕訳伝票を受け入れできます。（[随時処理]-[汎用

データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー） 

貸借別に摘要を入力することで、元帳など明細出力する帳票や摘要集計表では、借方または貸方の特

定の科目だけに集計できます。 

  

詳細は、操作説明の「貸借別の摘要とは」をご確認ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理] -[帳簿入力]-[仕訳帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計管理オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュ

ー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組

替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成] -[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成] -[仕訳伝票データ作成]-[定型仕訳データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入] -[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入] -[仕訳伝票データ受入]-[定型仕訳データ受入]メニュー 

・[自動実行管理]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

・[自動実行管理]-[汎用データ受入] -[自動実行仕訳伝票データ受入]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合 

  

 未成工事支出金の仕入税額控除時期の特例を適用することができるようになりました。 

  

未成工事支出金の仕入税額控除時期の特例（消費税法基本通達11-３-５）に対応しました。 

※課税仕入れの税額控除は、その課税仕入れをした課税期間に控除することが原則です。しかし、建設業のよう

な請負業の場合は、原材料仕入や外注加工費を「仕掛品」勘定に計上している場合に目的物が完成し引渡をし

た課税期間に控除することも、継続適用を条件として認められています。 

取引発生時に専用の税区分を使用し、税込金額で仕訳を入力することで、完成振替の仕訳を作成する

際に、課税仕入の税区分で消費税額を計上します。 

  

詳細は、操作説明の「仕訳例：未成工事支出金の仕入税額控除」をご確認ください。 

  

また、他の奉行シリーズから[随時処理]-[奉行連動データ受入]-[仕訳伝票受入]メニューで受け入れ

ている仕訳伝票のうち、「仕掛品」科目に計上される原材料仕入れや外注加工費の取引の場合に、専

用の税区分で自動的に受け入れます。 

  

詳細は、操作説明の「仕訳伝票受入」をご確認ください。 

  

4 / 9



≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計伝票]-[管理会計伝票]メニュー 

※『管理会計管理オプション』をお使いの場合 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]メニュ

ー 

・[決算処理]-[締め処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正[IFRS組

替]]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理[IFRS組替]]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入] -[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

  

  

  

 摘要集計表など各集計表から元帳へジャンプできるようになり、内訳明細を確認できます。 

  

元帳にジャンプすることで、効率的に、該当項目の内訳明細を確認できます。 

例えば、摘要集計表の場合には、勘定科目ごとに特定の摘要で集計された金額について、その内訳明

細を確認できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[会計帳票]-[集計表]の各メニュー 

  

  

 原価帳票でプロジェクト別に入金額・入金残を確認できるようになりました。 
  

プロジェクト別に「入金額」「入金残」を把握するのに便利です。 

また、粗利計算方法で、今までの「請負金額－製造原価」「売上高－製造原価」に加えて、「入金合

計－製造原価」を選択することもできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト登録]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メニュー ※

印刷時のヘッダーのみ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価推移表]メニュー ※「入金額」の

み 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[プロジェクトデータ受入]メニュー 

  

  プロジェクト別原価報告書で複数のプロジェクトを選択して画面表示や印刷ができるようになりま

した。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニューで、複数のプロジェク

トを順にひとつずつ確認する場合に、プロジェクトを都度指定しなおす手間がありました。これから

は、画面表示後のファンクションキーで、プロジェクトを順に切り替えながら確認できます。 

  

会計帳票 

原価帳票 
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  プロジェクト別原価報告書で予算情報（予算額・予算残・消化率）を確認できるようになりまし

た。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニューで、予算情報（予算

額・予算残・消化率）が集計できるようになりました。プロジェクトの原価を確認する際に、あわせ

て予算に対する原価の消化状況も把握できます。 

  

  プロジェクト別原価報告書の転送で出力される金額の書式を変更しました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニューの転送で出力される金

額の書式を変更しました。 

今までは、補助科目が出力される行はその金額の前に「（」が付加されていましたが、なくなりま

す。これにより、補助科目が出力される行とされない行で同じ書式になるため、加工しやすくなりま

す。 

  

  プロジェクトごとにサブプロジェクト別の原価を確認できるメニューが追加されました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別サブプロジェクト内訳表]メニューで、プロ

ジェクトごとにサブプロジェクト別の原価を確認できるため、内訳のサブプロジェクトごとに確認す

る場合に便利です。 

  

  

  従業員数を部門ごとに入力する際に部門合計が確認できるようになりました。 

  

[分析帳票]-[経営分析]-[従業員数設定]メニューで従業員数を部門別に入力している際に、部門合計

の従業員数を確認しながら、入力することができます。最終的に部門合計を全社の従業員数と確認す

ることで、正しく入力できているか確認できます。 

  

  

  工事進行基準のプロジェクトで消費税額を完成時に一括計上する場合に、売上と売上返還の消費税

額を別々に計上できるようになりました。 

  

工事進行基準のプロジェクトで消費税額を完成時に一括計上する場合に、売上と売上返還の消費税額

を別々に計上できるように、それぞれの科目の税区分を変更しています。 

以下のように税区分を変更しています。 

  

【売上】＜今まで＞                              ＜これから＞ 

  

【売上返還】＜今まで＞                          ＜これから＞ 

  

分析帳票 

振替処理 

未完成時   未完成時 

「0：対象外」で計上 ⇒ 「560：完成時課税売上に振替」で計上 

完成時   完成時 

「60：課税売上」に振替   「60：課税売上」に振替 

未完成時   未完成時 

「0：対象外」で計上 ⇒ 「561：完成時課税売上の返還等に振替」で計上 

完成時   完成時 

「60：課税売上」に振替   「61：課税売上の返還等」に振替 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 

  

  

  日報を印刷する際に、社員別に改ページできるようになりました。 

  

[配賦処理]-[労務費配賦]-[日報入力]メニューで日報を印刷する際に、社員別に改ページすること

で、確認がしやすくなります。 

  

  労務費配賦の振替金額を転送できるようになりました。 

  

[配賦処理]-[労務費配賦]-[振替金額登録]メニューで振替金額を転送できるようになりました。Excel

などで、二次加工して利用できます。 

  

  

 『人事奉行』の『退職金管理オプション』から退職金支給時の仕訳を受け入れられます。 

  

奉行シリーズ『人事奉行』の『退職金管理オプション』を導入している場合に、退職金支給時の仕訳

が自動作成され、勘定奉行に連携できます。 

仕訳伝票は、[随時処理]-[奉行連動データ受入]-[仕訳伝票受入]メニューで受け入れます。 

  

  プロジェクトデータを上書きで受け入れる際のパフォーマンスが向上しました。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[プロジェクトデータ受入]メニューでプロジェ

クトデータを受け入れる際に、すでに登録済みのプロジェクト情報を更新する場合のパフォーマンス

が向上しました。 

  

  

  

  Office連携サービスの機能を強化（テンプレート・パスワード）しました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

  ○Excelピボットグラフのテンプレート機能 

ピボットグラフを作成した後、分析しやすいようにExcel上でデザインを変更した場合に、次回以降

も同じデザインで作成できます。 

当システムでは、同じメニューの同条件で作成したピボットグラフのファイルをテンプレートとし

て指定すると、毎回独自のデザインでピボットグラフが作成できます。 

  

  

  

配賦処理 

随時処理 

ＯＭＳＳ業務支援サービス 

 

○「ＯＭＳＳ」や「業務支援サービス」の詳細については、以下のサイトをご確認ください。 

http://www.obc.co.jp/click/omss/ 

○「業務支援サービス」は、「ＯＭＳＳ」の契約期間中に利用できるサービスです。 

「ＯＭＳＳ」の契約期間が終了した時点で、「業務支援サービス」も利用できなくなりますの

で、ご注意ください。 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[元帳]-[元帳]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[部門別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[補助科目別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[取引先別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[セグメント別推移表]メニュー 

※『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合 

・[分析帳票]-[対比表]-[部門別対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[補助科目別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[取引先別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[セグメント別対比表]メニュー 

※『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合 

  

○Outlook メールのテンプレート機能 

当システムでは、作成したPDFやピボットグラフをMicrosoft Outlookのメールに添付して送信する

際に、宛先や件名、メール本文が毎回同じ場合は、Microsoft Outlookで保存したテンプレートを利

用できます。 

  

○パスワード機能 

当システムでは、作成したPDFやピボットグラフにパスワードを設定できます。 
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 Excelピボットグラフを作成できるメニューが追加されました。 

＜「ＯＭＳＳ」の「Office連携サービス」／『勘定奉行Ｖ ERP8』をお使いの場合＞ 

  

当システムの基幹データをもとに、業務情報の集計表（ピボットテーブル）やグラフ（ピボットグラ

フ）に出力し、ピボット分析ができるメニューが追加されました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]-[補助科目別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[取引先別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[セグメント別推移表]メニュー 

※『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合 

・[分析帳票]-[対比表]-[補助科目別対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[取引先別対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[セグメント別対比表]メニュー 

※『伝票項目拡張オプション』をお使いの場合 

  

  

 勘定科目を未使用にした情報も配信できるようになりました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

  

新しい会計期間で未使用になった勘定科目の情報も配信できるようになり、各グループ会社間で統一

することが容易になります。 

今までは、グループ会社それぞれで未使用にする設定が必要でした。 

具体的には、[グループ企業管理]-[マスター配信]-[配信対象データ設定]メニューで、未使用の勘定

科目も画面表示するように設定し、勘定科目の関連付けをします。 

また、新規に追加登録した勘定科目がある場合、その並び順も加味して、配信されるようになりまし

た。 

今までは、コード順で配信されていましたので、配信先で並び順を変更する必要がありました。 

  

グループ企業管理 
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機能アップガイド

Ver.2.07



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【法改正情報】   

 平成26年４月施行消費税８％改正に対応しました。  2 

  国税電子申告について、平成25年度の電子申告（XBRL Spec2.1 Ver.2.0）に対応しました。  2 

  【仕訳処理】   

 定型仕訳を仕訳伝票と同時に登録する際、金額をクリアしたり、編集してから登録できるよう

になりました。 

また、登録済みの定型仕訳の上書き登録もできます。 

 4 

  【随時処理】   

  定型仕訳の汎用データを作成する際に、詳細な条件を指定できるようになりました。  5 

  特定の仕訳明細の税率を一括で変更できるようになりました。  6 
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 平成26年４月施行消費税８％改正に対応しました。 

  

平成26年４月施行消費税８％改正に伴い、下記項目に対応しました。 

・消費税率８％への引き上げ 

・旧税率５％が適用される経過措置の取引入力 

・消費税申告書と付表のレイアウト変更 

  

具体的な対応内容は、操作説明の「≪法改正≫平成26年４月１日施行 消費税８％改正」

をご参照ください。 

  

   国税電子申告について、平成25年度の電子申告（XBRL Spec2.1 Ver.2.0）に対応

しました。 

  

平成25年度の法人税の電子申告に対応しました。 

  

具体的には、法人税申告に必要となる財務諸表データを XBRL Spec2.1 Ver.2.0 に対応し

ました。 

なお、地方税申告は、今までどおりVer.1.0です。そのため、法人税申告に加えて地方税

申告にも財務諸表データを添付する際は、別途、電子申告科目や注記を登録する際に、税

目を「地方税申告」に切り替えて設定します。 

  

▼イメージ図  

 

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

法改正情報 

○[電子申告科目設定]メニュー 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告科目設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告注記登録]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告データ作成[財務諸表]]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

○[電子申告データ作成[財務諸表]]メニュー 
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 定型仕訳を仕訳伝票と同時に登録する際、金額をクリアしたり、編集してから登

録できるようになりました。 

また、登録済みの定型仕訳の上書き登録もできます。 

  

[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューで伝票を登録すると同時に、その仕訳を「定型仕訳」と

しても登録する際に、今までは必ず金額が入ったままで登録されていましたが、これから

は金額を０円で登録できます。 

金額が毎回異なるような定型仕訳の場合に、活用します。 

  

▼イメージ図  

  

さらに、摘要を編集したり、部門や取引先などのマスターを未指定にして登録できます。

「定型仕訳」を呼び出した後に個別入力させる項目など、一部編集する際に活用します。 

  

▼イメージ図  

  

  

  

  

  

  

仕訳処理 
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なお、今までは、新規に追加することしかできませんでしたが、定型仕訳を呼び出して、

一部修正した場合に、上書きでその変更内容を、元の定型仕訳に反映できるようになりま

した。 

  

▼イメージ図  

  

  

  

  

   定型仕訳の汎用データを作成する際に、詳細な条件を指定できるようになりまし

た。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[定型仕訳データ作成]メニューで

汎用データを作成する際に、詳細な条件を指定することで、必要なデータだけに絞って出

力できます。 

一度転送して、Excelなどで加工してから再度受け入れることで、効率的に定型仕訳の内

容を更新できます。 

  

▼イメージ図  

  

  

  

随時処理 
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   特定の仕訳明細の税率を一括で変更できるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税率一括変更]メニューが新

規に追加され、以下のような場合に、特定の仕訳明細の税率を一括で変更できるようにな

りました。 

新税率から旧税率（経過措置の取引）へ、また、旧税率から新税率へ変更する場合に有効

です。 

  

・外部システムから汎用受入をしているが、外部システムが旧税率の取引に対応していな

い 

・消費税改正対応プログラムをセットアップする前に、先行登録した新税率施行日（平成

26年４月１日など）以後の仕訳伝票 

  

具体例や手順は、操作説明の「税率を一括で変更する具体例と手順」をご確認ください。 
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機能アップガイド

Ver.2.06



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【ＯＭＳＳ業務支援サービス】   

 「ＯＭＳＳ ＯＢＣメンテナンスサポートサービス」の「業務支援サービス」に対応しまし

た。 

 3 

  【全般】   

  『セグメント管理』オプションの名称が『伝票項目拡張』オプションに変更になり、より多面

的な分析に活用できる機能が提供されます。 

 5 

  【帳票全般】   

 「明細区分」を利用することで、金額集計の分析軸や仕訳伝票の付加情報を強化し、多面的な

分析に活用できます。 

＜『伝票項目拡張（旧セグメント管理）オプション』をお使いの場合＞ 

 6 

 配賦伝票などを、財務会計伝票とは別の「管理会計伝票」として登録することで、財務諸表に

影響を与えずに管理会計帳票を作成できるようになりました。 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

 6 

  決算報告書などの特定の帳票だけ、どの利用者でも共通の印刷レイアウトにできるようになり

ました。 

 6 

 帳票で、複数の集計条件を、用途・目的に合わせてパターン化できます。（集計条件パター

ン） 

また、集計条件のマスターコードを、次回以降も固定できます。（コード保存） 

 7 

 プロジェクト名称を、[プロジェクト登録]メニューで設定した「プロジェクト名」「プロジェ

クト略称」のどちらで表示するかを設定できるようになりました。 

 8 

  【仕訳処理】   

 伝票検索後、条件に該当する明細行が青色で強調表示されるとともに、その行へジャンプで

き、見つけやすくなりました。 

10 

 仕訳伝票の入力時に、借方のサブマスター（プロジェクトなど）を貸方に複写する機能が追加

され、効率的に入力できます。 

11 

  仕訳伝票リストや承認の画面上でも、付箋の貼り付けや取り外しができるようになりました。 11 

 仕訳伝票承認の業務（通知・否認・付箋）が強化され、承認者と伝票入力担当者間の一連の作

業がスムーズになります。 

12 

  【会計帳票】   

 取引先集計表で、金額が発生している取引先だけを集計するように変更し、パフォーマンスが

向上しました。 

12 

  【原価帳票】   

  台帳で、明細の発生していない月の月計を非表示にし、不要な情報を省くことができるように

なりました。 

12 

  台帳を出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合でも、すべての集計の終了を

待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるようになりました。 

13 

  プロジェクト一覧表で、仕掛プロジェクトと完成プロジェクトの区分なしに表示することで、

その合計額を把握できるようになりました。 

14 
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  プロジェクト一覧表で、予定期間を表示できるようになりました。 14 

 プロジェクト一覧表の転送で出力される「プロジェクトの完成日付」の書式を、文字列属性か

ら日付属性に変更しました。 

15 

  【分析帳票】   

 推移表・対比表から、直接元帳にジャンプして、金額を追跡できるようになりました。 15 

  【配賦処理】   

  配賦実行後に、配賦基準を見直してやり直す場合に、配賦の実行単位で一括で配賦伝票を削除

できるようになりました。 

16 

  【決算処理】   

  決算報告書を、要約印刷する・しないを都度切り替えて出力できるようになりました。 16 

 決算報告書を、それぞれの用途に応じて、要約形式（要約設定や見出し項目の内容）を複数用

意できるようになりました。 

16 

  キャッシュ・フロー計算書が「直接法」でも印刷できます。 17 

 補助科目ごとに、キャッシュ・フロー属性を設定できるようになりました。 17 

  【随時処理】   

 プロジェクトの汎用データを作成する際に、完成区分などの条件も指定できるようになりまし

た。 

17 

 複数の外部システムと連携している場合に、外部システムごとに、仕訳伝票データを「承認済

み」として受け入れるかを設定できるようになります。 

17 

 奉行21シリーズのソリューション製品等で作成された日報のデータを受け入れるようになりま

した。 

18 

 『SUPER COMPACT Pathfinder』との連携で、貸借対照表は「残高」・損益計算書は「発生」と

いう場合も、一度に集計して、連携できるようになりました。 

18 

 【その他の変更情報】    

 『参照専用ライセンス』の初期画面を設定できるメニューを追加しました。 

＜『参照専用ライセンス』をお使いの場合＞ 

18 

 メニュー形式が「メニューバー」の場合でも、「奉行ｉメニュー」を表示できるようになりま

した。 

19 

  【財務諸表照会Webオプション】   

  「明細区分」を利用することで、金額集計の分析軸や仕訳伝票の付加情報を強化し、多面的な

分析に活用できます。 

＜『伝票項目拡張（旧セグメント管理）オプション』をお使いの場合＞ 

19 

 配賦伝票などを、財務会計伝票とは別の「管理会計伝票」として登録することで、財務諸表に

影響を与えずに管理会計帳票を作成できるようになりました。 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

19 
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 「ＯＭＳＳ ＯＢＣメンテナンスサポートサービス」の「業務支援サービス」に

対応しました。 

  

「ＯＭＳＳ ＯＢＣメンテナンスサポートサービス（以下、ＯＭＳＳ）」にご加入いただ

いているお客様向けに、当システムを活用して業務生産性や情報活用の向上を支援する

「業務支援サービス」をご用意しました。 

  

また、新たに「ＯＭＳＳ＋」にいうサービスも用意しています。「ＯＭＳＳ」にご加入い

ただいているお客様が、製品や業務カテゴリごとに、さらに充実した便利さを追求いただ

くにあたり、お客様が選択できるサービスです。 

  

「ＯＭＳＳ」や「業務支援サービス」の詳細については、以下のサイトをご確認くださ

い。 

  

http://www.obc.co.jp/click/omss/ 

  

  

  

当システムでは、以下の「業務支援サービス」について利用できます。 

  

■電子記録債権連携サービス 

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

ＯＭＳＳ業務支援サービス 

 

○「業務支援サービス」は、「ＯＭＳＳ」の契約期間中に利用できるサービスです。 

「ＯＭＳＳ」の契約期間が終了した時点で、「業務支援サービス」も利用できなくなり

ますので、ご注意ください。 

○「ＯＭＳＳ＋」は、「ＯＭＳＳ」にご加入いただいているお客様が、別途、追加料金に

よってご利用いただけるサービスです。 

 

操作説明（ヘルプ）では、以下のように記載しています。 

○「ＯＭＳＳ」の「業務支援サービス」で提供する機能 

または『ＯＭＳＳ』 

○「ＯＭＳＳ＋」の「業務支援サービス」で提供する機能 

または『ＯＭＳＳ＋』 
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■電子記録債権連携サービス 

＜「ＯＭＳＳ」をお使いの場合＞ 

  

「電子記録債権」とは、事業者の資金調達の円滑化等を図るために創設された、既存の手形・

売掛債権とは異なる新たな金銭債権です。 

このサービスをご利用いただくことで、金融機関の電子記録債権サービスでダウンロード

した電子記録債権（債務）データファイルをもとに、簡単に仕訳伝票を作成できます。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

[電子記録債権処理]メニューの各メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

電子記録債権連携サービス（てん末管理対応サービス） 

＜「ＯＭＳＳ＋」をお使いの場合＞ 

『ＯＭＳＳ＋』の「てん末管理対応サービス」をご利用いただくことで、電子記録債権の

仕訳自動作成に加えて、割引や決済のてん末管理が行えるようになります。 

また、電子記録債務のデータの生成も可能となります。電子記録債権の管理と業務の効率

化を実現します。 
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   『セグメント管理』オプションの名称が『伝票項目拡張』オプションに変更にな

り、より多面的な分析に活用できる機能が提供されます。 

  

『セグメント管理オプション』の名称が『伝票項目拡張オプション』に変更になりまし

た。 

今までのセグメント情報に加え、「明細区分」など、金額集計の分析軸や仕訳伝票の付加

情報が強化されて、多面的な分析に活用できる機能が提供されます。 

  

  

  

  

  

  

上記、「業務支援サービス」の利用期間を確認できる、[管理ツール]-[ライセンス一覧]

メニューが追加されました。 

当システムで使用できる「業務支援サービス」について、利用期間を一覧で確認できま

す。 

また、当システムおよびオプション製品についても、ライセンス情報（登録番号やライセ

ンスキー等）を一覧で確認できます。 

▼イメージ図  

 
  

※利用期間やライセンス情報の最新情報は、以下の方法で取得できます。 

【インターネット接続環境のコンピュータで、当システムをお使いの場合】 

常に最新情報が表示されます。 

【インターネットに接続されていないコンピュータで、当システムをお使いの場合】 

ＯＭＳＳにご加入いただいたお客様がダウンロードできる「ＯＭＳＳライセンスファ

イル」を、[ライセンス一覧]メニュー読み込むことで最新情報を表示できます。 

※[ライセンス一覧]メニューは、管理者だけに表示されます。 

全般 
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 「明細区分」を利用することで、金額集計の分析軸や仕訳伝票の付加情報を強化

し、多面的な分析に活用できます。 

＜『伝票項目拡張（旧セグメント管理）オプション』をお使いの場合＞ 

  

「明細区分」を利用することで、「マネジメント・アプローチ」によるセグメント会計の

枠にとどまらず、お客様の用途に合わせて、さらなる金額集計の分析軸や、仕訳伝票の付

加情報を強化できます。 

業務システムから流れてくる情報を「明細区分」として仕訳伝票に取り込むことで、業務

にもとづいた多面的な分析に活用できます。 

  

明細区分の使用方法は、操作説明の「明細区分とは」をご参照ください。 

  

 配賦伝票などを、財務会計伝票とは別の「管理会計伝票」として登録すること

で、財務諸表に影響を与えずに管理会計帳票を作成できるようになりました。 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

部門集計表など、管理会計帳票としても活用する帳票では、「管理会計伝票」として登録

した共通経費の配賦伝票も含めて集計することで、部門ごとの利益などを正確に確認でき

ます。 

一方で、財務会計用の帳票（財務諸表など）では、「管理会計伝票」を集計から除くこと

で、純粋に財務会計の金額を確認できます。 

  

詳細は、操作説明の「財務諸表（財務会計用の帳票）に影響を与えずに管理会計帳票を作

成する」をご確認ください。 

  

   決算報告書などの特定の帳票だけ、どの利用者でも共通の印刷レイアウトにでき

るようになりました。 

  

集計条件や印刷の条件を、利用者ごとに保持するか、全利用者で共通で保持するかを設定

できるようになりました。 

※[会社運用設定]メニューの[基本設定]ページの「条件設定の保持」で設定できます。 

  

以下のような場合に、有効です。 

○決算報告書などの特定の帳票だけ、どの利用者でも共通の印刷レイアウトにする場合 

○税理士事務所など、どの利用者でも同じ設定条件で印刷する場合 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

帳票全般 
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   帳票で、複数の集計条件を、用途・目的に合わせてパターン化できます。（集計

条件パターン） 

また、集計条件のマスターコードを、次回以降も固定できます。（コード保存） 

  

○集計条件パターンの具体的な利用方法は、操作説明の「複数の集計条件を、用途・目的

に合わせてパターン化する」をご確認ください。 

○コード保存の具体的な利用方法は、操作説明の「集計条件のマスターコードを、次回以

降も固定する」をご確認ください。 

  

※[会計帳票]の各帳票メニューや決算報告書については、すでにこの機能が追加されていますが、

他の帳票にも機能が追加されました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[内訳表]-[現預金内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰実績推移表]／[資金繰明細表]メニュー 

・[原価帳票]の各帳票メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]／[対比表]の各メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]の各メニュー 

・[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニュー／[科目別税区分集計表]メニュー

／[税区分明細表]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー計算書]／[キャッシ

ュ・フロー精算表]メニュー 
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   プロジェクト名称を、[プロジェクト登録]メニューで設定した「プロジェクト

名」「プロジェクト略称」のどちらで表示するかを設定できるようになりまし

た。 

  

[導入処理]-[会計期間設定]-[原価管理設定]メニューの[基本設定]ページのプロジェクト

名表示で、プロジェクト名称を、[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登

録]-[プロジェクト登録]メニューで設定した「プロジェクト名」「プロジェクト略称」の

どちらで表示するかを設定できるようになりました。 

[仕訳処理]メニューや[元帳]メニューなど、設定した内容が各メニューに反映されます。 

▼例  

・[仕訳処理]画面 

 
  

・[元帳]画面 
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・[プロジェクト検索]画面 

 
  

[仕訳処理]メニューや[元帳]メニュー、[部門原価台帳]メニュー、[プロジェクト原価台

帳]メニューなど明細を出力するメニューでは、印刷時にプロジェクトの名称を、「プロ

ジェクト名」にするか「略称」するか選択できます。 

[印刷条件設定]画面の[プロジェクト]ページの「名称」で、プロジェクトの名称を選択し

ます。 

▼例  

[仕訳処理 - 印刷条件設定]画面 

 
  

原価帳票を出力するメニューでは、メニューごとに出力するプロジェクトの名称を設定で

きます。 

[条件設定]画面の「名称表示」で、プロジェクトの名称を選択します。 

▼例  

[プロジェクト一覧 - 条件設定]画面 
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 伝票検索後、条件に該当する明細行が青色で強調表示されるとともに、その行へジャ

ンプでき、見つけやすくなりました。 

  

[条件設定]画面で指定した条件と一致する明細行が、青色で強調されて表示されるように

なりました。 

  

▼イメージ図  

例）「021 仙台支店」を条件指定した場合 

   

  

また、一致した明細行が次画面以降にある場合でも、［次検索明細］（Ｆ８）を押すこと

で、該当する明細行へジャンプでき、効率的に見つけやすくなりました。 

  

※［次検索明細］（Ｆ８）は、［Ctrl］キーでWindowsファンクションを切り替えると、以下のよう

に表示されます。 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳処理[IFRS組替]]メニューなど 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修

正]メニューなど 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニューなど 

  

  

  

仕訳処理 
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   仕訳伝票の入力時に、借方のサブマスター（プロジェクトなど）を貸方に複写する機

能が追加され、効率的に入力できます。 

  

[仕訳処理]画面で、貸方のサブマスター（プロジェクトなど）のコード入力欄にカーソル

が入ったときに、借方のサブマスターを複写する機能が追加されました。 

※[仕訳処理 - 設定]画面の[複写設定]ページの借方複写で設定 

▼イメージ図  

   

  

※サブマスター：取引先・プロジェクト・サブプロジェクト・セグメント 

  

これにより、借方貸方それぞれで、同じサブマスターのコードを指定する煩雑さが解消さ

れます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[仕訳帳入力]メニュー 

  

   仕訳伝票リストや承認の画面上でも、付箋の貼り付けや取り外しができるようになり

ました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニューや[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メ

ニューなどのリスト参照画面上では、今までは、貼ってある付箋を確認できるだけでした

が、貼ったりはがしたり、メモ内容を編集したりできるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[仕訳処理[IFRS組替]]-[仕訳伝票リスト[IFRS組替]]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 
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 仕訳伝票承認の業務（通知・否認・付箋）が強化され、承認者と伝票入力担当者間の

一連の作業がスムーズになります。 

  

通知や否認機能・付箋の強化により、仕訳伝票承認で承認者と伝票入力担当者間の一連の

作業がスムーズになります。 

  

詳細は、操作説明の「仕訳伝票承認の流れ」をご確認ください。 

  

【承認者】 

○承認する伝票がある場合に、当システム起動時にメッセージで通知を受けられます。 

※[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページの「起動時の承認確認メッセージ」で設定でき

ます。 

○承認作業を進める中で、仕訳伝票に誤入力などの問題が見つかった場合、問題のある

仕訳伝票を否認して差し戻すことができます。 

またその際に、付箋を活用して、否認理由などを入力担当者に伝達することもできま

す。 

【入力担当者】 

○否認された伝票がある場合は、当システム起動時に、メッセージで通知されます。 

また、その通知メッセージから直接、否認伝票を確認・修正することもできます。 

○承認者が否認時に貼り付けた付箋を頼りに、修正すべき該当明細行へジャンプし、ス

ムーズに修正できるようになりました。 

  

  

  

   取引先集計表で、金額が発生している取引先だけを集計するように変更し、パフォー

マンスが向上しました。 

  

[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニューで、取引先を指定せずに集計する際に、金

額が発生している取引先だけを集計するように変更しました。 

月次残高を利用して集計するように設定している場合に有効です。 

詳細は、操作説明の「月次集計の帳票全般で、集計速度を向上させる設定」をご確認くだ

さい。 

※この機能は、ネットワーク対応製品の場合に使用できます。 

  

  

  

   台帳で、明細の発生していない月の月計を非表示にし、不要な情報を省くことができ

るようになりました。 

  

[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニュー・[原価帳票]-

[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メニューの[印刷条

件設定]画面で、「明細のある月だけ月計を出力する」に設定すると、明細の発生してい

ない月の月計を非表示にできるようになりました。 

この機能により、不要な情報を省くことができ、印刷枚数を節約できます。 

※元帳にはすでにこの機能が追加されていますが、台帳にも機能が追加されました。 

会計帳票 

原価帳票 
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   台帳を出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合でも、すべての集計

の終了を待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるようになりました。 

  

[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニューの部門原価台

帳・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メ

ニューのプロジェクト台帳を出力する際、今までは、すべての集計が終了するまで、仕訳

伝票の集計結果を確認できませんでした。 

今回から、集計の終了した明細から順次、画面に表示されるため、仕訳伝票リストを効率

よく確認できるようになりました。 

※元帳・仕訳伝票リスト・税区分明細表については、すでにこの機能が追加されていますが、台帳

についても機能が追加されました。 
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   プロジェクト一覧表で、仕掛プロジェクトと完成プロジェクトの区分なしに表示する

ことで、その合計額を把握できるようになりました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニューで、今までは、必

ず完成区分ごとに区分して表示されていましたが、選択できるようになりました。 

※[条件設定]画面の[詳細条件１］ページのプロジェクトの表示方法で設定します。 

  

▼イメージ図  

「仕掛プロジェクトと完成プロジェクトを区分しないで表示する」にチェックを付けない場

合（今までの表示） 

   

「仕掛プロジェクトと完成プロジェクトを区分しないで表示する」にチェックを付けた場合 

 
  

   プロジェクト一覧表で、予定期間を表示できるようになりました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニューで、予定期間（終

了）を表示できるようになりました。 

※[条件設定]画面の[詳細条件２]ページのプロジェクト情報表示で設定します。 

また、そのほかのプロジェクトの情報も、画面上で確認できます。 

※画面で［情報］（Ｆ７）を押すと、その他のプロジェクトの情報が表示されます。 
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   プロジェクト一覧表の転送で出力される「プロジェクトの完成日付」の書式を、文字

列属性から日付属性に変更しました。 

  

[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニューのプロジェクト一

覧表の転送で出力される「プロジェクトの完成日付」の書式が、Ｅｘｃｅｌ上で日付属性

になります。 

  

  

  

 推移表・対比表から、直接元帳にジャンプして、金額を追跡できるようになりまし

た。 

  

金額の推移や前年比から変化の大きい科目にあたりをつけて、そのまま元帳に直接ジャン

プすることで、効率的に明細レベルでの確認作業ができます。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]の各メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]の各メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

分析帳票 
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   配賦実行後に、配賦基準を見直してやり直す場合に、配賦の実行単位で一括で配賦伝

票を削除できるようになりました。 

  

配賦基準（配賦パターン）を見直して配賦をやり直す場合、今までは、[仕訳処理]メニュ

ーなどで配賦伝票を検索して削除する必要がありましたが、今後は、[配賦処理]-[部門実

績配賦]-[部門実績配賦履歴]メニューなどの履歴メニューから、配賦の実行単位で配賦伝

票を一括削除できます。 

  

詳細は、操作説明の「配賦基準を変更して配賦をやり直す」をご確認ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦履歴]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦履歴]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦履歴]メニュー 

  

  

  

   決算報告書を、要約印刷する・しないを都度切り替えて、出力できるようになりまし

た。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューの決算報告書を、要約印刷する場合とし

ない場合を、それぞれの用途に応じて、都度切り替えて出力できるようになりました。 

今までは、[要約設定]メニューで、要約したり解除したりと煩雑な作業が必要でしたが、

今回から、要約設定はそのままに、決算報告書の条件で要約印刷と要約しない印刷を切り

替えるだけで、簡単に出力できます。 

また、必要に応じて、それぞれの見出し項目を別々に設定できます。 

※要約する・しないの使用方法は、操作説明の「決算報告書を作成する」をご参照ください。 

  

   決算報告書を、それぞれの用途に応じて、要約形式（要約設定や見出し項目の内容）

を複数用意できるようになりました。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューの決算報告書を、社内用や外部向けなど

の用途に応じて、要約形式（要約設定や見出し項目の内容）を複数用意できるようにな

り、決算報告書のパターンと関連付けることで、パターンを切り替えながら効率的に印刷

できます。 

※要約形式を複数用意する手順は、操作説明の「決算報告書を作成する」をご参照ください。 

  

  

  

  

  

  

  

配賦処理 

決算処理 
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   キャッシュ・フロー計算書が「直接法」でも印刷できます。 

  

今まで、[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー計算書]メニュー

のキャッシュ・フロー計算書の表示方法は、「間接法」だけに対応していましたが、「直

接法」でも印刷できるようになりました。 

表示方法は、[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間設定]メニューで選択します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[キャッシュ・フロー確認表]-[キャッシュ・フロー確認表]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]（または[分析帳票]-[キャッシュ・フロー

確認表]）-[キャッシュ・フロー項目設定]-[キャッシュ・フロー属性設定]メニュー 

  

 補助科目ごとに、キャッシュ・フロー属性を設定できるようになりました。 

  

１つの勘定科目で複数のキャッシュ・フロー項目へ影響を与える場合や、取引内容により

キャッシュ・フロー項目へ影響したりしなかったりする勘定科目の場合には、補助科目ご

とにキャッシュ・フロー属性を設定することで、適切に反映させることができます。 

※補助科目ごとに設定する方法は、操作説明の「補助科目ごとにキャッシュ・フロー属性を設定す

る」をご参照ください。 

  

  

  

   プロジェクトの汎用データを作成する際に、完成区分などの条件も指定できるように

なりました。 

  

原価帳票では、有効なプロジェクトだけを集計しますが、終了したプロジェクトが当シス

テム上有効なままになっているケースがあります。 

汎用データの作成・受入を活用して、終了したプロジェクトを当システム上スムーズに無

効にするために、詳細な絞込みができるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[プロジェクトデータ作成]メ

ニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行プロジェクトデータ作成]

メニュー 

  

 複数の外部システムと連携している場合に、外部システムごとに、仕訳伝票データを

「承認済み」として受け入れるかを設定できるようになります。 

  

複数の外部システムと連携している場合に、仕訳伝票データの受入時に承認済みとするシ

ステムとしないシステムが混在する際、今までは、承認済みとしないシステムにあわせて

設定する必要がありましたが、今後は、システムごとに設定できます。 

※[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページの「汎用データ受入伝票」の個別設定で、外部シス

テムごと（受入パターンごと）に「承認済／転記済」を設定できます。 

  

  

  

随時処理 
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   奉行21シリーズのソリューション製品等で作成された日報のデータを受け入れるよう

になりました。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[配賦基準データ受入]-[日報データ受入]メニューで、奉

行21シリーズのソリューション製品等で作成された日報のデータを受け入れられるように

なりました。 

受入形式に、「ＯＢＣ受入形式」とは別に、「奉行21シリーズ汎用データ受入形式」が追

加されています。 

  

   『SUPER COMPACT Pathfinder』との連携で、貸借対照表は「残高」・損益計算書

は「発生」という場合も、一度に集計して、連携できるようになりました。 

  

[随時処理]-[他システム連携]メニューで『SUPER COMPACT Pathfinder』と連携する際、

貸借対照表・損益計算書別々に、集計方法「発生/累計」を選択できるようになりまし

た。 

貸借対照表は「残高」・損益計算書は「発生」で集計して連携することが、一度の操作で

できます。 

  

  

  

 『参照専用ライセンス』の初期画面を設定できるメニューを追加しました。

 

＜『参照専用ライセンス』をお使いの場合＞ 

  

『参照専用ライセンス』の[お気に入り]画面について、管理者などが初期設定できる[管

理ツール]-[お気に入りメニュー初期設定]メニューが追加されました。 

[お気に入り]画面を初期設定すると、『参照専用ライセンス』の利用者がはじめてログイ

ンした際に、設定した[お気に入り]画面が初期で表示されます。 

『参照専用ライセンス』の利用者は、初期設定内容から、独自の[お気に入り]画面に変更

することもできます。 

その他の変更情報 
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メニュー形式が「メニューバー」の場合でも、「奉行ｉメニュー」を表示できる

ようになりました。 

  

[管理ツール]-[利用者別設定]メニューの[メニュー設定]ページで設定した、メニュー形

式が「メニューバー」の場合でも、「奉行ｉメニュー」を表示できるようになりました。 

「メニューバー」の右下の アイコンをクリックすると、別ウィンドウで「奉行ｉメニ

ュー」を表示できます。 

※「奉行ｉメニュー」のご利用には、インターネット接続環境が必要となります。 

  

  

  

   「明細区分」を利用することで、金額集計の分析軸や仕訳伝票の付加情報を強化し、

多面的な分析に活用できます。 

＜『伝票項目拡張（旧セグメント管理）オプション』をお使いの場合＞ 

  

勘定奉行側に、「明細区分」の機能が追加されました。 

勘定奉行側で「明細区分」を利用すると、財務諸表照会Ｗｅｂオプションの合計残高試算

表でも、明細区分を指定して集計できます。 

  

   配賦伝票などを、財務会計伝票とは別の「管理会計伝票」として登録すること

で、財務諸表に影響を与えずに管理会計帳票を作成できるようになりました。 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

勘定奉行側に、「管理会計伝票」の機能が追加されました。 

勘定奉行側で「管理会計伝票」を利用すると、財務諸表照会Ｗｅｂオプションの合計残高

試算表でも、「管理会計伝票」を加味した集計ができます。 

全社ベースの集計では、配賦伝票などの「管理会計伝票」を集計から除くことで、純粋に

財務会計の金額を確認できます。 

部門ベースの集計では、「管理会計伝票」として登録した共通経費の配賦伝票も含めて集

計することで、部門ごとの利益などを正確に確認できます。 

財務諸表照会Ｗｅｂオプション 
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機能アップガイド

Ver.2.05



  

  

  

  

目次 

  【管理会計帳票】 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

  管理会計帳票の印刷条件が、パターンごとに保持されるようになりました。  2 

  【随時処理】   

 追加で登録した、仕訳伝票の汎用データの「受入データ形式」を、すべての利用者共通で

利用できるようになりました。 

 3 
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＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

   管理会計帳票の印刷条件が、パターンごとに保持されるようになりました。 

  

管理会計帳票の印刷条件（[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページ・[プリンタ設定]ページ

の設定）が、パターンごとに保持されるようになりました。 

※[基本設定]ページ・[詳細条件]ページの印刷条件は、以前からパターンごとに保持されています。 

  

今までは、[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計分析表]メニューなど、１つのメ

ニュー内でパターンごとに帳票レイアウトが異なる場合※に、それぞれの帳票を印刷するた

びに用紙サイズや印刷の向きを切り替える必要がありました。 

※例えば、１つの帳票が用紙サイズ「Ａ４」の縦で、もう１つの帳票が「Ｂ４」の横のような場合 

  
これからはパターンごとに印刷条件が保持されるため、切り替える手間が省けます。 

  

▼イメージ図（印刷条件設定）  

[印刷設定]ページ 

 
[プリンタ設定]ページ 

  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計分析表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計集計表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計推移表]メニュー 

  

  

  

  

管理会計帳票 
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   追加で登録した、仕訳伝票の汎用データの「受入データ形式」を、すべての利用者共

通で利用できるようになりました。 

＜「Ver.2.03」をセットアップして運用していた場合だけ、ご確認ください。＞ 

  

「Ver.2.03」では、[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ

受入]メニューで「受入データ形式」を追加する場合は、利用者ごとに形式作成が必要でした

が、今後は、すべての利用者共通で運用できます。 

  
▼イメージ図（受入データ形式）  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

随時処理 
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※「Ver.2.03」で、[仕訳伝票データ受入]メニューを複数の利用者で運用していた場合、新しいバージ

ョンになると、同じ「受入データ形式」が重複して表示されることがあります。 

その場合は、１つだけ残して、他の重複した「受入データ形式」は削除してください。 

  
▼イメージ図（「受入データ形式」の削除）  

  

同じ「受入データ形式」が重複して表示されている場合は、[受入条件設定]画面の[受入ファイル設定]

ページで、以下のように削除します。 
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機能アップガイド
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【帳票全般】   

  IFRS帳簿（IFRS金額）の管理を実現しました。  3 

 元帳などの会計帳票や決算報告書で、複数の集計条件を、用途・目的に合わせてパターン化で

きます。 

 3 

 元帳や内訳表・集計表などの帳票で、集計条件のマスターコードを、次回以降も固定できま

す。 

 4 

 月次集計の帳票全般で、集計パフォーマンスを向上できます。（仕訳伝票明細が非常に多く登

録される場合に、月次残高を最適化する。） 

 4 

  【データ領域管理】   

  『固定資産奉行』をあわせてお使いの場合に、データ領域ごとに利用する製品を設定できるメ

ニューが追加されました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

 5 

  【仕訳処理】   

 仕訳伝票リストを出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合でも、すべての集

計の終了を待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるようになりました。 

 5 

  【会計帳票】   

  元帳の集計（画面・印刷・転送すべて）のパフォーマンスが向上しました。  6 

  【配賦処理】   

  配賦を実行する前の確認リストの印刷で、２ページ以降にも科目名を印字することで、配賦結

果が確認しやすくなりました。 

 6 

  【決算処理】   

 法人税電子申告の添付書類「財務諸表(XBRL)」データの連動で、ファイルを作成せずに、直

接、『申告奉行[法人税・地方税編]』で受け入られるようになりました。 

 7 

  【随時処理】   

 外部システムで作成された仕訳伝票の汎用データを受け入れる場合など、伝票日付が同じ伝票

を１枚の仕訳伝票にまとめることができます。 

 7 

 外部システムで作成された仕訳伝票の汎用データなど、摘要の文字数が上限（40文字）を超え

ている際に、摘要を加工してその仕訳伝票を受け入れることができます。 

 8 

 仕訳伝票の汎用データを、複数の目的で、定期的に作成している場合に、異なる出力条件をパ

ターン化できます。 

 8 

 仕訳伝票の汎用データを、複数の外部システムから、定期的に受け入れている場合に、異なる

受入条件をパターン化できます。 

 8 

  『建設奉行21』対応のソリューションと連携が可能になりました。  9 

  『申告奉行[法人税・地方税編]』での税金のシミュレーション用に、「四半期」「月次」のデ

ータを連動できるようになりました。 

 9 
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 【その他の変更情報】   

  プロジェクトマスターを、他の業務システムとスケジュールを組んで自動連携することで、業

務効率を高められます。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP8』の『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

 9 

 【財務諸表照会 Ｗｅｂオプション】   

  元帳の集計（画面・印刷・転送すべて）のパフォーマンスが向上しました。 10 

  マウス操作でも、マスターを検索できるようになりました。 10 
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   IFRS帳簿（IFRS金額）の管理を実現しました。 

  

IFRS（国際財務報告基準）での会計処理に対応するため、日本基準に加え、IFRS帳簿

（IFRS金額）の管理を実現しました。 

最終的には、日本基準の仕訳とIFRS組替仕訳を合算したIFRS金額を、連結会計システムへ

出力します。 

※詳細は、操作説明の「IFRS帳簿の適用に際して確認する（事前準備）」、「IFRS帳簿

（IFRS金額）を管理するにあたって」をご確認ください。 

  

 元帳などの会計帳票や決算報告書で、複数の集計条件を、用途・目的に合わせて

パターン化できます。 

  

以下のように、用途・目的に合わせてパターン化すると、有効です。 

  

○決算報告書など、貸借対照表は「累計」で出力して損益計算書は「発生」で出力すると

いったように、帳票ごとに集計方法（発生・累計）を切り替えている場合 

○元帳で、勘定科目を分類ごとに毎回、複数回に分けて出力している場合 

○固定した複数の部門グループの帳票を、毎回出力している場合 

  

▼イメージ図  

 
  

集計条件パターンの具体的な利用方法は、操作説明の「複数の集計条件を、用途・目的に

合わせてパターン化する」をご確認ください。 

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

帳票全般 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]の各帳票メニュー 

※[現預金内訳表]メニュー・[資金繰実績推移表]メニュー・[資金繰明細表]メニューを除く 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニュー 

  

 元帳や内訳表・集計表などの帳票で、集計条件のマスターコードを、次回以降も

固定できます。 

  

以下のような運用の場合、集計条件のマスターコードを次回以降も固定すると、有効で

す。 

  

○常に、確認するマスターが固定している場合 

○常に、固定のマスターと、毎回変更するマスターが混在している場合 

  または 

 常に、固定のマスターと、全範囲のマスターが混在している場合 

  

▼イメージ図  

 
  

コード保存の具体的な利用方法は、操作説明の「集計条件のマスターコードを、次回以降

も固定する」をご確認ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]の各帳票メニュー 

※[現預金内訳表]メニュー・[資金繰実績推移表]メニュー・[資金繰明細表]メニューを除く 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニュー 

  

 月次集計の帳票全般で、集計パフォーマンスを向上できます。 

（仕訳伝票明細が非常に多く登録される場合に、月次残高を最適化する。） 

  

月次集計の帳票全般を、仕訳伝票からではなく、月次残高を利用して集計するように設定

できるようになりました。 

毎日深夜に月次残高を最適化することで、集計速度が向上します。 

仕訳伝票明細が非常に多く登録される場合に、有効です。 

詳細は、「月次集計の帳票全般で、集計速度を向上させる設定」をご確認ください。 

※この機能は、ネットワーク対応製品の場合に使用できます。 
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   『固定資産奉行』をあわせてお使いの場合に、データ領域ごとに利用する製品を

設定できるメニューが追加されました。 

＜『勘定奉行Ｖ ERP Group Management-Edition』をお使いの場合＞ 

  

会計カテゴリの製品（『勘定奉行』シリーズおよび『固定資産奉行』）を統合運用環境で

お使いの場合に、データ領域ごとに利用する製品を設定できるメニューが追加されまし

た。 

奉行製品上のデータ領域選択画面に、利用するデータ領域だけが表示されます。 

○[データ領域管理]-[データ領域保守]-[データ領域別利用製品制限]メニュー 
  
▼利用例  

グループ会社の中でも、グループ子会社の規模によって、システム化されていない業務（＝

奉行製品）がある場合に設定します。 

  

  

 仕訳伝票リストを出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合で

も、すべての集計の終了を待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるよう

になりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニューで仕訳伝票リストを出力する際、今までは、すべ

ての集計が終了するまで、仕訳伝票の集計結果を確認できませんでした。 

今回から、集計の終了した明細から順次、画面に表示されるため、仕訳伝票リストを効率

よく確認できるようになりました。 

※元帳については、すでにこの機能が追加されていますが、仕訳伝票リストなど、明細を出力する

他のメニューについても機能が追加されました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[消費税申告]-[税区分明細表]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

データ領域管理 

仕訳処理 
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   元帳の集計（画面・印刷・転送すべて）のパフォーマンスが向上しました。 

  

[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニューで、取引先元帳や外貨別元帳、部門を個別に表示する

場合のような、マスターと勘定科目を組み合わせるケースで、パフォーマンスが向上しま

した。 

「指定された日付範囲に明細がある場合だけ出力する」際に、次の科目を検索するパフォ

ーマンスが向上しています。 

※外貨別元帳は、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

  

   配賦を実行する前の確認リストの印刷で、２ページ以降にも科目名を印字するこ

とで、配賦結果が確認しやすくなりました。 

  

配賦リスト（基準確認・結果確認）で、２ページ以降にも科目を印字すると、どの科目の

配賦金額が把握しやすくなります。 

※[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページで設定 

  

▼イメージ図  

 
  

なお、科目をすべてのページに印字する場合は、別途、[印刷設定]ページで各情報の列の

間隔を狭く補正することで、確認しやすいリストになり、印刷枚数も抑えられます。 

会計帳票 

配賦処理 
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以下の機能も追加されています。 

○合計の表示 

○金額が０の勘定科目・補助科目の表示 

※[条件設定]画面の[詳細条件]ページで設定 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー 

  

  

 法人税電子申告の添付書類「財務諸表(XBRL)」データの連動で、ファイルを作成

せずに、直接、『申告奉行[法人税・地方税編]』で受け入られるようになりまし

た。 

  

『申告奉行[法人税・地方税編]』と連動する場合、[決算処理]-[決算報告書]-[電子申

告]-[電子申告データ作成[財務諸表]]メニューで作成した電子申告データ「財務諸表

(XBRL)」を、受け入れる方法が２通りになりました。 
  
・直接、『申告奉行[法人税・地方税編]』で受け入れる 

・ファイルを作成してから、『申告奉行[法人税・地方税編]』で受け入れる ※今まではこ

の方法 

  
『申告奉行[法人税・地方税編]』が、当システムと同じコンピュータにセットアップされ
ている場合は、「直接受入」を選択します。異なるコンピュータの場合は、「ファイル受
入」を選択します。 

  

  

 外部システムで作成された仕訳伝票の汎用データを受け入れる場合など、伝票日

付が同じ伝票を１枚の仕訳伝票にまとめることができます。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニューか

ら、外部システムで１伝票１明細で作成された仕訳伝票データを受け入れる場合など、伝

票日付が同じ伝票を１枚の仕訳伝票にまとめることができます。 

※１伝票あたり、最大9,999明細までまとめます。   

※[仕訳伝票データ受入]メニューの[拡張項目]ページで設定できます。 

  

なお、１枚の伝票にまとめることで、一度に大量のデータを受け入れる際に、その時間を

短縮する効果もあります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニュ

ー 

※このメニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

  

決算処理 

随時処理 
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 外部システムで作成された仕訳伝票の汎用データなど、摘要の文字数が上限（40

文字）を超えている際に、摘要を加工してその仕訳伝票を受け入れることができ

ます。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー

で、今までは、摘要の文字数の上限（40文字）を超えている場合、必ず未受入になってい

ましたが、今後は、摘要を加工して受け入れられるようになりました。 

  

摘要文字をすべて受け入れるか、上限を超えた文字（41文字以降）を切り捨てて受け入れ

るかを選択できます。 

※[仕訳伝票データ受入]メニューの[拡張項目]ページで設定できます。 

  

外部システムで作成された、仕訳伝票の汎用データを受け入れる場合などに有効です。外

部システム側で別途、摘要の文字数を当システムに合わせる必要はありません。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニュ

ー 

※このメニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

 仕訳伝票の汎用データを、複数の目的で、定期的に作成している場合に、異なる

出力条件をパターン化できます。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー

で、仕訳伝票の汎用データを、以下のような複数の目的で、定期的に作成している場合

に、それぞれパターンとして登録すると、有効です。 
  

・仕訳伝票データを外部システムで使用する 

・仕訳伝票のチェックや分析用に、データを加工して２次利用する 

  

※詳細は、操作説明の「出力条件パターンの利用方法」参照 

  

 仕訳伝票の汎用データを、複数の外部システムから、定期的に受け入れている場

合に、異なる受入条件をパターン化できます。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー

で、仕訳伝票の汎用データを、「経費精算システム」「販売管理システム」といった複数

の外部システムから、定期的に作成している場合に、受入条件が異なるときは、それぞれ

パターンとして登録すると有効です。 
  

・「経費精算システム」と「販売管理システム」で、受入データ形式が異なる 

・販売管理システムの仕訳伝票データは、同じ日付の伝票を１枚にまとめて受け入れる 

  

※詳細は、操作説明の「受入条件パターンの利用方法」参照 

  

  

  

8 / 10



  

  

   『建設奉行21』対応のソリューションと連携が可能になりました。 
  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー

で、建設奉行21形式の汎用データを作成できるようになりました。 

※奉行21シリーズの「他ソフト編集」形式と同じ項目レイアウトで出力できます。 

  

また、[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニ

ューで、『建設奉行21』のソリューション製品で作成した仕訳伝票のデータを受け入れで

きるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[奉行間連動]-[連動データ受入]-[仕訳伝票受入]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニ

ュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニ

ュー 

※[自動実行管理]の各メニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できま

す。 

  

   『申告奉行[法人税・地方税編]』での税金のシミュレーション用に、「四半期」

「月次」のデータを連動できるようになりました。 

  

[申告奉行データ作成]メニューで、今までは、税務申告として必要な「確定」「中間」だ

けの連動でしたが、「四半期」「月次」での税金のシミュレーション用の連動もできま

す。 

  

  

   プロジェクトマスターを、他の業務システムとスケジュールを組んで自動連携する

ことで、業務効率を高められます。 

    ＜『勘定奉行Ｖ ERP8』の『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行プロジェクトデータ受入]メニ

ューで、他の業務システムから、スケジュールを組んで自動連携することで、業務効率を

高められます。 

また、今までは、手動でのファイル連携でしたが、 [自動実行管理]-[条件設定]-[汎用デ

ータ作成]-[自動実行プロジェクトデータ作成]メニューで、別のサーバーコンピュータ上

の『固定資産奉行Ｖ』とも、プロジェクトを、スケジュールを組んで自動連携できるの

で、業務効率を改善できます。 

  

  

  

  

  

  

その他の変更情報 
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   元帳の集計（画面・印刷・転送すべて）のパフォーマンスが向上しました。 
  

勘定奉行側と同様、取引先元帳や部門を個別に表示する場合のような、マスターと勘定科

目を組み合わせるケースで、パフォーマンスが向上しました。 

「指定された日付範囲に明細がある場合だけ出力する」際に、次の科目を検索するパフォ

ーマンスが向上しています。 

  

   マウス操作でも、マスターを検索できるようになりました。 
  

今までは、[Space]キー（キーボード）での検索だけでしたが、コード入力欄に検索ボタ

ンが追加され、マウス操作でもマスターを検索できるようになりました。 

  

▼イメージ図  

 
  

財務諸表照会 Ｗｅｂオプション 
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機能アップガイド

Ver.2.01 / Ver.2.00



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【メニュー体系】   

  メニューの構成を変更しました。  4 

  【帳票全般】   

  転送のパフォーマンスが向上しました。  4 

  【導入処理】   

  [会社運用設定]メニューに、[承認設定]ページが追加されました。  4 

  勘定科目リストに、[仕訳処理]メニューで使用する勘定科目だけを印刷できるようになり

ました。 

 4 

  １科目を１行で印字することで、印刷枚数を減らすことできるようになりました。  5 

  印刷する際に、項目ごとの間隔を、お客様の見やすさに合わせて調整できるようになりま

した。 

 5 

  勘定科目リストを印刷する際に、科目区分や税区分の区分コードを除くことで、印刷枚数

を減らすことができるようになりました。 

 5 

  補助科目のコード表を印刷できるようになりました。  6 

  補助科目などのマスターのリスト印刷に、件数が印字されるようになりました。  7 

  【仕訳処理】   

  仕訳伝票リストで、伝票の途中で改ページされた場合、改ページの先頭に、伝票日付・伝

票No.を印刷できるようになりました。 

 8 

  仕訳伝票リストを印刷する際に、空白の明細行を上へ詰めるか設定できるようになりまし

た。 

10 

  専用用紙・応用用紙（標準形式）でも、伝票No.印字の有無を選択できるようになりまし

た。 

11 

  仕訳処理で、１画面に表示する明細行数を、より簡単に増やすことができるようになりま

した。 

12 

  帳簿入力の画面上段で自科目の取引先・補助科目を切り替える際に、その場で未登録の科

目を追加する操作が、簡単になりました。 

14 

 他の奉行シリーズまたは他システムで作成された仕訳伝票を受け入れる際に、「承認済

み」として、そのまま登録できるようになりました。 

15 

 仕訳伝票の承認作業を、段階的に効率よくできるようになりました。 15 

 定型仕訳のコード表を印刷できるようになりました。 15 

  [定型仕訳登録]メニューで、付箋機能を使用できるようになりました。 16 

  【会計帳票】   

 元帳を出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合でも、すべての集計の終

了を待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるようになりました。 

16 
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  【分析帳票】   

 各項目（科目区分）の帳票全体に占める割合（構成比）やその金額推移を視覚的にとらえ

られる、構成グラフのメニューが追加されました。 

16 

  【管理会計帳票】 

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

 管理会計帳票を作成する際に、奉行上のメニューではおぎないきれない計算でも、Excelの

計算式（関数）を組み込むことで、お客様独自の分析ができるようになりました。 

17 

  管理会計帳票で、科目名（行項目の名称）をバランスよく均等割り付けして出力できるよ

うになりました。 

18 

  管理会計帳票で、行項目の名称セル内側の縦罫線を出力しない設定ができるようになりま

した。 

19 

  [帳票出力設定]メニューの位置を変更しました。 19 

  帳票出力設定が印刷できるようになり、設定内容を確認しやすくなりました。 19 

  管理会計の予算額など、実際に合算する前に、合算結果の金額をシミュレーションできる

ようになりました。 

20 

  【消費税申告】   

  消費税の還付申告に関する明細書で、取引先マスターを検索して、取引先情報（氏名・住

所）を入力できるようになりました。 

20 

 科目別課税対象額集計表などの消費税管理資料で、未承認・未転記の伝票を集計できるよ

うになりました。 

20 

  【決算処理】   

  決算報告書の印刷形式「勘定式」と「二期間」で共通だった、見出し項目設定や要約設定

を､それぞれ個別の設定で印刷できるようになりました。 

21 

  [期末残高繰越]画面で、「繰越利益剰余金科目・消費税科目」の繰越残高の算出方法を確

認できるようになりました。 

22 

  １つも部門が登録されていない場合は、取引先など、マスターごとに繰越利益剰余金を繰

り越さず、全社の金額として繰り越されるようになりました。 

22 

  【随時処理】   

 他の奉行シリーズまたは他システムで作成された仕訳伝票の伝票No.を、当システムで手入

力した仕訳伝票の伝票No.とは分けて、付番管理できるようになりました。 

23 

  勘定科目マスターの項目「使用」の名称を、「使用区分」に変更しました。 23 

  [消費税一括自動計算]メニューで、特定の仕訳明細の消費税を、一括で自動計算できるよ

うになりました。 

23 

  [税区分一括変更]メニューで、税区分に加えて、特定の仕訳明細の事業区分を一括で変更

できるようになりました。 

24 

 データ領域合算で、合算時に設定した勘定科目の関連付けを、前回情報として保持できる

ようになりました。 

24 
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  【その他の変更情報】   

  登録したスケジュールが正しく実行されるかを、事前に確認できるようになりました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

24 

  Windowsの[スタート]ボタンからの、ヘルプ等の起動方法が変更になりました。 25 

 【奉行クラウドオプション】   

 本社の経理責任者が、一括で拠点の管理をできるようになりました。 26  

 拠点内に所属する利用者を組織単位で設定することで、『OBC Management Studio』で一元

管理ができるようになりました。 

＜『OBC Management Studio』をお使いの場合＞ 

26 

3 / 26



  

  

  

   メニューの構成を変更しました。 

  

＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

  

  

   転送のパフォーマンスが向上しました。 

  

複数の部門個別の集計など、マスター別に連続して転送する場合に、パフォーマンスが向上し

ました。 

例えば、科目別推移表（[科目別推移表]）のように、「前部門」「次部門」の集計ができる帳

票でパフォーマンスが向上しています。 

  

  

   [会社運用設定]メニューに、[承認設定]ページが追加されました。 

  

[会社運用設定]メニューに[承認設定]ページが追加され、[伝票設定]ページから承認に関する

設定を移動しました。 

  

   勘定科目リストに、[仕訳処理]メニューで使用する勘定科目だけを印刷できるように

なりました。 

  

勘定科目リストを印刷する際に、今までは、未使用の勘定科目（[勘定科目登録]画面の[基本]

ページで「未使用にする」にチェックを付けた科目）も印刷されていましたが、実際に、[仕

訳処理]メニューで使用する勘定科目だけを印刷できるようになりました。 

[勘定科目登録 - 印刷条件設定]画面の[基本設定]ページで、「未使用の科目を含める」のチ

ェックを外すと、未使用の勘定科目を除いて印刷できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュー

で利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

メニュー体系 

変更前 変更後 

[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[帳票

出力設定]メニュー 

[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出

力設定]-[帳票出力設定]メニュー 

帳票全般 

導入処理 

4 / 26



   １科目を１行で印字することで、印刷枚数を減らすことできるようになりました。 

  

今までのコードと名称の２段印字ではなく、１科目を１行で印字することで、印刷枚数を減ら

すことできるようになりました。 

[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページの印刷段数で、「１段」を選択すると、１科目が１行

で印字されます。 

  

▼イメージ図  

  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[補助科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[科目体系登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[管理会計科目登録]メニュー 

※このメニューは、『管理会計オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[出力様式登録]メニュー 

  

   印刷する際に、項目ごとの間隔を、お客様の見やすさに合わせて調整できるようにな

りました。 

  

項目ごとの間隔を、お客様の見やすさに合わせて調整して印刷できるようになりました。 

調整することで、印刷枚数を減らすこともできます。 

※間隔補正値は、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[補助科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[科目体系登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[管理会計科目登録]メニュー 

※このメニューは、『管理会計オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[出力様式登録]メニュー 

  

   勘定科目リストを印刷する際に、科目区分や税区分の区分コードを除くことで、印刷

枚数を減らすことができるようになりました。 

  

勘定科目リストを印刷する際に、科目区分や税区分（事業区分）の区分コードを除いて、科目

コードなど、必要なコードだけを印字することで、印刷枚数を減らすことができるようになり

ました。 

[勘定科目登録 - 印刷条件設定]画面の[基本設定]ページで、「コードを印刷する」にチェッ

クを付けて、「勘定科目コードだけを印刷する」を選択すると、区分コードを除いて印刷され

ます。 
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   補助科目のコード表を印刷できるようになりました。 

  

補助科目のコード表（「補助科目のコード・名称」「勘定科目ごとの補助科目の件数」だけの

一覧表）を印刷できるようになりました。 

[補助科目登録 - 印刷条件設定]画面の[基本設定]ページの印刷形式で、「コードリスト」を

選択すると、補助科目のコード表を印刷できます。 

  

▼イメージ図  
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   補助科目などのマスターのリスト印刷に、件数が印字されるようになりました。 

  

[導入処理]-[部門登録]-[部門登録]メニューの「部門リスト」や、[導入処理]-[科目体系登

録]-[補助科目登録]メニューの「補助科目リスト」に、件数が印字されるようになりました。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[取引先登録]-[取引先一括登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメント１／２]メニュー 

・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト一括登録]メ

ニュー 

・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[サブプロジェクト登録]-[サブプロジェクト登

録]メニュー 

・[導入処理]-[外貨登録]-[外貨登録]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 
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   仕訳伝票リストで、伝票の途中で改ページされた場合、改ページの先頭に、伝票日

付・伝票No.を印刷できるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニューの仕訳伝票リストで、１つの伝票が複数のページにま

たがる場合に、そのつながりがわかるよう、改ページ後の先頭に伝票日付・伝票No.を出力で

きるようになりました。 

枝番がついているため、連続性もわかります。 
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▼イメージ図  
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高一括振替]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[為替換算]-[為替換算]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[資産]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期首仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期末仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦]メニュー 

   

  仕訳伝票リストを印刷する際に、空白の明細行を上へ詰めるか設定できるようになりまし

た。 

  

仕訳伝票リスト（応用用紙）を印刷する際に、行の途中の空白の明細行について、そのまま空

けて出力するか、上へ詰めて出力するかを設定できるようになりました。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]-[月次仮締め後変更レポート]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後変更レポート]-[仕訳伝票変更レポート]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 
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   専用用紙・応用用紙（標準形式）でも、伝票No.印字の有無を選択できるようになりま

した。 

  

今までは、応用用紙（簡易形式）の場合だけ、伝票No.印字の有無を選択できましたが、専用

用紙・応用用紙（標準形式）でも、選択できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 
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   仕訳処理で、１画面に表示する明細行数を、より簡単に増やすことができるようにな

りました。 

  

今まで、明細行の高さを変更する場合は、[仕訳処理 - 設定]画面の[表示設定]ページで設定

していましたが、直接、画面右上の  アイコンから設定できるようになりました。 

より簡単に、１画面に表示する明細行数を増やすことができるようになりました。 

※今までは、利用者ごとにすべてのメニューで共通の設定でした。今回から、パソコンごとにメニューそ

れぞれの設定になりました。 

今まで、[仕訳処理 - 設定]画面で設定を変更していた場合は、再設定してください。 

  

▼イメージ図  

 
※この画面は、[仕訳処理]メニューの画面です。 

※解像度など環境や、明細上入力するマスター種類の数によって、画面に表示する明細行数

は異なります。 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]-[月次仮締め後変更レポート]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票決算仮締め後修正]

メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 
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   帳簿入力の画面上段で自科目の取引先・補助科目を切り替える際に、その場で未登録

の科目を追加する操作が、簡単になりました。 

  

今までは、帳簿入力の画面上段で自科目の取引先・補助科目（部門・勘定科目など）を切り替

える際に、未登録の科目を追加する場合は、一度、メニュー選択画面へ戻り、マスターを登録

するメニューを、別途、開く必要がありました。 

今後は、科目欄にカーソルが入ると、マスターを登録するためのファンクションボタンが表示

されるようになり、効率よく帳簿入力を続けられます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[元帳入力]メニュー 
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 他の奉行シリーズまたは他システムで作成された仕訳伝票を受け入れる際に、「承認

済み」として、そのまま登録できるようになりました。 

  

[会社運用設定]メニューの[承認設定]ページの承認の業務別管理で、承認機能の利用を、業務

別に管理できるようになりました。 

  

例えば、勘定奉行内で手入力する仕訳伝票については、承認を必要とするのに対し、『商蔵奉

行』『償却奉行／固定資産奉行』などの奉行シリーズで作成された仕訳伝票については、その

システム側で承認済みで内容の正当性が保証されているので、「承認済み」としてそのまま勘

定奉行に受け入れることができます。 

  

なお、「汎用データ受入（仕訳伝票データ受入）」についても別に管理できます。 

  

 仕訳伝票の承認作業を、段階的に効率よくできるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューで、承認の際、今までは、仕訳明細のす

べての情報が表示されていましたので、承認する伝票の大枠での確認ができませんでした。 

今回からは、伝票日付・伝票No.・伝票金額・摘要など、伝票の基本的な情報だけの簡易画面

も選択できるようになり、最初に大枠を把握した後、必要に応じて、伝票の詳細を確認しなが

ら承認できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

 定型仕訳のコード表を印刷できるようになりました。 

  

定型仕訳のコード表（「定型仕訳のコード・名称」だけの一覧表）を印刷できるようになりま

した。 

[定型仕訳登録 - 印刷条件設定]画面の[基本設定]ページの印刷形式で、「コードリスト」を

選択すると、定型仕訳のコード表を印刷できます。 

  

▼イメージ図  
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   [定型仕訳登録]メニューで、付箋機能を使用できるようになりました。 

  

仕訳処理と同様、[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニューの定型仕訳に対して

も、付箋を貼れるようになりました。 

仕訳伝票入力時に、その定型仕訳を呼び出した際には、その付箋も付いて表示されます。 

また、貼った付箋をキーに検索もできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[定型仕訳データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[定型仕訳データ受入]メニュー 

  

  

 元帳を出力する際に、仕訳伝票が非常に多く登録されている場合でも、すべての集計

の終了を待たずに、すぐに画面で明細を確認し始められるようになりました。 

  

[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニューで元帳を出力する際、今までは、すべての集計が終了する

まで、元帳の集計結果を確認できませんでした。 

今回から、集計の終了した明細から順次、画面に表示されるため、元帳を効率よく確認できる

ようになりました。 

  

  

 各項目（科目区分）の帳票全体に占める割合（構成比）やその金額推移を視覚的にと

らえられる、構成グラフのメニューが追加されました。 

[分析帳票]-[構成グラフ]-[構成グラフ]メニューの構成グラフでは、貸借対照表・損益計算書

などの帳票ごとに、各項目（科目区分）の構成比やその金額推移を、グラフにして表示しま

す。 

帳票全体に占める割合や推移の概要を視覚的にとらえることができるため、概要把握を容易に

できます。 

  

必要に応じて、[分析帳票]-[構成グラフ]-[構成グラフ項目設定]メニューで、構成グラフの色

を変更したり、項目を追加することもできます。 
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分析帳票 
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＜『管理会計オプション』をお使いの場合＞ 

 管理会計帳票を作成する際に、奉行上のメニューではおぎないきれない計算でも、

Excelの計算式（関数）を組み込むことで、お客様独自の分析ができるようになりまし

た。 

  

管理会計帳票（[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計分析表]メニュー・[管理会計

帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計集計表]メニュー・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出

力]-[管理会計推移表]メニュー）を作成する際に、奉行上のメニューではおぎないきれない計

算でも、[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出力設定]-[Excel計算式設定]メニュー

で、Excelの計算式（関数）を組み込むことで、お客様独自の分析ができるようになりまし

た。 

組み込んだ計算式（関数）は、管理会計帳票をExcelへ出力する際はもちろんのこと、印刷す

る際にも反映されます。 

※Excelの計算式（関数）の設定イメージは、操作説明の[Excel計算式設定]メニューの「活

用例」をご参照ください。 
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   管理会計帳票で、科目名（行項目の名称）をバランスよく均等割り付けして出力でき

るようになりました。 

  

管理会計帳票で、科目名（行項目の名称）の全体の長さをそろえて、均等割付して出力できる

ようになりました。 

[条件設定]画面の[出力設定]ページで、「均等割付する」のチェックを付けると、均等割付さ

れます。 

  

▼イメージ図  

 
  

また、管理会計帳票を印刷する際は、指定した文字数の幅で、均等割付することもできます。 

[印刷条件設定]画面の[詳細設定]ページで、「文字数を指定して均等割付する」を選択する

と、割付時の文字数の幅を設定できます。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計分析表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計集計表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計推移表]メニュー 
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   管理会計帳票で、行項目の名称セル内側の縦罫線を出力しない設定ができるようにな

りました。 

  

管理会計帳票で、行項目の名称セル内側の縦罫線が不要な場合は、出力しないよう設定できる

ようになりました。 

[条件設定]画面の[出力設定]ページで、「縦罫線を出力する」のチェックを外すと、行項目の

名称セル内側の縦罫線は出力されません。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計分析表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計集計表]メニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[管理会計推移表]メニュー 

  

   [帳票出力設定]メニューの位置を変更しました。 

  

[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]メニューの階層の下に、[帳票出力設定]メニューを配置

することで、帳票の出力結果を確認後に、続けて、出力設定を変更しやすくなります。 

  

   帳票出力設定が印刷できるようになり、設定内容を確認しやすくなりました。 

  

[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出力設定]-[帳票出力設定]メニューと[帳票レイア

ウト設定]の各メニューで、印刷機能が追加され、設定内容を確認しやすくなりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計帳票出力]-[帳票出力設定]-[帳票出力設定]メニュー 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[行項目設定]-[行項目レイアウト設定]メニュ

ー 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[列項目設定]-[列項目登録]メニュー 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[列項目設定]-[列項目レイアウト設定]メニュ

ー 

・[管理会計帳票]-[帳票レイアウト設定]-[列項目設定]-[構成比登録]メニュー 
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   管理会計の予算額など、実際に合算する前に、合算結果の金額をシミュレーションで

きるようになりました。 

  

個々の部門の管理会計予算額などを、部門グループの予算に合算する際に、事前に、合算結果

の金額をシミュレーションすることで、合算条件が適切であることを確認できるようになりま

した。 

[条件設定]画面の［実行前確認］ボタンをクリックし、グループごとの合算金額が正しいこと

を、印刷して確認できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[管理会計帳票]-[管理会計金額入力]-[管理会計予算額入力]-[管理会計予算額合算]メ

ニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計金額入力]-[管理会計実績額入力]-[管理会計実績額合算]メ

ニュー 

・[管理会計帳票]-[管理会計金額入力]-[非会計情報入力]-[非会計情報合算]メニュー 

  

  

   消費税の還付申告に関する明細書で、取引先マスターを検索して、取引先情報（氏

名・住所）を入力できるようになりました。 

  

[消費税申告]-[消費税申告]メニューの[消費税の還付申告に関する明細書]画面で、取引先情

報（氏名・住所）を入力時に、取引先マスターを検索できるようになりました。 

検索することで、登録済みの取引先情報を活用できるようになりました。 

  

 科目別課税対象額集計表などの消費税管理資料で、未承認・未転記の伝票を集計でき

るようになりました。 

  

[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニューなどの消費税管理資料で、未承認・未転記

の伝票を集計することで、伝票確定前に、消費税内容の確認・訂正ができるようになりまし

た。 

  

※事前に、[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ページで「0：未承認・未転記の仕訳を集計する」に設

定します。 

消費税管理資料の各メニューの[条件設定]画面の[条件設定]ページで、「未承認仕訳・未転記仕訳を含

めて集計する」チェックボックスにチェックを入れると、集計できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニュー 

・[消費税申告]-[税区分明細表]メニュー 
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   決算報告書の印刷形式「勘定式」と「二期間」で共通だった、見出し項目設定や要約

設定を､それぞれ個別の設定で印刷できるようになりました。 

  

今までは、見出し項目設定と要約設定は、「勘定式」と「二期間」で共通の設定でしたが、そ

れぞれ個別の設定で印刷できるようになり、設定の手間がなくなります。 

  

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書見出し項目設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書要約科目設定]-[要約設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書要約科目設定]-[要約科目表示設定]メニュー 
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   [期末残高繰越]画面で、「繰越利益剰余金科目・消費税科目」の繰越残高の算出方法

を確認できるようになりました。 

  

[期末残高繰越 - 詳細設定]画面で設定した、「繰越利益剰余金科目・消費税科目」の繰越残

高の算出方法が、[期末残高繰越]画面で明示的になり、確認できるようになりました。 

  

▼イメージ図  

 
  

   １つも部門が登録されていない場合は、取引先など、マスターごとに繰越利益剰余金

を繰り越さず、全社の金額として繰り越されるようになりました。 

  

部門が登録されていない場合は、「繰越利益剰余金」科目は部門ごとに繰り越されないため、

取引先などの他のマスターごとにも繰り越さず、全社の金額として繰り越されます。 

取引先などのマスター（取引先・セグメント１・セグメント２・プロジェクト・サブプロジェ

クト）の繰越利益剰余金は、「0：その他」に集約されます。 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に設定できます。 
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 他の奉行シリーズまたは他システムで作成された仕訳伝票の伝票No.を、当システムで

手入力した仕訳伝票の伝票No.とは分けて、付番管理できるようになりました。 

  

[会計期間設定]メニューの[伝票設定]ページの付番伝票で、伝票No.を、業務別に付番管理で

きるようになりました。 

  

例えば、勘定奉行内で手入力した仕訳伝票については、伝票No.を月ごとに自動付番していて

も、『商蔵奉行』『償却奉行／固定資産奉行』などの奉行シリーズで付番した伝票No.をその

まま勘定奉行に受け入れることができるため、伝票No.をもとに受入元のシステム側のデータ

と突き合わせる際に有効です。 

  

また、『商蔵奉行』は何番台、『償却奉行／固定資産奉行』は何番台、と業務別に付番管理す

ることもできます。 

  

なお、「汎用データ受入（仕訳伝票データ受入）」についても別に管理できます。 

  

さらに、上記の付番管理のほか、[会計期間設定]メニューの[伝票設定]ページの重複チェック

伝票で、伝票No.の重複チェックについても、業務別に管理できます。 

例えば、勘定奉行内で手入力する仕訳伝票だけ重複していないかチェックして誤入力を防ぐと

ともに、『商蔵奉行』『償却奉行／固定資産奉行』などで作成された仕訳伝票の伝票No.につ

いては、重複を許可し、その伝票No.での受け入れを優先させたい場合に有効です。 

  

   勘定科目マスターの項目「使用」の名称を、「使用区分」に変更しました。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[勘定科目マスター作成]メニューで作

成されるデータについて、項目名「使用」を「使用区分」に変更しました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[勘定科目マスター作成]メニュ

ー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[勘定科目マスター受入]メニュ

ー 

  

   [消費税一括自動計算]メニューで、特定の仕訳明細の消費税を、一括で自動計算でき

るようになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[消費税一括自動計算]メニュー

で、消費税を計算していない仕訳明細に対し、消費税を一括で自動計算できるようになりまし

た。 

前年度が免税業者で、今年度から課税業者になったにも関わらず、免税として消費税の自動計

算しないまま、仕訳伝票を登録していた場合などに活用します。 
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   [税区分一括変更]メニューで、税区分に加えて、特定の仕訳明細の事業区分を一括で

変更できるようになりました。 

  

以下のような場合に、[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税区分一括

変更]メニューで事業区分を一括で変更します。 

・免税業者から課税業者（簡易課税）になり、期中で、仕訳明細上の事業区分が誤っていたこ

とに気づいた場合 

・事業区分の初期設定に誤りがあることに気づかず、仕訳伝票を入力していた場合 

・他の奉行シリーズまたは他システムで作成された仕訳伝票上の事業区分に誤りがあった場合 

  

 データ領域合算で、合算時に設定した勘定科目の関連付けを、前回情報として保持で

きるようになりました。 

  

今までは、合算の都度、[データ領域合算 - コード設定]画面で、勘定科目を関連付ける必要

がありました。 

今回から、合算時に設定した勘定科目の関連付けを、前回情報として保持できるようになり、

次回以降の再設定は必要なくなります。 

  

  

   登録したスケジュールが正しく実行されるかを、事前に確認できるようになりまし

た。 

    ＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[自動実行管理]-[スケジュール登録]メニューで、登録したスケジュールが正しく実行される

かを、事前に実行して確認できるようになりました。 

[スケジュール登録]画面で今すぐ実行するスケジュールを選択し、 を押します。 
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   Windowsの[スタート]ボタンからの、ヘルプ等の起動方法が変更になりました。 
  

今までは、［スタート］ボタンをクリックし、［すべてのプログラム］-［奉行シリーズ］か

ら、ヘルプ等を起動していました。 

▼イメージ図  

 
  

今回より、［スタート］ボタンをクリックし、［すべてのプログラム］-［奉行シリーズ］-

［ツール］-［○○奉行 ツール］から、ヘルプ等を起動します。 

▼イメージ図  
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 本社の経理責任者が、一括で拠点の管理をできるようになりました。 

 拠点内に所属する利用者を組織単位で設定することで、『OBC Management Studio』で

一元管理ができるようになりました。 

＜『OBC Management Studio』をお使いの場合＞ 

  

『奉行クラウドオプション』の機能アップ内容は、以下からダウンロードできる「機能アップ

ガイド」をご参照ください。 

  

ＯＢＣ Ｎｅｔサービス（ http://www.obcnet.jp/ ）の「よくあるお問い合わせ（ＦＡＱ）」

の文書番号10322「仕訳伝票クラウドオプション for 勘定奉行シリーズのバージョンと機能追

加・改正情報の一覧」 

  

※ＯＢＣ Ｎｅｔサービスのご利用には、インターネット接続環境およびＯＢＣ Ｎｅｔサービ

スの会員登録（無料）が必要です。 

※「文書番号」で検索する場合は、「よくあるお問い合わせ（ＦＡＱ）」の[キーワードから

検索]ページで行います。 

奉行クラウドオプション 
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機能アップガイド

Ver.1.64／ Ver.1.62



  

  

  

目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

 【改正情報】   

 平成23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）に伴い、法改正対応と業務支援

機能を追加しました。 

 2 

  【メニュー体系】   

  メニューの名称を変更しました。  6 

  【導入処理】   

 プロジェクトが完成した日付と引き渡した日付を、別々に管理できるようになりました。  6 

  取引先一括登録のリスト印刷時に、「住所１」「住所２」の出力幅を調整できるようにな

りました。 

 7 

 【仕訳処理】   

 [部門別税区分表示設定]メニューで、仕訳伝票入力時に部門ごとに初期表示する税区分を

あらかじめ設定できるようになりました。 

 7 

  [帳簿入力]メニューで、自科目として扱う勘定科目が１つだけの場合は、自動的に自勘定

科目が表示されるようになりました。 

 8 

  帳簿の入力画面で、定型仕訳の検索機能が向上しました。  8 

  新規にデータ領域を作成した場合に、定型仕訳の検索機能が向上しました。  8 

  【会計帳票】   

  元帳の転送パフォーマンスが向上しました。  8 

 【原価帳票】   

  [プロジェクト一覧表]の印刷で、プロジェクトの内訳の名称が、１文字下がって印刷され

見やすくなりました。 

 9 

 【随時処理】   

 [税区分一括変更]メニューで、特定の明細の税区分を一括で変更できるようになりまし

た。 

 9 

  【仕訳伝票 Webオプション】   

  「部門別の税区分初期表示」（平成23年消費税法改正に伴う業務支援機能）に対応しまし

た。 

10 
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 平成23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）に伴い、法改正対応と

業務支援機能を追加しました。 

  

平成23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）に対応しました。 

  

▼法改正のポイント  

○仕入税額控除制度における「95％ルール」適用要件の見直し 

課税売上割合が95％以上の場合に、課税仕入れ等に係る消費税額の「全額」仕入税

額控除の対象とする制度について、その課税期間の課税売上高が５億円以下の事業

者に限り、適用することとされます。 

つまり、課税売上高が５億円を超える事業者は、「全額控除」ではなく、「課税売

上割合」を乗じて計算します。 

※１ 適用時期：平成24年４月１日以降に開始する課税期間から適用 

  

○消費税申告書・付表２のレイアウト変更 

仕入税額控除制度における「95％ルール」適用要件の見直しに伴い、消費税申告

書・付表２のレイアウトが変更されます。 

  

○還付申告書への「消費税の還付申告に関する明細書」の添付義務化 

消費税の還付申告書を提出する際、「消費税の還付申告に関する明細書」（新設）

の提出が、義務付けられます。 

※２ 適用時期：平成24年４月１日以降に提出する還付申告書から適用 

  

○事業者免税点制度の適用要件の見直し 

当課税期間の基準期間※aにおける課税売上高が1,000万円以下であっても、当課税

期間の前年※bの事業年度開始の日から６ヵ月間の課税売上高が1,000万円を超えた

場合は、当課税期間においては、課税事業者となります。 

なお、課税売上高に代えて、給与等支払額の合計額により判定することもできま

す。 

例） 

当課税期間が「平成25年」の場合、※a当課税期間の基準期間は「平成23年」※

b当課税期間の前年は「平成24年」となります。 

※３ 適用時期：平成25年１月１日以降に開始する事業年度から適用 

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

改正情報 
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【法改正】 

○『仕入税額控除制度における「95％ルール」適用要件の見直し』に対応しました。 

消費税申告書・付表２のレイアウト変更にも対応しています。 

  

▼消費税申告書のイメージ  
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▼付表２のイメージ  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[消費税申告]-[消費税申告書]メニュー 

・[消費税申告]-[課税制度別納税額比較表]-[課税制度別納税額比較表]メニュー 

・[消費税申告]-[課税制度別納税額比較表]-[課税制度別納税額シミュレーション]

メニュー 

・[消費税申告]-[電子申告]-[消費税申告データ作成]メニュー 
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○還付申告書への『消費税の還付申告に関する明細書の添付義務化』に対応しました。 

新設の「消費税の還付申告に関する明細書」を印刷できます。 

  

▼消費税の還付申告に関する明細書のイメージ  

 
  

【新機能】 

平成23年度消費税法改正に伴う業務支援機能として、「部門別の税区分初期表示」「税

区分の一括変更」の新規メニューが追加されました。 

  

≪ 新規メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別税区分表示設定]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税区分一括変更]メニ

ュー 

  

仕入税額控除制度における「95％ルール」適用要件の見直しに伴い、以下の表で「必

要」に該当する場合だけ、今までに比べて、仕訳伝票入力時に税区分の切り替えが必要

になり、業務が煩雑になります。 

  

  

申告書計算方

法 

課税売上割合 課税売上高 「95％ルール」 

適用要件の見直し 

免税事業者 － － 影響なし 

簡易課税 － － 影響なし 

原則課税 課税売上割合95％

以上 

課税売上高５億円超 必 要 

課税売上高５億円以下 影響なし 

課税売上割合95％

未満 

  影響なし 
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新規メニューの[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別税区分表示設定]メニューは、そう

いった、仕訳伝票入力時の業務の煩雑さを軽減するために有効です。 

また、[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税区分一括変更]メ

ニューは、「95％ルール」の変更に伴い、特定の税区分を一括で変更する必要がある場

合に有効です。 

  

※詳細は、「[部門別税区分表示設定]メニューで、仕訳伝票入力時に部門ごとに初期表示する税

区分をあらかじめ設定できるようになりました。」 

または「[税区分一括変更]メニューで、特定の明細の税区分を一括で変更できるようになりま

した。」を参照。 

  

  

   メニューの名称を変更しました。 

  

メニューの名称を変更しました。 

  

  

  

   プロジェクトが完成した日付と引き渡した日付を、別々に管理できるようになり

ました。 

  

[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト登録]メニュ

ー・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト一括登録]

メニューの入力項目に「引渡日」が追加されました。 

これに伴い、[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー・[振替処理]-[完成

振替]-[完成一括振替]メニューで、実行時に、プロジェクトの完成日・引渡日を更新する

かを選択できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メ

ニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[プロジェクトデータ作成]メ

ニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[プロジェクトデータ受入]メ

ニュー 

  

  

  

  

  

  

  

メニュー体系 

変更前 変更後 

[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ処理設定] 

-[会社銀行口座登録]メニュー 

[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ処理設定] 

-[会社銀行口座登録 [ＦＢ]]メニュー 

導入処理 
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  [取引先一括登録]メニューの印刷時に、「住所１」「住所２」の出力幅を調整でき

るようになりました。 

  

[導入処理]-[取引先登録]-[取引先一括登録]メニューの印刷補正値に、「住所１」「住所

２」の幅が追加されました。 

項目の幅を補正することで、１ページ当たりの項目の出力数を調整できるようになりまし

た。 

お客様の見やすさに合わせて調整できます。 

※項目の幅の設定は、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

  

 [部門別税区分表示設定]メニューで、仕訳伝票入力時に部門ごとに初期表示する

税区分をあらかじめ設定できるようになりました。 

  

一般的に、費用などの科目の税区分は、部門ごとの活動内容によって、ある程度確定する

ケースがあります。 

[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別税区分表示設定]メニューで、部門ごとに初期表示す

る税区分をあらかじめ設定しておくと、仕訳伝票入力時の補助機能として、部門に応じて

税区分が初期表示されるので、日々の入力業務の煩雑さを軽減できます。 

活用例） 

水道光熱費                 税区分   

●管理部門の存在する事業所の水道光熱費 →「共通売上分課税仕入」 

●営業部門だけの事業所の水道光熱費   →「課税売上分課税仕入」 

  

※当システムでは、仕訳伝票入力時に初期表示する税区分を設定できますが、勘定科目の特性によ

り、補助科目別または部門別に設定することが適切なケースがあります。 

いずれのケースに当てはまるか、操作説明の「初期表示する税区分の運用・設定方法」でご確認

の上、該当のメニューで初期表示する税区分を設定してください。 

※平成23年度消費税法改正に伴う機能アップ内容です。平成23年度消費税法改正の詳細は、「平成

23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）に伴い、法改正対応と業務支援機能を追加

しました。」をご確認ください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

仕訳処理 
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   [帳簿入力]メニューで、自科目として扱う勘定科目が１つだけの場合は、自動的

に自勘定科目が表示されるようになりました。 

  

[導入処理]-[会計期間設定]-[システム科目設定]メニューの[帳簿科目設定]ページで、自

科目として扱う勘定科目が１つだけ設定している場合は、入力時に、自動的に自勘定科目

が表示されるようになりました。 

また、１つも部門が登録されていない場合、かつ自勘定科目に、補助科目が登録されてい

ない場合は、[帳簿入力]メニューを起動すると伝票日付にカーソルが入り、すぐに取引入

力ができ効率的になりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

  

   帳簿の入力画面で、定型仕訳の検索機能が向上しました。 

  

定型仕訳を検索すると、開いている帳簿入力メニューで利用できる定型仕訳だけが一覧表

示され、その中から選択できるようになります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[元帳入力]メニュー 

  

   新規にデータ領域を作成した場合に、定型仕訳の検索機能が向上しました。 

  

今まで、初期登録されていた定型仕訳コードは数字でしたが、新規にデータ領域を作成し

た場合は、定型仕訳の名称が英字で表示されるようになりました。 

これにより、定型仕訳の名称で検索をできるので、より効率的に伝票を入力できるように

なりました。 

※この変更は、新規にデータ領域を作成した段階で反映されます。すでに運用中のデータ

領域には影響しません。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[仕訳帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[元帳入力]メニュー 

  

  

   元帳の転送パフォーマンスが向上しました。 
  

複数の勘定科目を連続して転送する場合や、複数の部門別元帳を連続して転送する場合

に、パフォーマンスが向上しました。 

  

  

会計帳票 

8 / 10



  

  

   [プロジェクト一覧表]の印刷で、プロジェクトの内訳の名称が、１文字下がって

印刷され見やすくなりました。 

  

[プロジェクト一覧表]メニューの[条件設定]画面で、以下のように設定されているとき、

プロジェクトの内訳の名称が、１文字下がって印刷されるようになりました。 

  

・集計対象「プロジェクト区分」 

・以下の項目にチェックを付ける 

 「プロジェクト区分内のプロジェクトを表示する」 

  「親プロジェクトにまとめて集計する」 

  「内訳表示する」 

  

▼イメージ図  

 
  

  

 [税区分一括変更]メニューで、特定の明細の税区分を一括で変更できるようにな

りました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[税区分一括変更]メニューで

は、税区分を一括変更する前に、対象となる明細を確認し、その中から特定の明細だけを

指定して一括変更することができます。 

例えば、部門ごとの活動内容によって税区分を管理することになった場合に、[仕訳処理]

メニューで１明細ごとに修正せず、部門ごとに、特定の明細の税区分を一括で変更するこ

とができます。 

活用例） 

月次・決算時など、変更したい期間に応じて一括で税区分を変更します。 

  

※平成23年度消費税法改正に伴う機能アップ内容です。平成23年度消費税法改正の詳細は、「平成

23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）に伴い、法改正対応と業務支援機能を追加

しました。」をご確認ください。 

  

  

  

原価帳票 

随時処理 
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  「部門別の税区分初期表示」（平成23年消費税法改正に伴う業務支援機能）に対応

しました。 

  

勘定奉行側に、平成23年度消費税法改正に伴う業務支援機能として、「部門別の税区分初

期表示」の新規メニューが追加されました。 

  

勘定奉行側で、部門ごとに初期表示する税区分をあらかじめ設定しておくと、仕訳伝票入

力時の補助機能として、部門に応じて税区分が初期表示されるので、日々の入力業務の煩

雑さを軽減できます。 

  

※平成23年度消費税法改正の詳細は、「平成23年度消費税法改正（平成24年４月１日以降に適用）

に伴い、法改正対応と業務支援機能を追加しました。」をご確認ください。 

仕訳伝票Ｗｅｂオプション 
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機能アップガイド

Ver.1.61



  

  

  

目次 

  【消費税申告】   

  科目別課税対象額集計表で、差し引き消費税の根拠となる仮払消費税・仮受消費税の金額を

確認しやすくなりました。 

 2 
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   科目別課税対象額集計表で、差し引き消費税の根拠となる仮払消費税・仮受消費税の金額を確認しやすくな

りました。 

  

[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニューに、以下の行が追加されました。 

差し引き消費税の根拠となる仮払消費税・仮受消費税の合計額の内訳表示により、検算に利用できます。 

  

○「合計」行 

消費税額の確認において、勘定科目ごとの検算の前に、その総合計額での検算ができるようになりました。 

従来の仮払消費税・仮受消費税の合計額の表示に加え、「課税取引額」の合計額も表示されるようになり、売上・売

却の科目だけ、または仕入・費用の科目だけなど、 [科目別課税対象額集計表 - 条件設定]画面の[基本条件]ページ

で集計対象にする勘定科目を絞り込むことで、消費税額を検算しやすくなりました。（①） 

検算した結果、さらに確認が必要な場合は、勘定科目ごとの課税取引額・消費税額（仮払消費税・仮受消費税）を確

認して、原因を追跡できます。（②） 

  

 
  

○「消費税計」の「対象外(課税対象外)」分と「課税」分の分類 

○「課税」分の内訳ごとの「課税取引額」  

消費税額を検算するのに有効な金額が表示されます。 

「対象外(課税対象外)」行には、仕訳伝票上、「00：対象外」など課税対象外の税区分を指定している仮払消費税・

仮受消費税の金額が集計され、中間申告や確定申告時の消費税の精算仕訳が正しく計上されているかを確認できま

す。（下図の赤色の枠） 

また、課税取引額が、税率および取引の種類ごと（売上/売却・仕入/購入/費用・返還など）に集計されるようにな

り、消費税額の内訳を、課税取引額からも検算できるようになりました。（下図の青色の枠） 

  

 
  

消費税申告 
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【メニュー体系】   

  メニューの名称および構成を変更しました。  4 

  【画面表示全般】   

  現在作業している会社名および会計年度が、常に画面上に表示されるようになりました。  5 

  【帳票全般】   

 管理会計用に仮想組織で管理帳票を作成したり、会計期間中の組織改編に対応できるよう

になりました。 

 5 

 取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に分類したり、その関連グループ会社単位にま

とめて集計できるようになりました。 

 6 

 仕訳伝票リストを印刷する際に、明細行の高さを補正することで、１ページ当たりの印刷

行数を増やせるようになりました。 

 7 

 グラフと帳票を１枚にあわせて印刷できるようになりました。  8 

  【導入処理】   

  グループに属している部門やセグメントも削除できるようになりました。  9 

  グループマスターの件数が表示され、グループの総件数を確認できるようになりました。  9 

  [取引先登録]メニューで、印刷時に、取引先コードの範囲指定ができるようになりまし

た。 

10 

 複数の取引先を一覧形式で入力できるようになり、同じ設定や内容を一括で変更できるよ

うになりました。 

10 

  [勘定科目登録]メニューで、定型仕訳で使用している勘定科目でも、削除および「未使

用」に変更できるようになりました。 

10 

  [プロジェクト一括登録]メニューで、効率的に一括入力できるように、プロジェクトデー

タの画面表示方法や印刷機能が改善されました。 

11 

  ○常に表示する項目を設定できるようになりました。 11 

  ○有効なプロジェクトだけを初期表示できるようになりました。 11 

 ○印刷時に、プロジェクト名などの項目の列幅を指定することで、１ページ内に印字でき

る項目を、調整できるようになりました。 

12 

  【仕訳処理】   

 「簡易形式」の仕訳伝票リストでも、プロジェクト・サブプロジェクト・セグメントの情

報を確認できるようになりました。 

13 

 「簡易形式」の仕訳伝票リストを印刷する際に、科目などの文字を大きく調整し、見やす

くできます。また、印刷方向が「縦形式」の場合でも、摘要40文字をすべて印刷できるよ

うになりました。 

13 

  [帳簿入力]メニューで、「0：その他」のサブマスターは、コードと名称を空欄で表示・印

刷するように変更しました。 

13 

 [汎用データ受入]メニューで受け入れた伝票など、外部のシステムですでに承認済みで、

正当性が保証されている伝票を、簡易的に承認できるようになりました。 

14 
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  [仕訳伝票承認]メニューで、承認後の取り消し伝票（反対仕訳）を簡単に判別するための

［反仕］マークが表示されるようになりました。 

14 

  [仕訳伝票承認]メニューなどで、処理中に経過件数を確認できるようになりました。 14 

 [自己承認伝票確認リスト]メニューで、承認済みの伝票の中から、登録者と承認者が同一

である伝票（自己承認伝票）だけを、一覧で確認できるようになりました。 

15 

 [伝票No.欠番確認リスト]メニューで、伝票No.の欠番を一覧で確認できるようになりまし

た。 

15 

 [消費税手入力確認リスト]メニューで、仮払消費税・仮受消費税の金額を手入力した仕訳

明細だけを、一覧で確認できるようになりました。 

15 

  定型仕訳が、初期登録されるようになりました。 16 

  【会計帳票】   

 [元帳]メニューで、消費税情報（税区分・事業区分・税率）を、金額欄ではなく「科目名

欄」に印刷できるようになりました。 

16 

  [元帳パターン登録]メニューで、勘定科目を複数指定する際に、[勘定科目検索]画面から

一度に複数選択できるようになりました。 

18 

  [部門内訳表]メニューで、集計部門の個別指定に加えて、範囲指定して集計できるように

なりました。 

18 

 [取引先内訳表]メニューで、すべての取引先集計に加えて、取引先を個別指定して集計で

きるようになりました。 

18 

 [現預金内訳表]メニューで、勘定科目だけを表示するように、補助科目の内訳表示の選択

ができるようになりました。 

19 

  【原価帳票】   

  原価報告書において、原価管理項目の補助科目内訳の金額まで、出力できるようになりま

した。 

19 

 [プロジェクト一覧表]メニューで、部門グループの内訳部門別に個別集計できるようにな

りました。 

20 

  【配賦処理】   

  配賦する際に、関連グループ会社だけで配賦元の金額を絞り込めるようになりました。 20 

  [部門実績一括配賦]メニューで、複数の配賦を一括で実行できるようになりました。 20 

  [部門実績配賦履歴]メニューで、部門実績配賦の履歴を確認できるようになりました。 21 

  【消費税申告】   

  電子申告の手続き前に、[電子申告]メニューを擬似的に操作して確認できるようになりま

した。 

21 

  [消費税申告書]メニューで消費税申告書を印刷する際に、関与税理士の「事務所名」「税

理士名」の印字の有無を個々に設定できるようになり、自署する場合などに「税理士名」

だけを印字しないようにできます。 

22 

 [科目別課税対象額集計表]メニューで、税率ごとの内訳に加え、取引の種類ごとの内訳金

額（売上/売却・仕入/購入/費用・返還など）を、個々に確認できるようになりました。 

23 

  [税務代理権限証書]メニューで、「年月日」の項目は未入力でも登録できるようになりま

した。 

23 
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  【決算処理】   

 株主資本等変動計算書の「横様式（一段表示）」「横様式（二段表示）」の印刷で、フォ

ントサイズ、間隔補正値を設定することで、１ページ内に均等に印刷できるようになりま

した。 

24 

  【随時処理】   

  取引先を分類するための属性（取引先区分）を転送・受入できるようになりました。 24 

  マスターデータの上書き受入の際に、受入処理のパフォーマンスを改善しました。 25 

  汎用データの受け入れにおいて、テキストファイル内の「改行コード」と「最終行」の判

定の精度を高めました。 

25 

 申告奉行[法人税・地方税編]に連動可能なファイルを作成するメニューが追加されまし

た。 

25 

  連結決算会計システム『DivaSystem』または『STRAVIS』に連携する場合に、内部取引金額

の相殺データの連携に際して、自社グループ内の取引先だけに絞り込めるようになりまし

た。 

26 

  連結決算会計システム『STRAVIS』に連携する場合に、月次での連携をはじめ、より運用に

即した連携データを作成できるようになりました。 

26 

  連結決算会計システム『連結大王SUMMIT』の後継商品『BTrex』との連携に対応しました。 26 

  [仕訳伝票一括削除]メニューなどで、処理中に経過件数を確認できるようになりました。 26 

  仕訳伝票を一括削除する前に、「対象伝票件数」と「合計金額」を確認できるようになり

ました。 

26 

  【その他の変更情報】   

  『自動実行管理オプション』で利用しているサービス名を変更しました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

27 

  スケジュール完了通知メールの暗号化（SSL）に対応しました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

27 

  自動実行完了通知メールに、「パターン名」も明示されるようになりました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

28 

  【財務諸表照会 Webオプション】   

  管理会計用に仮想組織で管理帳票を作成したり、会計期間中の組織改編に対応できるよう

になりました。 

28 

  取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に分類したり、その関連グループ会社単位にま

とめて集計できるようになりました。 

29 
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   メニューの名称および構成を変更しました。 

  

メニューの名称を変更しました。 

  

  

メニューの構成を変更しました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

メニュー体系 

変更前 変更後 

[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門配賦設

定] 

       -[部門配賦パターン登録]メニュー 

       -[部門別配賦基準登録]メニュー 

       -[実績配賦基準科目登録]メニュー 

[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配

賦設定] 

       -[部門実績配賦パターン登録]メニ

ュー 

       -[部門別配賦基準登録]メニュー 

       -[実績配賦基準科目登録]メニュー 

[随時処理]-[奉行連動データ作成] 

    -[内訳書／概況書データ作成]メニ

ュー 

[随時処理]-[奉行連動データ作成] 

    -[申告奉行データ作成]メニュー 

変更前 変更後 

[導入処理]-[取引先登録]メニュー [導入処理]-[取引先登録]-[取引先登録]メ

ニュー 

※[取引先一括登録]メニュー・[取引先区分

登録]メニューの追加に伴う変更。 
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   現在作業している会社名および会計年度が、常に画面上に表示されるようになり

ました。 

  

現在作業している会社名および会計年度が、常に画面上で確認できるようになりました。 

これにより、決算期の変わり目など、現在作業している会計年度に誤りがないかを簡単に

確認できます。 

また、会社名を常に確認できるので、シェアードサービスでの運用など、グループ企業の

データ領域を複数管理しているような場合にも有効です。 

▼イメージ図  

  

  

 管理会計用に仮想組織で管理帳票を作成したり、会計期間中の組織改編に対応で

きるようになりました。 

  

部門グループは、通常、標準の組織体系を１つ管理しますが、以下のように、別途、用途

ごとに部門グループ体系を分けて、複数の組織体系パターンを管理できるようになりまし

た。 

  

▼管理会計用に、別途仮想組織を分けて管理する場合の例  

画面表示全般 

帳票全般 
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▼会計期間中に組織改編に対応する場合の例  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・部門グループ単位で集計できる帳票メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[為替換算]-[為替換算]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニューなど 

・[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー 

・[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成／受入]-[マスターデータ作成／受入]-[部門グループ

データ作成／受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成／受入]-[配賦基準データ受入]-[間接費配賦条件パタ

ーンデータ作成／受入]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[部門グループデータ一

括削除]メニュー 

  

 取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に分類したり、その関連グループ会社

単位にまとめて集計できるようになりました。 

  

[導入処理]-[取引先登録]-[取引先区分登録]メニューが新規に追加され、取引先を分類す

るための属性（取引先区分）を付加できるようになりました。 

取引先区分を追加して、[導入処理]-[取引先登録]-[取引先登録]メニューの[区分]ページ

で、取引先にその属性を付加することで、以下のような分類ごとの集計や、確認ができま

す。 

  

・自社の子会社や関連会社などの内部取引先と、外部取引先を区分けする 

・外部取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に区分けする 

・外部取引先を、関連グループ会社単位でまとめる 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[取引先登録]の各メニュー 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先内訳表]メニュー 
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・[会計帳票]-[集計表]-[外貨内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[外貨集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[一覧表]-[取引先一覧表]メニュー 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メ

ニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[取引先別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[取引先別対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[ＡＢＣ分析]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]メニュー 

・[随時処理]-[他システム連携]メニュー 

  

 仕訳伝票リストを印刷する際に、明細行の高さを補正することで、１ページ当た

りの印刷行数を増やせるようになりました。 

  

仕訳伝票をリスト形式で印刷する際に、明細行の高さを補正することで、１ページ当たり

の印刷行数を調整できるようになりました。 

お客様の見やすさに合わせて調整できます。 

※明細行の高さは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

※会計帳票や決算報告書など、他の帳票については、すでに行の高さを補正できる機能が追加され

ていますが、仕訳伝票リストについても機能が追加されました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高一括振替]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[為替換算]-[為替換算]メニュー  

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー  

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[仕訳帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]-[月次仮締め]メニュー  

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー  

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後変更レポート]-[仕訳伝票変更レポート]メニュ

ー  

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー  

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[資産]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー  

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期首仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期末仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー  

・[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦]メニュー  

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー  

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー  
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 グラフと帳票を１枚にあわせて印刷できるようになりました。 
  

[予算管理]-[予算実績対比表]の各帳票メニューに、グラフ作成の機能が追加されまし

た。 

あわせて、推移表や対比表など、すでにグラフを作成できるメニューにおいても、グラフ

とその金額推移を、同時に確認できるようになりました。 

印刷時に、グラフだけの印刷か、グラフ・帳票印刷を一緒に印刷するかを選択します。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]の各帳票メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]の各帳票メニュー 

・[分析帳票]-[損益分岐点分析]-[損益分岐点分析]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]の各帳票メニュー 
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   グループに属している部門やセグメントも削除できるようになりました。 

  

今まで、グループに属している部門やセグメントを削除する際は、事前に、グループから

解除する必要がありました。 

今後は、部門やセグメントを削除する際に、あわせてグループから解除する旨のメッセー

ジが表示され、そのまま削除できます。（事前に、グループから削除する必要がなくなり

ました。） 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[部門登録]-[部門登録]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[部門データ一括削除]メ

ニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメント登録]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[セグメントデータ一括

削除]メニュー 

※セグメント系メニューは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用でき

ます。 

  

   グループマスターの件数が表示され、グループの総件数を確認できるようになり

ました。 

  

画面右上にグループマスターの件数が表示され、グループの総件数を確認できるようにな

りました。 

▼イメージ図  

 
≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメントグループ登録]メニュー 

※このメニューは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

導入処理 
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   [取引先登録]メニューで、印刷時に、取引先コードの範囲指定ができるようにな

りました。 

  

[導入処理]-[取引先登録]-[取引先登録]メニューで、取引先リスト（台帳形式）を印刷す

る際に、取引先コードの範囲指定ができるようになりました。新しく追加した取引先や修

正した取引先だけのリストを印刷する際に便利です。 

  

 複数の取引先を一覧形式で入力できるようになり、同じ設定や内容を一括で変更

できるようになりました。 

  

[導入処理]-[取引先登録]-[取引先一括登録]メニューが新規に追加され、複数の取引先を

一覧形式で入力・登録できるようになりました。複数の取引先の特定の項目を一括で入

力・修正する場合などに利用します。 

例えば、複数の取引先に対して同じ設定や内容を登録する一括変更機能や、すでに入力・

設定済みの内容を一括でクリアする機能を利用することで、効率的に登録できます。 

▼イメージ図  

 
  

また、取引先情報の印刷は、[導入処理]-[取引先登録]-[取引先登録]メニューで印刷する

今までの台帳形式に加えて、当メニューにて一覧形式で印刷できるようになりました。 

  

   [勘定科目登録]メニューで、定型仕訳で使用している勘定科目でも、削除および

「未使用」に変更できるようになりました。 

  

今まで、定型仕訳を使用している勘定科目を削除する際は、事前に、その定型仕訳を削除

する必要がありました。 

今後は、勘定科目を削除または「未使用」に変更する際に、定型仕訳もあわせて削除する

旨のメッセージが、表示され、そのまま削除できます。 
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 [プロジェクト一括登録]メニューで、効率的に一括入力できるように、プロジェ

クトデータの画面表示方法や印刷機能が改善されました。 

  

[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト一括登録]メニ

ューで、プロジェクトデータの画面表示方法や印刷機能を改善し、見易さ、操作性が向上

しました。 

 〇 常に表示する項目を設定できるようになりました。  
スクロールの固定位置を設定することで、「完成日付」などを常に画面表示し確認しな

がら、他の項目を登録できます。 

▼「完成区分」項目と「完成日」項目を常に表示する場合の例  

 
  

 〇 有効なプロジェクトだけを初期表示できるようになりました。  

登録済みのプロジェクトの中から、今期で有効なプロジェクトだけを初期表示するよう

になりました。 
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 〇 印刷時に、プロジェクト名などの項目の列幅を指定することで、１ページ内に印字でき

る項目を、調整できるようになりました。  

▼イメージ図  
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 「簡易形式」の仕訳伝票リストでも、プロジェクト・サブプロジェクト・セグメ

ントの情報を確認できるようになりました。 

  

「簡易形式」の仕訳伝票リストでも、プロジェクト・サブプロジェクト・セグメントの情

報を確認できるようになりました。 

今まで、プロジェクト・サブプロジェクト・セグメントの情報を確認できたのは、「標準

形式」での印刷だけでしたが、今後は、「簡易形式」でも確認できます。 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

  

 「簡易形式」の仕訳伝票リストを印刷する際に、科目などの文字を大きく調整

し、見やすくできます。また、印刷方向が「縦形式」の場合でも、摘要40文字を

すべて印刷できるようになりました。 

  

「簡易形式」の仕訳伝票リストを印刷する際に、科目や部門などの各マスター、摘要のフ

ォントサイズを変更できるようになりました。お客様の見やすさに合わせて調整できま

す。 

また、印刷方向が「縦形式」の場合でも、摘要のフォントサイズを「５」に設定すること

で、摘要40文字をすべて印刷できます。 

  

以下の項目印字の有無も、設定できるようになりました。 

プロジェクト・サブプロジェクト・セグメント１・セグメント２ 

  

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

  

   [帳簿入力]メニューで、「0：その他」のサブマスターは、コードと名称を空欄で

表示・印刷するように変更しました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューと同様に、[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー

でも、「0：その他」のサブマスター（取引先、セグメント、プロジェクト、サブプロジ

ェクト）のコードと名称は空欄で表示・印刷するようになりました。 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 
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 [汎用データ受入]メニューで受け入れた伝票など、外部のシステムですでに承認

済みで、正当性が保証されている伝票を、簡易的に承認できるようになりまし

た。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューに、今までの、伝票内容を画面で確

認後に承認を個別に付与する方法のほかに、承認を一括で付与できる機能が追加されまし

た。 

主に、[汎用データ受入]メニューで受け入れた伝票など、外部のシステムですでに承認済

みで、正当性が保証されている伝票に対して処理を行うときに有効です。 

また、承認を一括で付与する際、処理前に、参考情報として「対象伝票件数」と「合計金

額」を確認できるため、例えば、[汎用データ受入]メニューで受け入れた情報との突き合

わせに利用できます。 

  

   [仕訳伝票承認]メニューで、承認後の取り消し伝票（反対仕訳）を簡単に判別す

るための［反仕］マークが表示されるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューの[仕訳伝票承認]画面上、取り消し

伝票（反対仕訳として登録された伝票）には、［反仕］マークが表示されるようになりま

した。その伝票を選択して （［Ｆ９］キー）を押すと、反対仕訳の作成元の

仕訳伝票を確認できます。 

［反仕］マークは、承認時の細かい確認作業を省略できるかの目安にするなど、承認作業

をスムーズに行う上で活用できます。 

  

   [仕訳伝票承認]メニューなどで、処理中に経過件数を確認できるようになりまし

た。 

  

以下のメニューで、処理中の経過件数が、実行中のメッセージに表示されるようになりま

した。 

進捗過程の確認、どれくらいで処理が完了するかの目安になります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニュー 
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 [自己承認伝票確認リスト]メニューで、承認済みの伝票の中から、登録者と承認

者が同一である伝票（自己承認伝票）だけを、一覧で確認できるようになりまし

た。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[自己承認伝票確認リスト]メニューが追加され

ました。 

承認済みの伝票の中から、登録者と承認者が同一である伝票（自己承認伝票）だけを、一

覧で確認できます。 

経営責任者や監査人などが、不正のリスクの高い自己承認伝票をチェックする場合に活用

できます。 

  

なお、表示形式として「簡易表示」を選択すると、伝票日付や伝票No.などの伝票の基本

的な情報が一覧表示されるため、まずは、該当する伝票の全体を把握できます。 

その後、「詳細表示」を選択し、仕訳明細の内容を細かく確認するなど、段階的な確認も

できます。 

  

自己承認伝票を最終的にチェックするのではなく、完全に、自己承認自体を制限すること

もできます。 

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ページの「自己承認の許

可」で制限することで、仕訳伝票を登録または修正した本人は、その伝票を承認・転記で

きなくなります。 

  

 [伝票No.欠番確認リスト]メニューで、伝票No.の欠番を一覧で確認できるように

なりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[伝票No.欠番確認リスト]メニューが追加され

ました。 

[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間設定]メニューの[伝票設定]ページの「付番方法」

や「付番基準」に応じて、伝票No.の欠番を一覧で確認できます。 

伝票No.の欠番が発生している場合に、それが入力漏れによるものなのか、伝票の修正・

削除によるものなのかを確認できます。修正・削除による欠番の場合には、その処理日時

（処理アカウント）などの参考情報も出力されるため、内容確認する際に有効です。 

  

 [消費税手入力確認リスト]メニューで、仮払消費税・仮受消費税の金額を手入力

した仕訳明細だけを、一覧で確認できるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票入力内容チェック]-[消費税手入力確認リスト]メニューが追加され

ました。 

以下のような、仮払消費税・仮受消費税の金額を手入力した仕訳明細だけを、一覧で確認

できます。 

○自動計算された消費税金額を手修正している場合 

○仮払消費税科目・仮受消費税科目を直接計上している場合 

該当の仕訳明細だけを一覧で確認できるため、消費税金額の計上の誤りをチェックする際

に有効です。 
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   定型仕訳が、初期登録されるようになりました。 

  

今まで、必要な定型仕訳を一から作成する必要がありましたが、あらかじめ、毎月発生す

る仕訳や頻繁に使用する仕訳が初期登録されるようになりました。 

初期登録されている定型仕訳の内容を必要に応じて変更し、仕訳伝票を登録する際に利用

できます。 

※この変更は、新規にデータ領域を作成した段階から反映されます。すでに運用中のデー

タ領域には影響しません。 

  

なお、初期登録されている定型仕訳が不要な場合は、[随時処理]-[データ一括変更]-[仕

訳伝票データ一括変更]-[定型仕訳一括削除]メニューで削除します。 

  

  

 [元帳]メニューで、消費税情報（税区分・事業区分・税率）を、金額欄ではなく

「科目名欄」に印刷できるようになりました。 

  

元帳を表示・印刷する際や、帳簿を印刷する際に、消費税情報（税区分・事業区分・税

率）を「金額欄」ではなく「科目名欄」に出力できるようになりました。 

  

元帳を表示・印刷する場合は、[条件設定]画面の[基本条件]ページ（拡張形式の[条件設

定]画面の場合は、[詳細条件]ページ）で、「表示設定」の「税区分・事業区分・税率を

金額欄に表示する」のチェックを外します。 

帳簿を印刷する場合は、[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページで、「表示設定」の「税

区分・事業区分・税率を金額欄に表示する」のチェックを外します。 

▼イメージ図  

○「金額欄」に出力する場合 
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○「明細欄」に出力する場合 

 
≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[元帳入力]メニュー 
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   [元帳パターン登録]メニューで、勘定科目を複数指定する際に、[勘定科目検索]

画面から一度に複数選択できるようになりました。 

  

今まで、[補助科目検索]画面では、一度に複数の補助科目を選択できていましたが、勘定

科目についても同じように、[勘定科目検索]画面から一度に複数の勘定科目を選択できる

ようになりました。 

▼イメージ図  

 
  

   [部門内訳表]メニューで、集計部門の個別指定に加えて、範囲指定して集計でき

るようになりました。 

  

[会計帳票]-[内訳表]-[部門内訳表]メニューで、複数の部門の内訳を確認する場合は、今

まで、複数の部門を個別に指定するか、検索画面から指定するだけでしたが、部門コード

を範囲指定できるようになり、指定しやすくなりました。 

また、[基本条件２]ページで、部門を指定していましたが、[基本条件]ページで指定する

ようになりました。 

  

 [取引先内訳表]メニューで、すべての取引先集計に加えて、取引先を個別指定し

て集計できるようになりました。 
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[会計帳票]-[内訳表]-[取引先内訳表]メニューで、すべての取引先集計に加えて、取引先

を個別指定して集計できるようになりました。 

以下の例のように、目的にあわせて分類したまとまりで、集計できるようになりました。 

  

【例】 

・自社の子会社や関連会社などの内部取引先と、外部取引先を区分けする場合 

・外部取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に区分けする場合 

  

 [現預金内訳表]メニューで、勘定科目だけを表示するように、補助科目の内訳表

示の選択ができるようになりました。 

  

[会計帳票]-[内訳表]-[現預金内訳表]メニューで、今までは金額が発生している補助科目

は必ず出力されていましたが、補助科目を表示するかどうか選択できるようになり、勘定

科目だけの表示が可能になりました。 

  

  

 原価報告書において、原価管理項目の補助科目内訳の金額まで、出力できるよう

になりました。 

  

今までは、原価管理項目レベルまでしか出力できませんでしたが、原価管理体系で表示す

る場合、補助科目の内訳金額も確認できるようになりました。 

▼イメージ図  

 
  

原価帳票 

19 / 29



≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門別原価報告書]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニュー 

  

 [プロジェクト一覧表]メニューで、部門グループの内訳部門別に個別集計できる

ようになりました。 

  

[プロジェクト一覧表]メニューで、部門グループ単位での集計に加えて、部門グループの

内訳部門別に個別集計できるようになりました。 

[プロジェクト一覧表 - 条件設定]画面の[詳細条件１]ページの「グループ内の部門を個

別表示する」にチェックを付けると、内訳部門別に個別集計できます。 

▼イメージ図  

 
  

  

   配賦する際に、関連グループ会社だけで配賦元の金額を絞り込めるようになりま

した。 

  

[導入処理]-[取引先登録]-[取引先区分登録]メニューで設定した取引先区分を使用して、

取引先を関連グループ会社単位でまとめておくと、配賦元の金額を関連グループ会社だけ

の金額を絞り込めるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニューなど 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニューなど 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニューなど 

・[随時処理]-[汎用データ作成／受入]-[配賦基準データ受入]-[間接費配賦条件パタ

ーンデータ作成／受入]メニュー 

  

   [部門実績一括配賦]メニューで、複数の配賦を一括で実行できるようになりまし

た。 

  

共通部門の実績金額を、複数回、他の部門に配賦する場合に、今までは複数の配賦パター

ンを手動で順番に実行していました。 

今後は、前準備として、[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績一括配賦設定]-[部門実績

配賦条件パターン登録]メニュー・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績一括配賦設定]-

[部門実績一括配賦フロー登録]メニューであらかじめ設定することで、[配賦処理]-[部門

実績配賦]-[部門実績一括配賦]メニューで複数の配賦を一括で実行できます。 

仕訳伝票の承認機能を利用していない場合は、多段階配賦を一括で実行する際にも有効で

す。 

  

  

配賦処理 
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   [部門実績配賦履歴]メニューで、部門実績配賦の履歴を確認できるようになりま

した。 

  

[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦履歴]メニューが追加され、[配賦処理]-[部門

実績配賦]-[部門実績配賦]メニューまたは、[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績一括

配賦]メニューで実行した、部門実績配賦の履歴を確認できます。 

  

  

 電子申告の手続き前に、[電子申告]メニューを擬似的に操作して確認できるよう

になりました。 

  

電子申告の手続きをしなくても、『国税受付システム（ｅ-Ｔａｘ）』にログインしたイ

メージ（オフライン）で、[電子申告]メニューを擬似的に操作して確認できるようになり

ました。 

※すべての操作はオフラインで実行されるため、実際に電子申告されることは一切ありませ

ん。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

消費税申告 
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   [消費税申告書]メニューで消費税申告書を印刷する際に、関与税理士の「事務所

名」「税理士名」の印字の有無を個々に設定できるようになり、自署する場合な

どに「税理士名」だけを印字しないようにできます。 

  

今までは、[消費税申告]-[消費税申告書]メニューで消費税申告書を印刷すると、[導入処

理]-[消費税基本登録]-[消費税基本登録]メニューの[関与税理士設定]ページで登録して

いる関与税理士の「事務所名」「税理士名」の両方が必ず印字されていました。 

今後は、自署する場合などに「税理士名」だけを印字しないことや、「事務署名」は印字

せずに「税理士名」だけを印字できるようになりました。 

※関与税理士の「事務所名」と「税理士名」を印字する箇所は、イメージ図をご参照ください。 

▼イメージ図  
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 [科目別課税対象額集計表]メニューで、税率ごとの内訳に加え、取引の種類ごと

の内訳金額（売上/売却・仕入/購入/費用・返還など）を、個々に確認できるよう

になりました。 

  

[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニューで、今までは、売上・仕入や返還など

が混在していた場合に、「売上・仕入」「返還」それぞれの金額を確認できず、勘定科目

単位での金額だけしか確認できませんでした。 

今後は、[条件設定]画面の[詳細条件]ページの「税率等の内訳を個別表示する」にチェッ

クを付けることで、取引の種類ごとの内訳金額を個々に確認できるようになりました。 

  

   [税務代理権限証書]メニューで、「年月日」の項目は未入力でも登録できるよう

になりました。 

  

税務代理権限証書の「委任年月日」の日にちを、後で手書きするために、未入力でも登録

できるようにしました。（他の「年月日」の項目も、未入力で登録できるようになりまし

た。） 
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 株主資本等変動計算書の「横様式（一段表示）」「横様式（二段表示）」の印刷

で、フォントサイズ、間隔補正値を設定することで、１ページ内に均等に印刷で

きるようになりました。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、株主資本等変動計算書「横様式（一

段表示）」「横様式（二段表示）」を印刷する際に、フォントサイズや間隔補正値を設定

できるようになりました。 

今までは、勘定科目数が少ない場合は、金額列の幅が固定であったため、左寄りに印刷さ

れました。金額列幅を設定することにより、１ページ内に均等に印刷できるようになりま

した。 

▼イメージ図  

 

  

   取引先を分類するための属性（取引先区分）を転送・受入できるようになりまし

た。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[取引先区分データ作成]メニュ

ー・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[取引先区分データ受入]メニ

ューが追加され、取引先を分類するための属性（取引先区分）を転送・受入できるように

なりました。 

  

また、[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[取引先区分データ作成]メ

ニュー・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[取引先区分データ受入]

メニューで、取引先データを転送・受入する際に、取引先を分類するための属性（取引先

区分）も、あわせて転送・受入できるようになりました。 

決算処理 

随時処理 
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   マスターデータの上書き受入の際に、受入処理のパフォーマンスを改善しまし

た。 

  

[マスターデータ受入]の各メニューで、すでに登録済みのマスターと同じ設定のデータを

受け入れた場合（受入項目すべてで変更点がない場合）は、受入処理のパフォーマンスを

改善しました。 

その際は、マスター項目は何も変更されないため、変更履歴情報も保存しません。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]の各メニュー 

  

 汎用データの受け入れにおいて、テキストファイル内の「改行コード」と「最終

行」の判定の精度を高めました。 

  

汎用データのテキストファイルを受け入れる際に、１行データの区切りである「改行コー

ド」について、今までは「CR＋LF」だけを「改行」と認識していましたが、「CR」または

「LF」だけの場合でも改行と認識するようになりました。 

また、テキストファイルの最終行が「Tab」または「スペース」だけの場合に、今までは

データ行と認識して未受入データにしていましたが、データ行とは認識せずに未受入デー

タに含めないようになりました。 

  

 申告奉行[法人税・地方税編]の別表とデータ連動ができるようになり、業務が効

率化されます。 

  

申告奉行[法人税・地方税編]の別表へ、データ連動ができるようになりました。 

  

▼合計残高試算表の金額  

・別表一(一) 売上金額 

・別表四   当期利益又は当期欠損の額 

・別表五(一) 利益準備金、別途積立金などの各種積立金、資本金、資本準備金 

・別表六(一) 預貯金の利子 

・別表十五  交際費の支出額 

  

▼取引先内訳表・補助科目内訳表の金額  

・別表六(一) 受取配当金の銘柄、収入金額 

・別表八(一) 配当を受ける法人名又は銘柄、受取配当の額 

・第六号様式別表五の四 借入先、支払利子額、貸付先、受取利子額 

  

会計システムから申告書作成システムへデータ連動することで、一連の業務の効率化と共

に、入力ミスを低減します。 

  

[内訳書／概況書データ作成]メニューが[随時処理]-[奉行連動データ作成]-[申告奉行デ

ータ作成]メニューにメニュー名が変更になり、当メニューで、申告奉行[法人税・地方税

編]と申告奉行[内訳書・概況書編]の両方の連動データを作成（ファイル連動）できま

す。 

※申告奉行の[奉行連動データ受入]メニューから、「直接連動」もできます。 
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   連結決算会計システム『DivaSystem』または『STRAVIS』に連携する場合に、内部

取引金額の相殺データの連携に際して、自社グループ内の取引先だけに絞り込め

るようになりました。 

  

[随時処理]-[他システム連携]メニューで、『DivaSystem』または『STRAVIS』に連携する

場合に、今までは、すべての取引先のデータを連携していましたが、自社グループ内の取

引先だけに絞り込めるようになったため、連結決算システム側で区別する業務が必要なく

なります。 

  

   連結決算会計システム『STRAVIS』に連携する場合に、月次での連携をはじめ、よ

り運用に即した連携データを作成できるようになりました。 

  

[随時処理]-[他システム連携]メニューで、『STRAVIS』に連携する場合に、月次での連

携、セグメント内訳の連携を強化しました。 

また、入力必須項目の軽減や、出力ファイルの選択など、必要な連携データだけを出力で

きるようになりました。 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

   連結決算会計システム『連結大王SUMMIT』の後継商品『BTrex』との連携に対応し

ました。 

  

連結決算会計システム『連結大王SUMMIT』の後継商品『BTrex』に対応しました。[随時処

理]-[他システム連携]メニューで、連携先として『BTrex / 連結大王SUMMIT』を選択しま

す。 

  

   [仕訳伝票一括削除]メニューなどで、処理中に経過件数を確認できるようになり

ました。 

  

以下のメニューで、処理中の経過件数が、実行中のメッセージに表示されるようになりま

した。 

進捗過程の確認、どれくらいで処理が完了するかの目安になります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[伝票No.再付番]メニュ

ー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニ

ュー 

  

   仕訳伝票を一括削除する前に、「対象伝票件数」と「合計金額」を確認できるよ

うになりました。 

  

[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー

で仕訳伝票を一括削除する際、処理前に、対象伝票件数と合計金額を確認できるようにな

りました。 

処理を実行しようとしている伝票の範囲に誤りがないか、最終確認できます。 
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   『自動実行管理オプション』で利用しているサービス名を変更しました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

『自動実行管理オプション』で利用しているWindowsサービスは、今まで製品ごとに異な

ったサービス名「OBC AutoExec AC（Single）Service」でしたが、今回より製品共通のサ

ービス名「OBC Management（Single）Service」に変更されました。 

  

これにより、複数の奉行製品で『自動実行管理オプション』をお使いの場合で、ネットワ

ーク上の共有フォルダにバックアップや汎用データの作成・受入などを行う場合に、製品

ごとのサービスそれぞれに対して、ログオンアカウントを設定する必要がなくなりまし

た。 

「OBC Management（Single）Service」に対してだけ、ログオンアカウントを設定するよ

うになります。 

  

  

   スケジュール完了通知メールの暗号化（SSL）に対応しました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

メールサーバーによっては、メールの内容を暗号化（SSL）しないと送信できませんが、

その場合は「暗号化する」を設定すると、送信できるようになります。 

[管理ツール]-[メールサーバー設定]メニューの[詳細設定]ページの「暗号化接続

（SSL）」で設定します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の変更情報 

 

すでに、今までのサービス「OBC AutoExec AC（Single）Service」に個別のログオンア

カウントを設定済みの場合は、今回のプログラムをセットアップした後に、新しいサー

ビス「OBC Management（Single）Service」に対して再設定してください。 
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   自動実行完了通知メールに、「パターン名」も明示されるようになりました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュ

ー・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニ

ュー・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行取引先データ受入]メニ

ューの自動実行完了通知メールに、「パターン名」と「パターンコード」も明示されるた

め、実行内容の詳細が把握しやすくなります。 

▼イメージ図  

 
  

  

   管理会計用に仮想組織で管理帳票を作成したり、会計期間中の組織改編に対応で

きるようになりました。 

  

部門グループは、通常、標準の組織体系を１つ管理しますが、勘定奉行側で、別途、用途

ごとに部門グループ体系を分けて、複数の組織体系パターンを管理できるようになりまし

た。 

部門グループ体系を複数管理している場合、各帳票や金額入力メニューの集計条件指定

で、部門グループコードを入力する際に、「区分種別」を指定し、組織体系パターンを切

り分けます。 

元帳または合計残高試算表を照会する際に条件を設定する画面の、[詳細条件]ページで指

定できます。 

  

  

  

  

  

  

財務諸表照会 Webオプション 
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   取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に分類したり、その関連グループ会社

単位にまとめて集計できるようになりました。 

  

勘定奉行側に[取引先区分登録]メニューが新規に追加され、取引先を分類するための属性

（取引先区分）を付加できるようになりました。 

取引先区分を追加して、取引先にその属性を付加することで、分類ごとの集計を容易に

し、自社グループ内取引だけの集計や、外部取引先をそのグループ企業ごとに集約した実

績確認などを実現します。 

  

・自社の子会社や関連会社などの内部取引先と、外部取引先を区分けする 

・外部取引先を、重要取引先とそれ以外の取引先に区分けする 

・外部取引先を、関連グループ会社単位でまとめる 

  

取引先区分は、元帳を照会する際に条件を設定する画面の、[取引先]ページで指定できま

す。 

  

  

  

29 / 29



機能アップガイド
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【改正情報】   

 企業会計基準第6号「株主資本等変動計算書に関する会計基準」の改正に対応しました。  5 

  【帳票全般】   

  部門コードの範囲指定を行えるようになり、複数部門の集計が容易になりました。  5 

  勘定科目コード、科目区分コードの出力の有無をそれぞれ分けて設定できるようになりま

した。 

 6 

  条件設定画面で日付指定する際に、月末日付が自動的に表示されるようになりました。  6 

  転送の際に、画面表示と同じ項目を選択せずに転送できるようになりました。  7 

  【グループ企業管理】 

＜『勘定奉行ＶGroup Management Edition』をお使いの場合＞ 

  

 勘定科目の3つの属性に関してマスタ配信できるようになりました。  7 

 グループ企業合算処理のパフォーマンスが向上しました。  7 

  【データ領域管理】   

  [データ領域選択]メニューからも、会計期間を切り替えられるようになりました。  8 

  【導入処理】   

  [勘定科目検索]画面と[補助科目検索]画面でタイトルをクリックすると、自動的にコード

順に表示されるようになりました。 

 8 

  [勘定科目検索]画面の「標準形式」でも帳票ごとに勘定科目を絞り込むことができるよう

になりました。 

 9 

  印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるようになりました。  9 

  親プロジェクト、プロジェクト区分が一致するプロジェクトだけを検索できるようになり

ました。 

10 

  【仕訳処理】   

  仕訳処理画面の見易さと、入力の操作性が向上しました。 10 

 ○表示する明細行数を調整することで、多くの行数を表示できるようになりました。 10 

  ○画面下の更新履歴を隠すことで、表示する明細行数を増やすことができるようになりま

した。 

11 

 ○伝票部門や伝票区分について、前回指定した項目が記憶できるようになり、部門や利用

者ごとに固定されている場合は、効率良く入力できるようになりました。 

11 

  ○明細行に背景色を設定することで、行と行の区切りをより明確にできるようになりまし

た。 

11 

  ○コクヨ式の場合に、借方の金額欄から入力できるようになりました。 11 

  ○伝票日付入力時に、画面下部のステータスバーに入力可能期間を表示し、常に入力期間

を把握できるようになりました。 

12 

  ○消費税率を非表示にすることで、補助科目名称の表示文字数を増やすことができるよう

になりました。 

12 

  ○簡単に、複数の摘要を組み合わせて入力できるようになりました。 12 
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  ○[摘 要]（Ｆ７キー）を押した後に、[連想摘要一覧]画面ではなく、[摘要一覧]画面が表

示されるようになりました。 

12 

  ○摘要名の折り返し位置が入力時と確定後の表示時と一致するようになりました。 13 

  ○摘要入力済みの明細行で、再度摘要を検索した際に、入力済みの摘要を削除してから摘

要を追加できるようになりました。 

13 

  ○定型仕訳の検索画面でも、前回指定項目を初期選択して表示できるようになりました。 13 

  ○固定部門の入力時に未入力のまま確定した際に、「０：その他」部門を自動でセットす

るようになりました。 

13 

  ○仕訳伝票の承認画面で「コクヨ形式」で表示できるようになりました。 13 

 反対仕訳の一括起票ができるようになりました。 13 

  日々の仕訳のチェック作業時の操作性が向上しました。 13 

 ○本日分の伝票を検索し易くなりました。 14 

 ○仕訳伝票リスト表示後に、伝票の頭出しができるようになりました。 14 

  ○明細行数が多い仕訳伝票を参照する場合に、ヘッダー情報（伝票日付や伝票No.など）を

固定表示し、対象伝票を特定・把握できるようになりました。 

14 

  ○登録後に、一度も修正していない伝票だけを絞り込めるようになりました。 15 

 営業日を考慮した仕訳起票スケジュールを管理できるようになりました。 15 

 仕訳伝票の専用用紙印刷で、コード桁数設定に応じてコードの印字幅が調整され、できる

だけ科目名が多く印字されるようになりました。 

15 

  金額０円の明細が登録できないように制限できるようになりました。 15 

  応用用紙で仕訳伝票リストを印刷する際に、印刷開始ページ番号を指定して印刷できるよ

うになりました。 

16 

  誤って２度受け入れてしまった場合など、一度受け入れたＦＢデータを削除できるように

なりました。 

16 

  ＦＢデータの処理状況を確認できるようになりました。 16 

  ＦＢデータの変換ルールを一括変更・削除できるメニューが追加されました。 16 

  【会計帳票】   

  試算表の印刷条件の拡充により、詳細項目を確認できるようになり、また無駄な印刷も軽

減できるようになりました。 

16 

 ○現預金内訳や棚卸資産内訳など特定の科目区分の内訳を、貸借対照表の右下に印字でき

るようになりました。 

17 

 ○損益計算書と製造原価報告書をページを切り替えずに一枚に印刷できるようになりまし

た。 

17 

 ○金額の発生の有無に関わらず、毎月同じレイアウトで印刷できるようになりました。 18 

 元帳の検索条件を拡充し、元帳を効率良くチェックできるようになりました。 18 

  元帳の印刷条件の拡充により、見易さが向上し、また無駄な印刷も軽減できるようになり

ました。 

19 

 ○本体金額と消費税金額の印字位置（上段か下段か）を選択して出力できるようになりま

した。 

19 

 ○明細の発生していない月の月計を非表示にし、不要な情報を省くことができるようにな

りました。 

19 

  ○累計行の印字位置（左寄せか右寄せか）を選択して出力できるようになりました。 20 

  ○タイトル部分の勘定科目名を均等割り付け印刷機能が追加されました。 20 
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  ○余白部分に罫線を印字し、どのページでも同じデザインで元帳を印刷できるようになり

ました。 

21 

  ○「０：その他」の付属マスターを非表示できる機能が追加されました。 21 

  ○奉行21シリーズと同様の伝票日付の印字形式（年月日の区切り「／」なし）で印刷でき

るようになりました。 

21 

  ○伝票No.の印字の有無が設定できます。 22 

 元帳の集計パフォーマンスが向上しました。 22 

  元帳で摘要の出力方法が変更されました。 22 

  【分析帳票】   

 分析用のキャッシュ・フロー帳票が追加されました。 23 

  経営分析の一覧表で、指標と計算方法を印刷できるようになりました。 24 

  帳票画面とグラフ画面を同時に起動できるようになりました。 24 

  【配賦処理】   

  社員の所属部門とは異なる部門を配賦先の部門として、労務費配賦できるようになりまし

た。 

24 

  【予算管理】   

 予算設定が必要な科目（勘定科目単位、補助科目単位）を設定できるようになりました。 25 

  予算管理する科目設定にて、帳票単位での設定変更が一括でできるようになりました。ま

た、科目追加時には、その勘定科目・補助科目で絞り込むことで、効率よく設定できま

す。 

25 

  【消費税申告】   

 消費税申告書作成のための事前確認帳票が追加されました。 26 

 期中導入の際など、仕訳伝票を登録していない場合でも、消費税申告書に金額を直接入力

して作成できるようになりました。 

28 

 科目別税区分集計表で、金額が発生している税区分だけを表示できるようになりました。 28 

 翌年度の消費税課税方法変更の検討、分析ができるようになりました。 29 

  【決算処理】   

 消費税の残高を共通部門に集約して、翌年度に繰り越せるようになりました。 29 

  キャッシュ・フロー調整金額明細が、計算書と同じ条件で作成されるようになりました。 29 

 遡及処理で確定した金額が翌年度に、自動繰越されるようになりました。 30 

  遡及処理を開始する際に、実行決算期を自動決定するようになりました。 30 

  廃止したマスターの遡及期首残高を、他のマスターの期首残高へ一括振り替えできるよう

になりました。 

30 

  【随時処理】   

 仕訳伝票データ受入時、1伝票明細上限9,999行まで受け入れできるようになりました。 31 

 「貸借別の発生金額」での合算処理のパフォーマンスが向上しました。 31 

 前回転送後に、差分登録したマスターと仕訳伝票だけを転送できるようになりました。 31 

 内部監査時に有効な項目となる行番号、登録日付、登録者等の履歴情報、本体金額（税抜

き）、消費税自動計算金額を転送できるようになりました。 

31 

 奉行21シリーズの「他ソフト編集」形式で出力できるようになりました。 32 
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 勘定科目の資金繰属性、キャッシュ・フロー属性を作成／受け入れできるようになりまし

た。 

33 

  仕訳伝票データ受け入れ業務の誤操作の制御を強化しました。 33 

 ○マスター情報が必須の科目の仕訳伝票データ受け入れ時に、マスター情報が未設定のデ

ータを受け入れできないようにしました。 

33 

  ○金額０円の仕訳伝票を受け入れないように制限できるようになりました。 33 

  処理状態（新規／修正）や処理日時でマスターの履歴を絞り込めるようになりました。 33 

  整理仕訳と日常仕訳を区別して合算できるようになりました。 34 

  科目の調整伝票（仕訳明細が250行を超えた時に自動作成される伝票）が作成されなくなり

ました。 

34 

  【その他の変更情報】   

  「マイページ」のサポートサービス情報などを、「奉行ｉメニュー」に一元化しました。 34 
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 企業会計基準第6号「株主資本等変動計算書に関する会計基準」の改正に対応しました。 
  

企業会計基準第6号・企業会計基準適用指針第9号の改正に対応いたしました。本改正は、平成23

年4月1日以後開始する事業年度から適用になる会計基準のため、会計期首が平成23年4月1日以降

の会計期間が選択されている場合に、「当期首残高」と出力されます。 

▼イメージ図  

 

 
  

  

 部門コードの範囲指定を行えるようになり、複数部門の集計が容易になりました。 
  

今までは、確認する複数部門の集計パターンを[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニ

ューで事前に設定する必要がありましたが、部門コードを使用して範囲指定できるようになりま

した。 

[合計残高試算表]メニュー、[元帳]メニュー、[日計表]メニュー、[内訳表]メニューの各帳票メ

ニューでは、すでに部門コードの使用して範囲指定できましたが、以下の帳票メニューでもでき

るようになりました。 

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで

利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

改正情報 

帳票全般 

＜会計期間平成22年4月1日～平成23年3月31日 株主資本等変動計算書＞ 

 
  

＜会計期間平成23年4月1日～平成24年3月31日 株主資本等変動計算書＞ 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[集計表]の各メニュー 

・[会計帳票]-[一覧表]-[取引先一覧表]メニュー 

・[会計帳票]-[資金繰]の各帳票メニュー 

・[分析帳票]の各帳票メニュー 

・[予算管理]の各帳票メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]の各帳票メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[キャッシュ・フロー調整金額]の各帳票メニュ

ー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[キャッシュ・フロー調整金額]-[調整金額遡及処理]

メニュー 

  

 勘定科目コード、科目区分コードの出力の有無をそれぞれ分けて設定できるようになり

ました。 

  

今までは、勘定科目コードと科目区分コードをあわせて出力の有無を設定していました。これか

らは、勘定科目コードは出力するが、科目区分コードは出力しないように帳票を出力できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[内訳表]-[現預金内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[セグメント集計表]メニュー 

※このメニューは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[会計帳票]-[集計表]-[摘要集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別原価報告書]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[科目別推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[科目別対比表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]-[科目別予算実績対比表]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[科目別遡及金額確認表]メニュー 

  

 条件設定画面で日付指定する際に、月末日付が自動的に表示されるようになりました。 
  

条件設定画面で日付指定する際に、月末日付が事前に指定されている月を、他の月に変更する

と、自動的にその月の月末日付が表示されるようになりました。月次単位で集計する場合に便利

になります。 

▼イメージ図  

 

４月１日～４月30日の月範囲を指定している場合を、例に説明します。 

○終了月を変更する場合 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・帳票の各メニューなど 

  

 転送の際に、画面表示と同じ項目を選択せずに転送できるようになりました。 
  

今までは、画面と同じ項目を一つずつ選択する必要がありましたが、[転送条件設定]画面の「画

面表示と同じ項目で転送」を選択するだけでできるようになりました。 

▼イメージ図  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価推移表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価推移表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト別予算実績対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]の各帳票メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]の各帳票メニュー 

・[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]-[科目別予算実績対比表]メニュー 

  

  

＜『勘定奉行ＶGroup Management Edition』をお使いの場合＞ 

  

 勘定科目の3つの属性に関してマスタ配信できるようになりました。 

  

マスター配信可能な項目に、勘定科目の以下の3つの属性も配信できるようになりました。 

・棚卸設定（[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニューで設定） 

・資金繰属性（[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰項目設定]-[資金繰属性設定]メニューで設定） 

・キャッシュ・フロー属性（[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー項目

設定]-[キャッシュ・フロー属性設定]メニュー・[分析帳票]-[キャッシュ・フロー確認表]-[キ

ャッシュ・フロー項目設定]-[キャッシュ・フロー属性設定]メニューで設定） 

  

 グループ企業合算処理のパフォーマンスが向上しました。 
  

[グループ企業管理]-[グループ企業合算]-[グループ企業合算]メニューにおける合算処理のパフ

ォーマンスが向上しました。 

  

グループ企業管理 

○開始月を変更する場合 

 

[転送条件設定]画面の[詳細設定]ページ
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 [データ領域選択]メニューからも、会計期間を切り替えられるようになりました。 
  

前年度の仕訳伝票を修正する際など、別の会計年度の処理を行う場合は、今までは、[導入処理]-

[会計期間設定]-[会計期間選択]メニューで切り替えていましたが、[データ領域管理]-[データ領

域選択]メニューからも を押して切り替えられるようになりました。 

  

  

  

 [勘定科目検索]画面と[補助科目検索]画面でタイトルをクリックすると、自動的にコー

ド順に表示されるようになりました。 

  

初期では、科目区分＋勘定科目コード順で表示されていますが、タイトル欄をクリックすると、

自動的にコード順に表示されるようになり、コード順で科目検索する場合に便利です。 

▼イメージ図  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

データ領域管理 

導入処理 
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 [勘定科目検索]画面の「標準形式」でも帳票ごとに勘定科目を絞り込むことができるよ

うになりました。 

  

「拡張形式」と同様に［貸借］［損益］ボタン等で帳票の勘定科目を絞り込めるようになりまし

た。 

▼イメージ図  

  

 印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるようになりました。 
  

行の高さを補正したり、集計結果部分のフォントサイズを変更することで、１ページ当たりの印

刷行数を調整できるようになりました。 

お客様の見やすさに合わせて調整できます。 

※行の高さ・フォントサイズは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[補助科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[科目体系登録]メニュー 

・[導入処理]-[出力様式登録]-[出力様式登録]メニュー 

・[導入処理]-[部門登録]の各メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]メニュー 

※このメニューは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト一括登録]メニュ

ー 

・[導入処理]-[プロジェクト関連登録]-[プロジェクト登録]-[プロジェクト区分登録]メニュ

ー 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高入力]メニュー 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[外貨別開始残高入力]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[導入処理]-[残高入力]-[科目別金額確認リスト]メニュー 
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・[導入処理]-[摘要登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別科目入力制限]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[科目別マスター入力設定]メニュー 

・[会計帳票]-[合計残高試算表]-[試算表見出し項目設定]メニュー 

・[会計帳票]-[合計残高試算表]-[試算表要約科目設定]メニュー 

・[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰項目設定]-[資金繰属性設定]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト予算管理]-[プロジェクト予算管理設定]メニュー 

・[分析帳票]-[損益分岐点分析]-[費用区分設定]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー項目設定]-[キャッシュ・

フロー属性設定]メニュー 

・[予算管理]-[予算額登録]メニュー 

・[予算管理]-[予算管理設定]-[科目別予算管理設定]メニュー 

・[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書見出し項目設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書要約科目設定]-[要約設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[決算書要約科目設定]-[要約科目表示設定]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[株主資本等変動計算書登録]-[当期変動額登録]メニュー 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告科目設定]メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー精算表]-[調整金額リスト]

メニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー精算表]-[調整金額入力]メ

ニュー 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー項目設定]-[キャッシュ・

フロー属性設定]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[キャッシュ・フロー調整金額]-[決算仮締め後

調整金額リスト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[期首残高]-[遡及期首残高確認リスト]メニュー 

  

   親プロジェクト、プロジェクト区分が一致するプロジェクトだけを検索できるようにな

りました。 

  

プロジェクトを検索する際に、「親プロジェクトコード」「プロジェクト区分コード」が一致す

るプロジェクトだけを検索できるようになりました。 

▼イメージ図  

  

  

   仕訳処理画面の見易さと、入力の操作性が向上しました。 

  

仕訳処理画面、入力に関する設定条件を拡充し、見易さ、操作性が向上しました。 

  

 〇 表示する明細行数を調整することで、多くの行数を表示できるようになりました。  

仕訳処理 

 

仕訳画面の明細行の間隔を、（通常、小、最小）の中から指定できるようになりました。小さい

間隔にすると、１画面により多くの明細行を表示できます。 
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 〇 画面下の更新履歴を隠すことで、表示する明細行数を増やすことができるようになりました。  

 〇 伝票部門や伝票区分について、前回指定した項目が記憶できるようになり、部門や利用者ごとに

固定されている場合は、効率良く入力できるようになりました。  

 〇 明細行に背景色を設定することで、行と行の区切りをより明確にできるようになりました。  

 〇 コクヨ式の場合に、借方の金額欄から入力できるようになりました。  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票履歴]メニュー 

  

伝票入力]画面左下の「＋」「－」で更新履歴の表示／非表示を切り替えることができるように

なりました。普段は、不要な更新履歴を非表示にしておき、必要に応じて表示するように切り替

えます。 

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

[仕訳処理‐設定]画面で、前回指定した項目を記憶するか否かを設定できます。伝票区分や伝票

部門が固定されている場合は、前回指定した項目を記憶すると、効率良く作業できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

  

[仕訳処理‐設定]画面で、明細行の背景色を交互に色分けすることで、明細行の区切りをより明

確にできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

今までは、コードの欄から入力が開始されていました。[仕訳処理設定]画面で、コクヨ形式の入

力順序を「左から順に入力する」を選択すると、借方の金額欄から入力を開始できます。 
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 〇 伝票日付入力時に、画面下部のステータスバーに入力可能期間を表示し、常に入力期間を把握で

きるようになりました。  

 〇 消費税率を非表示にすることで、補助科目名称の表示文字数を増やすことができるようになりま

した。  

 〇 簡単に、複数の摘要を組み合わせて入力できるようになりました。  

 〇 [摘 要]（Ｆ７キー）を押した後に、[連想摘要]画面ではなく、[摘要一覧]画面が表示されるよう

になりました。  

  

  

  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

伝票日付入力時に、画面下部のステータスバーに入力可能な期間が表示され、入力中の会計年度

の確認や入力期間の制限情報が確認できるようになりました。 

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

  

[仕訳処理-設定]画面で、消費税の税率を表示するか否かを設定できます。旧税（３％）での登

録が稀な現在では、非表示にすることは有効です。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

摘要を入力する際に、摘要欄で[Esc]キーを押して入力する摘要を指定すると、入力済みの摘要

の後ろに、指定した摘要を追加することができます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

今までは、連想摘要が登録されている勘定科目の明細行で （［Ｆ７］キー）を押す

と、[連想摘要一覧]画面が表示されていましたが、[摘要一覧]画面を表示するようになります。 

摘要コード入力時に［Space］キーを押すと、[連想摘要一覧]画面を表示できます。 

※この機能は、[仕訳処理設定]画面の「ファンクションキーの配置」が「奉行21形式」の場合に

使用できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 
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 〇 摘要名折り返し位置が入力時と確定後の表示位置と一致するようになりました。  

 〇 摘要入力済みの明細行で、再度摘要を検索した際に、入力済みの摘要を削除してから摘要を追加

できるようになりました。  

 〇 定型仕訳の検索画面でも、前回指定項目を初期選択して表示できるようになりました。  

 〇 固定部門の入力時に未入力のまま確定した際に、「０；その他」部門を自動でセットするように

なりました。  

 〇 仕訳伝票の承認画面で「コクヨ形式」で表示できるようになりました。  

  

 反対仕訳の一括起票ができるようになりました。 
  

反対仕訳を一括で起票するためのメニューとして、[仕訳処理]-[反対仕訳一括起票]メニューが追

加されました。 

四半期、中間決算、本決算時に起票した整理仕訳を振り戻し（振戻仕訳）する際や、締処理後や

承認済みの伝票を修正（取消仕訳）する際に、一括で反対仕訳を起票できます。効率良く伝票取

消業務ができるようになりました。 

  

   日々の仕訳のチェック作業時間の操作性が向上しました。 

  

日々の受入伝票、入力伝票のチェック、または承認時に「本日分」だけ抽出できる設定や明細行

数が多い伝票を参照し易い設定を追加し、見易さと操作性が向上しました。 

今までは、入力中では「10文字」で折り返され、確定後は「11文字」で折り返されていました。

確定後も「10文字」で折り返されるようにして、入力中と確定後の表示位置をあわせました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

今までは、必ず入力済みの摘要の後ろに、[摘要検索]画面で選択した摘要が追加されていました

が、[仕訳処理‐設定]画面で入力済みの摘要を削除して追加するか、入力済みの摘要の後ろに追

加するかを選択できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

[仕訳処理‐設定]画面の「マスター検索画面の前回指定項目表示」を「表示する」に設定する

と、定型仕訳の検索画面を開いた時に、前回指定した定型仕訳が反転された状態で初期表示され

ます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

  

[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューで、伝票ごとに部門を指定している際に、伝票の部門が未入力

のままでも、「０：その他」部門を自動的にセットすることで、入力操作を軽減できます。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニューで、伝票ごとに部門を指定している際に、

伝票の部門が未入力のままでも、「０：その他」部門を自動的にセットすることで、入力操作を

軽減できます。 
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 〇 本日分の伝票を検索しやすくなりました。  

 〇 仕訳伝票リスト表示後に、伝票の頭出しができるようになりました。  

 〇 明細行数が多い仕訳伝票を参照する場合に、ヘッダー情報（伝票日付や伝票No.など）を固定表示

し、対象伝票を特定しました。  

[伝票検索]画面（拡張形式）の場合は、[利用情報]ページの「本日分」にチェックを付けると、

本日分の仕訳伝票を検索できます。 

▼イメージ図  

[伝票検索]画面（標準形式）の場合は、[基本条件]ページの「日付種類選択」で処理日時を選択

すると、本日の日時が初期表示されるため、本日分の仕訳伝票を検索できます。 

▼イメージ図  

この設定を条件パターンとして登録することで、毎日効率的に仕訳伝票をチェックできるように

なります。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]の各メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

  

 
  

 
  

仕訳伝票リスト表示後に （［Ｆ４］キー）や （［Ｆ５］キー）を押す

ことで、仕訳伝票の頭出しができるようになりました。 

明細行数が多い仕訳伝票を参照する場合など、次の伝票や前の伝票を頭出しする際に便利です。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]の各メニュー 

  

仕訳伝票リスト]画面の「＋」「－」で、伝票のヘッダー情報（伝票日付や伝票No.など）の表示

／非表示を切り替えることができるようになりました。 

明細行数が多い伝票を参照する際に表示させると、対象伝票を特定・把握しやすくなります。 
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 〇 登録後に、一度も修正していない伝票だけを絞り込めるようになりました。  

  

 営業日を考慮した仕訳起票スケジュールを管理できるようになりました。 
  

[仕訳処理]-[仕訳伝票予約]メニューで、営業日を考慮した仕訳伝票起票のスケジュールを登録で

きるようになりました。 

会社の休日を登録することで、予約した仕訳伝票のスケジュールが会社の休日に当たる場合に、

会社の営業日に合わせて、自動的に仕訳伝票を起票できます。起票日は、前営業日・翌営業日か

選択できます。 

  

 仕訳伝票の専用用紙印刷で、コード桁数設定に応じてコードの印字幅が調整され、でき

るだけ科目名が多く印字されるようになりました。 

  

部門コードが６桁、勘定科目コードが４桁、補助科目コードが３桁の場合は、マスターの印字位

置を揃えて印字すると、６桁の位置に揃えて印字するようになりました。また、印字位置を揃え

ず印字することで、勘定科目名や補助科目名をより多く印字することもできます。 

  

   金額０円の明細が登録できないように制限できるようになりました。 

  

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ページの金額が０円の明細登録許

可で、金額が０円の明細を登録できないように設定できます。０円の明細を誤って登録すること

を防ぐことができるため、業務処理統制に役立ちます。 

  

  

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

  

拡張形式の[条件設定]画面の[登録情報]ページの「登録区分（修正）」で「修正なし」を選択す

ると、登録後に一度も修正していない伝票だけを絞り込めるようになりました。 

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]の各メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

  

   応用用紙で仕訳伝票リストを印刷する際に、印刷開始ページ番号を指定して印刷できる

ようになりました。 

  

応用用紙で仕訳伝票リストを印刷する際に、[印刷設定]ページでページの開始番号を指定して印

刷できるようになりました。 

前日の印刷ページの後から続けてページ数を付番して印刷できるようになり、バインダに月単位

などの一定の範囲で、連番で綴っている際に有効です。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

  

   誤って２度受け入れてしまった場合など、一度受け入れたＦＢデータを削除できるよう

になりました。 

  

[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニューの[条件設定]画面で、対象のＦＢデータを選択

して［削除］ボタンをクリックすると、ＦＢデータを削除できます。 

  

   ＦＢデータの処理状況を確認できるようになりました。 
  

[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニューの[条件設定]画面で、［処理済履歴］ボタンを

クリックすると、今までの処理済履歴の画面が表示され処理状況を確認できます。 

  

   ＦＢデータの変換ルールを一括変更・削除できるメニューが追加されました。 
  

ＦＢデータの変換ルールを一括変更・削除するためのメニューとして、[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-

[ＦＢデータ変換ルール保守]メニューが追加されました。 

金融機関からの入出金のＦＢデータを仕訳変換する関連付けにおいて、変更が必要な変換ルー

ル、また使用しなくなった変換ルールを一括変更・削除できるようになりました。 

変換ルールのメンテナンスが向上し、自動変換する際の精度が高まるため、確認・編集作業を軽

減できます。 

  

  

   試算表の印刷条件の拡充により、詳細項目を確認できるようになりました。 

  

試算表の印刷業務において、要約印刷／精算表印刷時の条件を拡充し、現預金内訳や棚卸資産内

訳などの詳細項目を確認できるようになりました。 

  

  

  

  

  

  

  

  

会計帳票 

16 / 34



 〇 現預金内訳や棚卸資産内訳など特定の科目区分の内訳を、貸借対照表の右下に印字できるように

なりました。  

 〇 損益計算書と製造原価報告書をページを切り替えずに一枚に印刷できるようになりました。  

[会計帳票]-[合計残高試算表]-[合計残高試算表]メニューの要約印刷・精算表印刷で、現預金内

訳や棚卸資産内訳など特定の科目区分の内訳を、貸借対照表の右下に印字できるようになりまし

た。 

印字する科目区分は、事前に[試算表見出し項目設定]メニューで行います。勘定奉行21シリーズ

では、現預金内訳と棚卸資産内訳だけでしたが、当システムでは、それ以外の科目区分の内訳を

別枠に印字できるようになりました。 

  

▼イメージ図  

  
 

[会計帳票]-[合計残高試算表]-[合計残高試算表]メニューの要約印刷・精算表印刷で、損益計算

書に続けて、製造原価報告書をページを切り替えずに一枚で印刷できるようになりました。用紙

を節約することができて便利です。 

▼イメージ図  
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 〇 金額の発生の有無に関わらず、毎月同じレイアウトで印刷できるようになりました。  

  

 元帳の検索条件を拡充し、元帳を効率良くチェックできるようになりました。 
  

元帳の出力条件を指定する際に、基本的な項目だけの形式（標準形式）と拡張的な項目を含

めた形式（拡張形式）を、必要な時に切り替えて利用できるようになりました。効率良く元

帳を出力できます。 

▼イメージ図  

[会計帳票]-[合計残高試算表]-[合計残高試算表]メニューの要約印刷・精算表印刷で、金額

０の勘定科目を表示しない場合でも、空白行で印字できるようになりました。この機能によ

り、金額の有無に関わらず、毎月同じレイアウトで印刷できるようになります。 

▼イメージ図  
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   元帳の印刷条件の拡充により、見易さが向上し、また無駄な印刷も軽減できるようにな

りました。 

  

元帳の印刷業務において、印刷条件を拡充し、見易さの向上とともに、無駄な印刷も軽減できる

ようになりました。 

  

 〇 本体金額と消費税金額の印字位置（上段か下段か）を選択して出力できるようになりました。  

 〇 明細の発生していない月の月計を非表示にし、不要な情報を省くことができるようになりまし

た。  

  

  

  

  

  

  

 

元帳の[条件設定]画面の[詳細設定]ページで、本体金額を下段（消費税金額を上段）で印字する

かどうかを設定できるようになりました。 

▼イメージ図  

  

 
  

元帳の[印刷条件設定]画面の「明細のある月だけ月計を出力する」項目の設定により、明細の発

生していない月の月計を非表示にできるようになりました。この機能により、不要な情報を省く

ことができ、印刷枚数を節約できます。 
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 〇 累計行の印字位置（左寄せか右寄せか）を選択して出力できるようになりました。  

 〇 タイトル部分の勘定科目名を均等割り付け印刷機能が追加されました。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

元帳の[印刷条件設定]画面の［設定］ボタンから、金額計項目を左上に印字するか、右下に印字

するかを設定できるようになりました。「繰越金額」「○月計」を明細と区別する場合は、右下

に印字します。 

▼イメージ図  

  

 
  

元帳の[印刷条件設定]画面に「印刷タイトル（自マスター）を均等割付する」項目が追加さ

れ、印刷時に均等割り付けできるようになりました。 

▼イメージ図  
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 〇 余白部分に罫線を印字し、どのページでも同じデザインで元帳を印刷できるようになりました。  

 〇 「０：その他」の付属マスターを非表示にできる機能が追加されました。  

 〇 奉行21シリーズと同様の伝票日付の印字形式（年月日の区切り「／」なし）で印刷できるように

なりました。  

元帳の[印刷条件設定]画面の［設定］ボタンから、元帳の余白部分に罫線を印字するかどうか設

定できるようになりました。この機能により、どのページでも同じデザインで元帳を印刷できる

ようになります。 

▼イメージ図  

  

 
  

元帳を画面表示、または、印刷する際に「０：その他」の付属マスターを非表示にできるように

なりました。画面表示する際には、[条件設定]画面の各マスターページの「「０：その他」○○

を表示する」、印刷する際には、[印刷条件設定]画面の各マスターのページの「「０：その他」

○○を出力する」で設定します。 

  

元帳の[印刷条件設定]画面の［設定］ボタンから、伝票日付の出力形式を設定できるようになり

ました。この機能により、奉行21シリーズと同様の形式で伝票日付を印字できるようになりま

す。 
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 〇 伝票No.の印字の有無が設定できます。  

  

 元帳の集計パフォーマンスが向上しました。 
  

部門別元帳や取引先別元帳など、マスターと勘定科目を組み合わせて集計する際のパフォーマン

スが向上しました。 

  

   元帳で摘要の出力方法が変更されました。 
  

元帳で仕訳伝票の摘要欄の出力方法が変更されました。「仕訳伝票全体に関わる摘要を入力する

場合」「40文字以上の摘要を入力する場合」「借方」「貸方」で異なる摘要を入力する場合は、

以下の例のように摘要を入力します。 

▼例  

  

▼イメージ図  

  

 
  

印刷時に、伝票No.の印字の有無を設定できます。伝票No.を設定していない運用時に活用しま

す。 

  

○ 仕訳伝票全体に関わる摘要を入力する場合  
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 分析用のキャッシュ・フロー帳票が追加されました。 
  

[分析帳票]-[キャッシュ・フロー確認表]-[キャッシュ・フロー確認表]メニューが追加されまし

た。財務諸表のキャッシュ・フロー計算書とは別に、毎月のキャッシュフロー分析のためのキャ

ッシュ・フロー計算書を作成できます。[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・

フロー計算書]メニューと違い、常に、期首月からの累計で作成するという財務諸表の制約はあり

ません。期間を１か月単位で指定して発生金額を集計できるため、月ごとや四半期単位でのキャ

ッシュの増減を確認できます。 

※[キャッシュ・フロー項目設定]メニューの設定は、[決算処理]メニューと共通に利用します。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

分析帳票 

○ 40文字以上の摘要を入力する場合  

○ 借方と貸方に異なる摘要を入力する場合  
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   経営分析の一覧表で、指標と計算方法を印刷できるようになりました。 
  

[分析帳票]-[経営分析]-[経営分析]メニューで、一覧表を印刷、転送する際に、「計算式」「指

標」の出力有無を設定できるようになりました。 

計算式や分析項目の指標（↑↓）を出力することで、計算過程を把握、分析する際の目安にでき

ます。 

また「集計項目」も印刷、転送できるようになり、２次利用できます。 

▼イメージ図  

  

   帳票画面とグラフ画面を同時に起動できるようになりました。 
  

帳票画面とグラフ画面を同時に起動することにより、帳票で金額遷移を確認しながら、グラフ画

面での視覚的な分析ができるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]の各メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]の各メニュー 

  

  

  社員の所属部門とは異なる部門を配賦先の部門として、労務費配賦できるようになりまし

た。 

  

第一開発部所属の社員が、第二開発部のプロジェクトを手伝った場合など、所属部門とは異なる

部門を配賦先に指定して労務費配賦（[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦]メニューで実行）

して、伝票を作成できるようになりました。 

配賦処理 
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 予算設定が必要な科目（勘定科目単位、補助科目単位）を設定できるようになりまし

た。 

  

[予算管理]-[予算管理設定]-[科目別予算管理設定]メニューで、予算管理が必要な科目（勘定科

目単位、補助科目単位）を設定できるようになりました。 

また、補助科目まで予算管理する場合でも、どの補助科目を管理するかまで、設定できます。 

※予算を勘定科目単位で設定するか、補助科目単位で設定するかは、[導入処理]-[会計期間設定]-

[会計期間設定]メニューで設定します。 

  

   予算管理する科目設定にて、帳票単位での設定変更が一括でできるようになりました。

また、科目追加時には、その勘定科目・補助科目で絞り込むことで、効率よく設定でき

ます。 

  

[予算管理]-[予算管理設定]-[科目別予算管理設定]メニューで予算管理する科目を設定する際

に、帳票で絞り込むことで、帳票単位での設定変更が一括でできるようになりました。 

また、科目追加時には、その勘定科目・補助科目で絞り込むことで、効率よく設定できます。 

さらに、補助科目レベルまで予算管理する場合、補助科目が登録されている勘定科目だけを絞り

込んで表示できるため、効率よく一括設定ができます。 

※予算を勘定科目単位で設定するか、補助科目単位で設定するかは、[導入処理]-[会計期間設定]-

[会計期間設定]メニューで設定します。 

▼イメージ図  

  

  

予算管理 
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 消費税申告書作成のための事前確認帳票が追加されました。 
  

[消費税申告]-[科目別課税対象額集計表]メニューが追加され、勘定科目ごとの非課税

額、課税取引額、消費税金額を事前に確認できるようになりました。 

当メニューで、金額に疑問を感じた場合は、[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニュ

ーにジャンプして、税区分別の金額で誤りを確認します。さらに遡って原因を追究する場

合は、[消費税申告]-[税区分明細表]メニューにジャンプして、最終的に[仕訳処理]-[仕

訳処理]メニューで誤りを修正します。 

▼イメージ図  

  

消費税申告 
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 期中導入の際など、仕訳伝票を登録していない場合でも、消費税申告書に金額を直接入

力して作成できるようになりました。 

  

当システムを期中導入した際など、仕訳伝票を登録していない期間があっても、消費税申告書に

金額を直接入力して作成できるようになりました。[消費税申告書]画面で、消費税申告書をイメ

ージしながら入力できます。 

▼イメージ図  

  

 科目別税区分集計表で、金額が発生している税区分だけを表示できるようになりまし

た。 

  

[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニューで、金額が発生している税区分だけを表示して、

不要な税区分を非表示にすることで、効率良くチェックできるようになりました。 

▼イメージ図  
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 翌年度の消費税課税方法変更の検討、分析ができるようになりました。 
  

[消費税申告]-[課税制度別納税額比較表]-[課税制度別納税額シミュレーション]メニューが追加

され、登録済みの仕訳伝票の金額に加え、シミュレーション金額を入力するだけで、課税制度別

の納税額を比較でき、翌年度の消費税課税方法の変更を検討できるようになりました。 

複数のシミュレーションが比較できます。 

▼イメージ図  

  

  

 消費税の残高を共通部門に集約して、翌年度に繰り越せるようになりました。 
  

[決算処理]-[期末処理]-[期末残高繰越]メニューで、消費税科目（仮払消費税／仮受消費税）の

残高を「０：その他」などの共通部門に集約して、翌年度に繰り越せるようになりました。これ

からは、指定した共通部門以外の消費税科目の期首残高は、０円になります。 

また、取引先、プロジェクトなどのマスターごとに消費税を管理することは実務上不要なケース

が多いため、「０：その他」のマスターへ自動的に集約して繰り越します。 

  

 キャッシュ・フロー調整金額明細が、計算書と同じ条件で作成されるようになりまし

た。 

  

キャッシュ・フロー調整金額明細は、作成元のキャッシュ・フロー計算書と同じ条件で作成され

るようになりました。それに伴い、調整金額明細を自動作成する際の条件設定画面は表示されま

せん。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]の各メニュー 

  

  

  

  

  

  

決算処理 
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 遡及処理で確定した金額が翌年度に、自動繰越されるようになりました。 
  

[決算処理]-[遡及処理]-[遡及金額確定]メニューで、遡及処理を確定すると、翌年度の期首残高

へ自動更新されます。これからは、確定した金額を翌年度の期首残高に入力する必要がないた

め、確実に整合性が保たれます。 

▼イメージ図  

  

   遡及処理を開始する際に、実行決算期を決定するようになりました。 

  

今までは、[遡及処理]の各メニューで実行決算期を指定する必要がありましたが、[決算処理]-

[遡及処理]-[遡及金額確定]メニューで遡及処理を開始する際に、実行決算期を決定するようにな

りましたので、画一的に作業できます。 

▼イメージ図  

  

   廃止したマスターの遡及期首残高を、他のマスターの期首残高へ一括振り替えできるよ

うになりました。 

  

[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[期首残高]-[遡及期首残高一括振替]メニューが追加され、

部門統合により今年度から廃止された部門に対して、前期以前の金額を遡及処理した場合、廃止

された部門に自動繰越された金額を、他の部門へ一括振り替えできるようになりました。 
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 仕訳伝票データ受入時、1伝票明細上限9,999行まで受け入れできるようになりました。 
  

他システム（業務システム等）から出力された仕訳伝票データを、[随時処理]-[汎用データ受

入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニューから受け入れる場合、１伝票あたり上

限9,999行の仕訳伝票明細データを受け入れできるようになりました。 

他システムとのデータ連携の向上により、効率的に仕訳伝票データを受け入れできます。 

また、受け入れた仕訳伝票は、[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューで修正できます。 

  

 「貸借別の発生金額」での合算処理のパフォーマンスが向上しました。 
  

合算方法が「貸借別の発生金額」（[随時処理]-[データ領域合算]メニューの[基本条件]ページで

設定）で、合算した際の合算処理のパフォーマンスが向上しました。 

  

 前回転送後に、差分登録したマスターと仕訳伝票だけを転送できるようになりました。 
  

前回転送後に、差分登録したマスターや仕訳伝票だけを自動で転送できるようになりました。

仕訳伝票は、前回転送後の処理日付を指定することで差分を転送することができましたが、よ

り簡単に、確実に作業できます。 

また、マスターの差分を転送できるようになったため、変更されたマスターだけを転送し、他

システムと連動できるようになります。 

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]の各メニュー 

※[部門グループデータ作成]メニューなど、仕訳伝票入力に関係しないマスターは除く。 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

※このメニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

 内部監査時に有効な項目となる行番号、登録日付、登録者等の履歴情報、本体金額（税

抜き）、消費税自動計算金額を転送できるようになりました。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニューで、内部

監査時に有効な項目となる行番号、登録日付、登録者等の履歴情報を転送できるようになりま

した。昨今、内部監査において、CAAT（ ＝コンピュータ支援監査技法と呼ばれる監査を実施す

る際の手法）を活用する企業が多く、今回追加した項目は、内部監査や CAATツールでのデータ

活用などで有効な項目になります。 

  

  

  

随時処理 
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▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

※このメニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

 奉行21シリーズの「他ソフト編集」形式で出力できるようになりました。 
  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニューで、登録

済みの仕訳伝票のデータを、奉行21シリーズの「他ソフト編集」形式と同じ項目レイアウトで

出力できるようになりました。 

仕訳伝票のデータを二次利用していた際に、スムーズな移行ができます。 

▼イメージ図  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳伝票データ作成]メニュー 

※このメニューは、『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 
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 勘定科目の資金繰属性、キャッシュ・フロー属性を作成／受け入れできるようになりま

した。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[勘定科目データ作成]メニューで、資金

繰属性とキャッシュ・フロー属性も作成できるようになりました。 

また、作成したデータは、[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[勘定科目デ

ータ受入]メニューで受け入れることもできます。 

  

以下のメニューで登録した属性情報を作成／受け入れできます。 

・資金繰属性（（[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰項目設定]-[資金繰属性設定]メニューで設定） 

） 

・キャッシュ・フロー属性（[決算処理]-[キャッシュ・フロー計算書]-[キャッシュ・フロー項

目設定]-[キャッシュ・フロー属性設定]メニューと、[分析帳票]-[キャッシュ・フロー確認

表]-[キャッシュ・フロー項目設定]-[キャッシュ・フロー属性設定]メニューで設定） 

  

   仕訳伝票データ受け入れ業務の誤操作の制御を強化しました。 

  

[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニューで、他シス

テムからの仕訳伝票受け入れ業務において、２つの機能を強化し、誤操作の制御を強化しまし

た。 

  

 〇 マスター情報が必須項目の仕訳伝票データ受け入れ時に、マスター情報が未設定のデータを受け

入れできないようにしました。  

 〇 金額０円の仕訳伝票を受け入れないように制限できるようになりました。  

  

   処理状態（新規／修正）や処理日時でマスターの履歴を絞り込めるようになりました。 

  

指定した日時以降に新規に追加されたマスター、もしくは修正されたマスターだけを抽出できま

す。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[マスター履歴]の各メニュー 

・[導入処理]-[外貨登録]-[為替レート登録]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

  

  

  

  

  

  

例えば、売掛金、買掛金、売上高、仕入高にだけ、必ず取引先を入力するようにしたい場合など

は、 マスターコードの未入力チェック（[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[伝

票設定]ページで設定）を「「1：汎用データ受入もチェックする」、 未入力確認（[仕訳処理]-

[仕訳入力補助]-[科目別マスター入力設定]メニューで設定）を「２：する（必須入力）」にす

ると、取引先が未設定の仕訳伝票データは、受け入れることができません。 

  

金額が０円の明細登録許可（[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ペー

ジで設定）で、金額が０円の仕訳伝票を受け入れできないように設定できます。０円の伝票を誤

って登録することを防ぐことができるため、便利です。 
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   整理仕訳と日常仕訳を区別して合算できるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ領域合算]メニューで、整理仕訳と日常仕訳を区別して合算できるようになり

ました。 

整理仕訳の入力月は、合算先データ領域の整理仕訳の登録（[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期

間設定]メニューの[伝票設定]ページで設定）に基づいて合算します。 

▼イメージ図  

  

   科目の調整伝票（仕訳明細が250行を超えた時に自動作成される伝票）が作成されなくな

りました。 

  

[随時処理]-[データ領域合算]メニューで合算した際に、仕訳明細が9,999行の伝票まで作成でき

るようになったため、科目の調整伝票が作成されなくなりました。それに伴い、合計残高試算表

等に調整用の勘定科目が表示されなくなりました。 

  

   

   「マイページ」のサポートサービス情報などを、「奉行ｉメニュー」に一元化しまし

た。 

  

当システムのメニュー画面右下の「マイページ」で提供していたサポートサービス情報などにつ

いて、「奉行ｉメニュー」に一元化しました。 

最新情報や保守加入状況、オンラインサポートなど当システムを運用する際に必要な情報は、

「奉行ｉメニュー」からご確認ください。 

その他の変更情報 

34 / 34



機能アップガイド
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【改正情報】   

 企業会計基準第24号「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」に対応しました。 4 

  【メニュー体系】   

  メニューの名称を変更しました。 5 

  【帳票全般】   

 勘定科目名・科目区分名をバランスよく均等割り付け印刷する機能が追加されました。 5 

  帳票の初期のフォントサイズ・行の高さが、より見やすいサイズになりました。 5 

  原価帳票・消費税管理資料・決算報告書を印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイ

ズの変更ができるようになりました。 

6 

  印刷する際に、項目タイトル行・計行・合計行などの網掛けの濃度を調整できるようにな

りました。 

6 

  転送する際に、空白行を出力するかを選択できるようになりました。 6 

  【データ領域管理】   

 仕訳伝票などの金額データや履歴情報などをすべて消去する機能が追加されました。 8 

  【導入処理】   

 [部門グループ登録]メニューの転送機能は、[随時処理]メニューの[部門グループデータ作

成]メニューに統合されました。 

8 

 [開始残高一括振替]メニューで、振替用の仕訳伝票を自動的に作成できるようになりまし

た。 

8 

  [勘定科目検索]画面の形式に、「標準検索」が追加されました。 8 

  【仕訳処理】   

 [仕訳処理]メニューからも、仕訳伝票リスト（応用用紙）を印刷できるようになりまし

た。 

9 

  仕訳入力時に、税区分を非課税から課税に変更した場合に、消費税を自動計上するように

変更しました。 

10 

  仕訳入力時に便利な「キー割り当て機能（［*］キー）」を充実しました。 10 

 [仕訳伝票リスト]メニューからも、専用用紙へ伝票発行ができるようになりました。 12 

  仕訳伝票リストの項目タイトルに、「借方」「貸方」の文字を明示的に印字するように変

更しました。 

12 

 ＦＢデータをもとに、入金伝票・出金伝票を起票する機能が追加されました。 13 

 仕訳伝票予約で、毎月の「繰り返し登録機能」を搭載しました。 14 

 [仕訳伝票予約]メニューで、複数の予約伝票を、連続して登録できるようになりました。 14 
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  【会計帳票】   

  元帳の印刷時に、摘要を他のマスター名称より優先して印字できるようになりました。 14 

  元帳の印刷時に、自勘定科目のフォントサイズを大きく指定できるようになりました。 15 

  [元帳]メニューの[条件設定]画面で、補助科目コードの横に、補助科目名も表示されるように

なりました。 

15 

  【原価帳票】   

  部門原価台帳・プロジェクト台帳の印刷時に、基準フォントサイズ・金額のフォントサイズを

設定できるようになりました。 

16 

  【分析帳票】   

 ＡＢＣのランクに分類し、パレート図を作成して分析するメニューが追加されました。 16 

  モノクロプリンタでも、グラフの種類が見分けられるように網掛けで印刷できるように改善さ

れました。 

17 

  【消費税申告】   

  税区分明細表の印刷時に、基準フォントサイズ・金額のフォントサイズを設定できるようにな

りました。 

17 

  【決算処理】   

  決算報告書の表紙に印字される会社名や住所を、左寄せか中央揃えか選択できるようになりま

した。 

17 

  決算報告書の帳票様式ごとに、レイアウト（行の高さやフォントサイズ）を調整できるように

なりました。 

19 

  決算報告書の損益計算書の内訳帳票「製造原価報告書」「販売費及び一般管理費明細書」の構

成比の分母に、損益計算書の科目区分も指定できるようになりました。 

20 

 決算報告書で、前年度に登録した注記を、今年度にコピーできるようになりました。 21 

  決算締め履歴で、締めの履歴とは別に、遡及処理の履歴を確認できるようになりました。 21 

  【随時処理】   

 部門グループとその内訳部門や階層情報を、転送・受入できるようになりました。 22 

 勘定奉行21で作成した汎用データを受け入れる機能を改善しました。 22 

  仕訳伝票データ受入・定型仕訳データ受入の[受入結果確認]画面で、ファイル行数を確認でき

るようになりました。 

22 

  勘定科目履歴・科目区分履歴で、貸借区分の変更履歴を管理できるようになりました。 23 

 マスターデータを一括削除できるようになりました。 24 

 データ領域合算で、金額の合算方法として、貸借別に合算するか、残高を合算するかを選択で

きるようになりました。 

24 

  【その他】   

 [会社運用設定]メニューおよび[セキュリティ管理]メニューなどに対して、過去に更新された

データを一覧で確認できるようになりました。 

25 

  「ＯＢＣ専用モード」のバックアップデータを復元する際に、サイズを自動的に適正サイズに

縮小する機能が追加されました。 

25 

 自動実行結果をメールで通知する機能が追加されました。 

＜自動実行管理オプションをお使いの場合＞ 

26 
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  [スケジュール履歴]メニューの機能が強化されました。 

＜自動実行管理オプションをお使いの場合＞ 

26 

  スケジュールを実行した結果の判定が一部変更されました。 

＜自動実行管理オプションをお使いの場合＞ 

26 

  仕訳伝票データの自動受入で、同一ファイルの二重受入を防止する機能が追加されまし

た。 

＜自動実行管理オプションをお使いの場合＞ 

27 

  当システムのオプション製品を使用している場合に、当システムの奉行ｉメニューから、

オプション製品の情報も確認できるようになりました。 

27 

  XenApp 6.0／Windows Server 2003以降のターミナルサービス環境で運用している場合に、

バックアップデータや汎用データを、クライアント用コンピュータに作成できるようにな

りました。 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Citrix Access』をお使いの場合＞ 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Terminal Service』をお使いの場合＞ 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Citrix Access & Terminal Service』をお使いの場合＞ 

27 

  【仕訳伝票 Webオプション】   

 データ領域選択・会計期間の前回選択情報が、保持されるようになりました。 28 

  勘定科目・補助科目・部門・摘要に、インデックスでの検索機能が追加されました。 28 

  バージョン情報を確認できる画面を追加しました。 28 

  【財務諸表照会 Webオプション】   

 データ領域選択・会計期間の前回選択情報が、保持されるようになりました。 28 

  バージョン情報を確認できる画面を追加しました。 28 
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 企業会計基準第24号「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」に対応し

ました。 

  

企業会計基準第24号「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」 

企業会計基準適用指針第24号「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指

針」に対応し、[決算処理]-[遡及処理]メニューが追加されました。 

決算本締め処理（[決算処理]-[締処理]-[決算本締め]メニュー）後（開始残高の確定

後）、会計方針の変更・過去の誤謬の訂正・表示方法の変更をする際に、その遡及金額

（影響額）を登録するメニューです。 

  

▼企業会計基準適用指針第24号「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の摘要指

針のポイント  

  

≪ 追加メニュー ≫ 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[期首残高]-[期首残高遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[期首残高]-[遡及期首残高確認リスト]メニュ

ー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票遡及処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[仕訳伝票]-[遡及仕訳伝票リスト]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[キャッシュ・フロー調整金額]-[調整金額遡及

処理]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及処理]-[株主資本等変動額]-[当期変動額遡及処理]メ

ニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[科目別遡及金額確認表]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及金額確定]メニュー 

・[決算処理]-[遡及処理]-[遡及金額確定履歴]メニュー 

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

改正情報 

・株主資本等変動計算書やキャッシュ・フロー計算書を含む、財務諸表の確定金額を、専

用の[遡及処理]メニューで遡及修正できます。 

・決算締めにより確定後の金額を、遡及修正できます。 

 （言い換えると、決算本締めや開始残高確定処理で確定していない金額は、遡及修正で

きません。） 

・遡及修正を反映する決算期（四半期決算単位）を、「実行決算期」と表現します。 

なお、遡及修正は、実際に金額を訂正する会計年度を選択して行ないます。その選択し

ている会計年度は、「遡及修正対象年度」と表現します。 
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   メニューの名称を変更しました。 

  

メニューの名称を変更しました。 

  

  

  

 勘定科目名・科目区分名をバランスよく均等割り付け印刷する機能が追加されま

した。 

  

帳票を印刷する際、勘定科目名・科目区分名の長さ（末尾）を揃えるために、設定した文

字数（名称の長さ）で、文字と文字の間隔を均等に自動調整して印字できるようになりま

した。 

もちろん、勘定科目以外の「補助科目」「科目区分」「部門」「取引先」名称も均等割り

付けできます。 

事前に、[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[基本設定]ページで、勘定科

目・科目区分別に均等割り付けの有無や割付時の桁数を設定し、帳票ごとに、[印刷等条

件設定]画面－[印刷設定]ページで「均等割付する」「しない」の設定ができます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]メニューの各メニュー 

  

帳票の初期のフォントサイズ・行の高さが、より見やすいサイズになりました。 
  

初期で、帳票のフォントサイズが大きくなり、行の高さもデータを確認しやすいサイズに

なりました。 

※この変更は、新規にデータ領域を作成した段階から反映されます。すでに運用中のデータ

領域は、今までの設定が保持されます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]メニューの各メニュー 

・[原価帳票]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]メニューの各メニュー 

・[予算管理]メニューの各メニュー 

  

  

  

  

メニュー体系 

変更前 変更後 

[随時処理]-[データ一括変更]-[金額デー

タ一括変更] 

[随時処理]-[データ一括変更]-[金額デー

タ一括削除] 

[随時処理]-[データ一括変更]-[配賦基準

データ一括変更] 

[随時処理]-[データ一括変更]-[配賦基準

データ一括削除] 

帳票全般 
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原価帳票・消費税管理資料・決算報告書を印刷する際に、行の高さの補正やフォ

ントサイズの変更ができるようになりました。 

  

会計帳票や分析帳票と同様に、行の高さの補正や集計結果部分のフォントサイズを変更す

ることで、帳票の１ページ当たりの印刷行数を調整できるようになりました。お客様の見

やすさに合わせて調整できます。 

※行の高さ・フォントサイズは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページなどで設定できま

す。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]メニューの各メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]メニューの各メニュー 

・[消費税申告]-[消費税計算書]メニュー 

・[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニュー 

・[消費税申告]-[税区分明細表]メニュー 

・[消費税申告]-[課税制度別納税額比較表]メニュー 

・[決算報告書]-[決算報告書]メニューー 

  

印刷する際に、項目タイトル行・計行・合計行などの網掛けの濃度を調整できる

ようになりました。 

  

網掛け印字する帳票において、印刷する際に、[印刷設定]ページで網掛け部分の濃度を調

整できるようになりました。 

これにより、項目タイトル行・計行・合計行など、網掛け部分の色が濃くて見づらい際に

薄くすることで、網掛け印字箇所の文字をより見やすくできます。 

  

転送する際に、空白行を出力するかを選択できるようになりました。 
  

合計行の下など、空白行を出力するか選択できるようになりました。 

また、見出し行（項目タイトル行）を、繰り返し出力するかの選択もできます。 

出力した転送ファイルを他のシステムで二次利用する場合は、途中に出力される空白行・

見出し行（項目タイトル行）が不要になるケースが多いため、空白行・見出し行（項目タ

イトル行）を出力しない設定することで、加工の手間を削減できます。 
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▼イメージ図（空白行の転送）  

▼イメージ図（見出し行の繰り返し転送）  
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 仕訳伝票などの金額データや履歴情報などをすべて消去する機能が追加されまし

た。 

  

[データ領域管理]-[データ領域保守]-[データ領域初期化]メニューで初期化を実行する

と、勘定科目や補助科目などの各マスターや、会社運用設定などの運用に必要な部分は残

し、仕訳伝票などの金額データや履歴情報などをすべて消去します。 

以下のような場合に、初期化を使用すると便利です。 

・運用前に、テスト用に作成したデータ領域について、マスターはそのまま残し、仕訳伝

票などの金額だけを消去して運用を始める場合 

・科目体系など、マスターが同じテンプレートデータ領域を作成する場合 

※「マスターデータ一括削除」機能とあわせて活用します。 

  

  

 [部門グループ登録]メニューの転送機能は、[随時処理]メニューの[部門グループ

データ作成]メニューに統合されました。 

  

汎用データの作成・受入機能に、「部門グループデータ作成・受入」が新たに搭載されま

した。 

それに伴い、[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[部門グループデータ

作成]メニューに、[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニューの転送機能が統

合されました。 

今までの[部門グループ登録]メニューの転送と同じレイアウトで出力するためには、[部

門グループデータ作成]メニューの[出力条件設定]画面の[出力設定]ページで、以下のよ

うに設定します。 

  

・「カンマ区切」または「タブ区切」を選択する。 

・「奉行21シリーズの形式で出力する」にチェックを付ける。 

  

 [開始残高一括振替]メニューで、振替用の仕訳伝票を自動的に作成できるように

なりました。 

  

開始残高を確定すると、開始残高の金額で振り替えることはできません。 

その代わりに、[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高入力]メニューで、振

り替え用の仕訳伝票を自動的に作成できるようになりました。 

  

[勘定科目検索]画面の形式に、「標準検索」が追加されました。 

  

今までの、科目区分別に[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー（[導入処

理]-[科目体系登録]-[科目体系登録]メニュー）での並び順で表示される形式「拡張検

索」に加え、科目区分に関係なく勘定科目コード順に表示される「標準検索」が追加され

ました。 

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[基本設定]ページの勘定科目検索画面

の形式で、「0：標準検索」を選択した場合に使用できます。 

データ領域管理 

導入処理 
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▼イメージ図（標準形式）  

▼イメージ図（拡張形式）  

  

  

 [仕訳処理]メニューからも、仕訳伝票リスト（応用用紙）を印刷できるようにな

りました。 

  

[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニューに切り替えなくても、[仕訳処理]-[仕訳処理]メニ

ューから直接、仕訳伝票リスト（応用用紙）を印刷できるようになりました。 

[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページの用紙種類で「応用用紙」を選択すると、印刷で

きます。 

  

  

  

  

仕訳処理 
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仕訳入力時に、税区分を非課税から課税に変更した場合に、消費税を自動計上す

るように変更しました。 

  

仕訳入力時に、税区分を非課税から課税に変更した場合に、その勘定科目に初期設定され

ている消費税自動計算（自動計算しない・税抜金額から計算・税込金額から計算）に基づ

いて消費税を計上します。 

※消費税自動計算は、導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニューまたは[導入処理]-[科目

体系登録]-[補助科目登録]メニューで設定できます。 

  

▼イメージ図（消費税自動計上）  

  

仕訳入力時に便利な「キー割り当て機能（［*］キー）」を充実しました。 
  

［*］キーに以下の機能を割り当てることで、キーボード操作だけで仕訳を迅速に入力で

きます。 

・定型仕訳の呼び出し 

・金額の貸借差額調整 

  

※［*］キーに機能を割り当てる場合は、事前に、伝票入力時の［*］キーの機能（[会社運用設定]

メニューの[伝票設定]ページで設定）を「1：使用する」に設定します。 
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▼イメージ図（キー割り当て機能（［*］キー））  

 

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

※[帳簿入力]メニューの各メニューでは、金額の貸借差額調整はありません。 

○定型仕訳の呼び出し 

 
  

  

○金額の貸借差額調整 
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 [仕訳伝票リスト]メニューからも、専用用紙へ伝票発行ができるようになりまし

た。 

  

[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューに切り替えなくても、[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニ

ューから直接、専用用紙へ伝票発行ができるようになりました。 

[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページの用紙種類で「専用用紙」を選択すると、印刷で

きます。 

  

仕訳伝票リストの項目タイトルに、「借方」「貸方」の文字を明示的に印字する

ように変更しました。 

  

仕訳伝票リストの「簡易形式」と同様、「標準形式」でも、項目タイトルに「借方」「貸

方」の文字を印字するように変更しました。 

  

▼イメージ図（仕訳伝票リスト）  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]-[月次仮締め後変更レポート]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[製造原価]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成振替[資産]]メニュー 

・[振替処理]-[完成振替]-[完成一括振替]メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期首仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[振替処理]-[棚卸振替]-[期末仕掛品棚卸振替]メニュー 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[間接費配賦]-[間接費配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リス

ト]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後変更レポート]-[仕訳伝票変更レポート]メニュ

ー 
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 ＦＢデータをもとに、入金伝票・出金伝票を起票する機能が追加されました。 
  

ＦＢデータをもとに、入金伝票・出金伝票を起票する機能が追加されました。 

この機能を利用することで、仕訳起票の効率化と漏れの防止を実現できます。 

  

対象となるＦＢデータは、以下の２つです。 

全国銀行協会（全銀協）制定フォーマット 

・振込入金通知（振込入金） 

・入出金取引明細（振込入金・口座振替、その他すべての取引） 

  

ＦＢデータの取り込み方法は、以下の２つです。 

・『OFFICE BANK21』など、当システムに対応したエレクトロニックバンキングシステム

を使用し、金融機関からＦＢデータを受信して受け入れます。 

・インターネットバンキングなどからダウンロードした、ＦＢデータのファイルを指定し

て、受け入れます。 

  

※振込入金の際に、手数料が当方負担であった場合、２：１の仕訳伝票を起票できます。 

さらに、手数料科目が固定であれば、事前に設定しておくことで、手数料の金額だけ入力すれば

起票できます。 

 ▼イメージ図（手数料）  

  

※仕訳起票の画面上、システムが自動変換できない入力必須項目については、入力欄の色が他とは

異なり、強調表示されます。 

※ＦＢデータをシステムが仕訳に自動変換した結果（明細状態）ごとに、タブページを分割して集

計・表示することができます。 

  

≪ 追加メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ受信データ受入]-[ＦＢ受信データ受入]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ受信データ受入]-[ＦＢ外部ファイル受入]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ仕訳起票]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ処理設定]-[ＦＢ処理設定]メニュー 

・[仕訳処理]-[ＦＢ処理]-[ＦＢ処理設定]-[会社銀行口座登録]メニュー 
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 仕訳伝票予約で、毎月の「繰り返し登録機能」を搭載しました。 
  

[仕訳処理]-[仕訳伝票予約]メニューに、「毎月○日」など、１回の登録作業で毎月決ま

った日付を予定日に設定できるようになりました。 

また、有効期間中の予約も一目瞭然です。 

  

▼イメージ図（繰り返し登録機能）  

  

 [仕訳伝票予約]メニューで、複数の予約伝票を、連続して登録できるようになり

ました。 

  

本日計上する複数の予約伝票を、一括で実行できるようになり、スムーズかつ確実に処理

を完了できます。 

また、一括で実行する場合でも、それぞれの仕訳内容は画面で確認でき、登録後、次の伝

票が自動表示されます。 

今までは、処理する予約伝票が複数あっても、毎回、[仕訳伝票予約]画面（作業予定が一

覧で表示される画面）に戻って、１件ずつ、繰り返し処理していました。 

  

  

元帳の印刷時に、摘要を他のマスター名称より優先して印字できるようになりま

した。 

  

[元帳]-[元帳]メニューの[印刷条件設定]画面の[詳細条件]ページで「摘要を他のマスタ

ーより優先して出力する」にチェックを付けると、摘要のフォントサイズが小さくなりす

ぎたり、印刷文字数が少なくなることを改善できます。 

  

  

  

  

  

  

会計帳票 
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▼イメージ図（摘要優先）  

  

元帳の印刷時に、自勘定科目のフォントサイズを大きく指定できるようになりま

した。 

  

[元帳]-[元帳]メニューの[印刷条件設定]画面の[詳細条件]ページで、自勘定科目のフォ

ントサイズを指定できるようになり、大きく見やすいタイトルが印字できます。 

  

▼イメージ図（自勘定科目のフォントサイズ）  

  

[元帳]メニューの[条件設定]画面で、補助科目コードの横に、補助科目名も表示

されるようになりました。 

  

[元帳]-[元帳]メニューの[条件設定]画面で、指定した勘定科目コードの横に、補助科目

名も表示されるようになりました。 
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部門原価台帳・プロジェクト台帳の印刷時に、基準フォントサイズ・金額のフォ

ントサイズを設定できるようになりました。 

  

[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニュー・[原価帳票]-

[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト台帳]-[プロジェクト台帳]メニューで、印刷時

に、基準フォントサイズ・金額のフォントサイズを設定できるようになりました。 

マスターごとに個別に設定しない場合に、共通の基準値を設定できます。 

また、行の高さの補正もできるようになりました。 

※フォントサイズは、[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページで設定できます。 

※行の高さは、[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

  

 ＡＢＣのランクに分類し、パレート図を作成して分析するメニューが追加されま

した。 

  

[分析帳票]-[ＡＢＣ分析]メニューが追加されました。 

勘定科目（科目区分）の発生額・累計額を、部門や取引先などのマスターごとに集計し、

金額の多い順に並べ替えて、ＡＢＣのランクに分類し、パレート図を作成して分析するメ

ニューです。 

売上高に基づいて、取引先を順位づけし、「上位２割をAランク」といった分析を行うこ

とで、重要な取引先や売上の低い取引先などを把握できるため、今後の経営戦略を立てる

際に役立ちます。 

※ＡＢＣ等のランクは、最大15段階まで追加できます。 

※一度ランク付けした後に、ひとつのランクをさらに掘り下げて、ＡＢＣでランク付けできます。 

▼イメージ図（ＡＢＣ分析）  

原価帳票 

分析帳票 
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モノクロプリンタでも、グラフの種類が見分けられるように網掛けで印刷できる

ように改善されました。 

  

[グラフ印刷条件設定]画面の[グラフ印刷設定]ページで、グラフを網掛けに印刷できるよ

うになりました。 

これにより、モノクロで印刷した際に、グラフが塗りつぶされることなく、項目の見分け

がつきやすくなりました。 

  

▼イメージ図（グラフの網掛け）  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]-[ＡＢＣ分析]メニュー 

  

  

税区分明細表の印刷時に、基準フォントサイズ・金額のフォントサイズを設定で

きるようになりました。 

  

[消費税申告]-[税区分明細表]メニューで、印刷時に、基準フォントサイズ・金額のフォ

ントサイズを設定できるようになりました。 

マスターごとに個別に設定しない場合に、共通の基準値を設定できます。 

また、行の高さの補正もできるようになりました。 

※フォントサイズは、[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページで設定できます。 

※行の高さは、[印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

  

決算報告書の表紙に印字される会社名や住所を、左寄せか中央揃えか選択できる

ようになりました。 

  

消費税申告 

決算処理 
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[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、表紙に印字される会社名や住所を、

左寄せに印字するか中央揃えで印字するか、選択できるようになりました。 

中央揃えで印字する場合は、[印刷等条件設定]画面の[会社情報]ページで、「会社情報を

中央揃えで印字する」にチェックを付けます。 

  

▼イメージ図（会社名や住所の印字）  

※開始印字位置を揃えて中央に表示したい場合は、チェックを付けずに、各会社情報の前

にスペースを入力します。 

                

              

  

○チェックを付けた場合 

 

○チェックを付けない場合 
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決算報告書の帳票様式ごとに、レイアウト（行の高さやフォントサイズ）を調整

できるようになりました。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、帳票様式ごとに、行の高さやフォン

トサイズを設定できるようになりました。 

今までは帳票様式ごとに設定できなかったため、帳票様式ごとに調整が異なる場合は、数

回に分けて印刷する必要がありました。 

追加されたこの機能により、１度の設定で印刷ができます。 

  

▼イメージ図（決算報告書のレイアウト調整）  
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決算報告書の損益計算書の内訳帳票「製造原価報告書」「販売費及び一般管理費

明細書」の構成比の分母に、損益計算書の科目区分も指定できるようになりまし

た。 

  

[決算処理]-[決算報告書]-[決算報告書]メニューで、損益計算書の内訳帳票「製造原価報

告書」「販売費及び一般管理費明細書」の構成比の分母として、損益計算書の科目区分も

指定できるようになりました。 

例えば、「純売上高」なども指定できるようになりました。 

  

▼イメージ図（構成比の分母指定）  
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 決算報告書で、前年度に登録した注記を、今年度にコピーできるようになりまし

た。 

  

事業年度末の注記は、通常、年度末２～３カ月後に登録するため、新年度のデータを作成

する時点では、注記内容は登録されておらず、自動的に新年度のデータへ内容を引き継ぐ

ことができません。 

この業務の流れを考慮し、[決算処理]-[決算報告書]-[注記登録]メニューで前年度に登録

した注記内容を、今年度（新年度）の注記にコピーできるようになりました。 

  

▼イメージ図（前年度の注記コピー）  

  

決算締め履歴で、締めの履歴とは別に、遡及処理の履歴を確認できるようになり

ました。 

  

[決算処理]-[締処理]-[決算締め履歴]メニューで、決算締めの履歴と遡及処理の履歴をあ

わせて確認できるようになりました。 
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 部門グループとその内訳部門や階層情報を、転送・受入できるようになりまし

た。 

  

[随時処理]-[汎用データ作成]-[マスターデータ作成]-[部門グループデータ作成]メニュ

ー・[随時処理]-[汎用データ受入]-[マスターデータ受入]-[部門グループデータ受入]メ

ニューで、部門グループとその内訳部門や階層情報を、転送・受入できるようになりまし

た。 

  

 勘定奉行21で作成した汎用データを受け入れる機能を改善しました。 
  

今までは、例えば、『勘定奉行21』シリーズで転送する仕訳伝票データにおいて、摘要の

文字にカンマ「,」が含まれている場合、当システムではスムーズに受け入れられないと

いう問題がありました。 

「固定長」が指定できるようになったことで、摘要の文字にカンマが含まれていても、問

題なく受け入れられるようになりました。 

  

※[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニューで、勘定奉

行21形式のファイル形式「固定長」で作成された仕訳伝票データを受け入れられるようになりま

した。 

[受入ファイル詳細設定]画面のファイル形式で「固定長」を選択すると、受け入れられます。 

  

▼イメージ図（摘要の文字にカンマ）  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュ

ー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニ

ュー 

  

仕訳伝票データ受入・定型仕訳データ受入の[受入結果確認]画面で、ファイル行

数を確認できるようになりました。 

  

[受入結果確認]画面で、伝票件数のほかに、ファイル行数も確認できるようになりまし

た。 

[受入結果確認]画面に表示されたファイル行数と、作成したファイルの行数との一致確認

をすることで、正常受入の判断ができるようになりました。 

随時処理 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュ

ー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[定型仕訳データ受入]メニュ

ー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ受入]-[自動実行仕訳伝票データ受入]メニ

ュー 

  

勘定科目履歴・科目区分履歴で、貸借区分の変更履歴を管理できるようになりま

した。 

  

[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[マスター履歴]-[勘定科目履歴]メニュー・[随時処理]-

[電子帳簿変更履歴]-[マスター履歴]-[科目区分履歴]メニューで、貸借区分を変更した際

の履歴管理ができるようになりました。 

  

▼イメージ図（貸借区分の変更履歴）  
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 マスターデータを一括削除できるようになりました。 
  

登録されている不要なマスターデータだけを一括で削除します。 

これにより、例えば、既存のデータ領域を複数の会社間でテンプレートとして活用するよ

うな場合、「データ領域初期化」機能とあわせることで、各社で活用しやすいテンプレー

トデータを作成できます。 

以下のマスターを一括削除できます。 

・補助科目・部門・部門グループ 

・取引先 

・セグメント１／２ 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に管理できます。 

・プロジェクト・サブプロジェクト 

・摘要 

  

≪ 追加メニュー ≫ 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[補助科目データ一括削

除]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[部門データ一括削除]メ

ニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[部門グループデータ一

括削除]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[取引先データ一括削除]

メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[セグメント１データ一

括削除]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[セグメント２データ一

括削除]メニュー 

※セグメントは、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に管理できます。 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[プロジェクトデータ一

括削除]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[サブプロジェクトデー

タ一括削除]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[マスターデータ一括削除]-[摘要データ一括削除]メ

ニュー 

  

 データ領域合算で、金額の合算方法として、貸借別に合算するか、残高を合算す

るかを選択できるようになりました。 

  

[随時処理]-[データ領域合算]メニューで、金額の合算方法として、貸借別に合算（借方

金額・貸方金額それぞれで合算）するか、残高を合算するかを選択できるようになりまし

た。 

合算後に、合計残高試算表を活用する場合は、「貸借別」に合算します。 

科目別推移表や決算報告書など、借方金額・貸方金額を別々に出力しない帳票だけ活用す

る場合は、「残高」で合算します。 
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 [会社運用設定]メニューおよび[セキュリティ管理]メニューなどに対して、過去

に更新されたデータを一覧で確認できるようになりました。 

  

[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューおよび[セキュリティ管理]-[セキュリテ

ィポリシー]の各メニュー）で、過去に更新されたデータの内容を時系列に一覧で確認で

きるようになりました。 

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫  

・[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー 

・[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間設定]メニュー 

・[セキュリティ管理]-[セキュリティポリシー]-[アカウントポリシー]メニュー 

・[セキュリティ管理]-[セキュリティポリシー]-[パスワードポリシー]メニュー 

・[セキュリティ管理]-[セキュリティポリシー]-[データ領域権限評価ポリシー]メニ

ュー 

  

「ＯＢＣ専用モード」のバックアップデータを復元する際に、サイズを自動的に

適正サイズに縮小する機能が追加されました。 

  

[データ領域管理]-[バックアップ／復元]-[バックアップ復元]メニューまたは[データ領

域管理]-[バックアップ／復元]-[バックアップ履歴]メニューから、「ＯＢＣ専用モー

ド」で作成したバックアップデータを復元する際に、データ領域やログ領域のサイズを、

自動的に適正サイズに縮小する機能が追加されました。 

  

  

その他 
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 自動実行結果をメールで通知する機能が追加されました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[スケジュール登録]画面の[通知設定]ページで、スケジュールが終了した時点で、メール

で通知するかを設定できるようになりました。 

  

また、メールで通知したい場合は、今回追加された[管理ツール]-[メールサーバー設定]

メニューで、メールサーバーを設定する必要があります。 

※複数の製品の『自動実行管理オプション』をお使いの場合、または、『BACKUP for 奉

行』を併用してお使いの場合は、いずれか１つの製品でメールサーバーを設定すれば、自

動的に他の製品にも同じ設定が反映されます。 

※奉行Ｖ ERPシリーズの統合運用管理システム『OBC Management Studio』をお使いの場

合は、当システムには[メールサーバー設定]メニューは表示されません。『OBC 

Management Studio』の[運用環境管理]-[メール設定]-[メールサーバー設定]メニュー

で、一括で設定します。 

※『運用管理ツール』をお使いの場合は、当システムには[メールサーバー設定]メニューは

表示されません。『運用管理ツール』の[運用環境管理]-[メールサーバー設定]メニュー

で、一括で設定します。 

上記の機能は、『運用管理ツール』のバージョン1.51以降で追加されています。バージョ

ン1.50以前の『運用管理ツール』をお使いの場合は、『運用管理ツール』のバージョン

1.51以降をセットアップしてください。 

  

[スケジュール履歴]メニューの機能が強化されました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

以下の機能が追加されました。 

〇[スケジュール履歴]画面に[詳細]ボタンが追加され、スケジュール履歴の詳細を確認す

ることで、具体的な件数まで把握できます。 

〇今までは、サーバー用コンピュータにセットアップされている当システムだけしか、

[自動実行管理]-[スケジュール履歴]メニューでログファイルを確認できませんでし

た。今回より、クライアント用コンピュータにセットアップされている当システムの

[自動実行管理]-[スケジュール履歴]メニューでも、ログファイルを確認できるように

なりました。 

〇[スケジュール履歴 - 条件設定]画面の[基本設定]ページに「失敗または未処理を含む

履歴だけ表示する」が追加され、失敗した履歴だけを確認しやすくなりました。 

  

スケジュールを実行した結果の判定が一部変更されました。 
＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[自動実行仕訳汎用データ作成]メニュー

でスケジュールを実行した結果、該当データがない場合は、今までは処理の結果を「失

敗」にしていましたが、今回から「成功」に変更されました。 

[スケジュール登録]画面の[実行設定]ページの「エラーが発生した場合は、処理を中断す

る」にチェックを付けている場合でも、該当データがない場合の後の処理が中断されなく

なります。 
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仕訳伝票データの自動受入で、同一ファイルの二重受入を防止する機能が追加さ

れました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

仕訳伝票データを受け入れる複数のスケジュールが同時に実行された場合、ファイルの受

け入れ中はファイルをロックして、二重に受け入れされるのを防止します。 

受け入れたファイルは、別フォルダへ移動されるため、結果、他のスケジュールでの受入

対象から除外されます。 

  

当システムのオプション製品を使用している場合に、当システムの奉行ｉメニュ

ーから、オプション製品の情報も確認できるようになりました。 

  

当システムのオプション製品を使用している場合に、当システムの奉行ｉメニューから、

オプション製品の情報も確認できるようになりました。 

※セットアップされているオプション製品に関して、当システムの奉行ｉメニューから、オ

プション製品の保守サービスの加入状況等が確認できます。 

  

XenApp 6.0／Windows Server 2003以降のターミナルサービス環境で運用している

場合に、バックアップデータや汎用データを、クライアント用コンピュータに作

成できるようになりました。 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Citrix Access』をお使いの場合＞ 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Terminal Service』をお使いの場合＞ 

＜『奉行Ｖ ERPシリーズ with Citrix Access & Terminal Service』をお使いの場合＞ 

  

今までは、XenApp 6.0／Windows Server 2003以降のターミナルサービス環境で運用して

いる場合に、バックアップデータや汎用データを、自動マッピングされたクライアント用

コンピュータのドライブに作成できませんでしたが、今回より作成できるようになりまし

た。 
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≪仕訳伝票 Webオプション≫ 

 データ領域選択・会計期間の前回選択情報が、保持されるようになりました。 
  

データ領域選択・会計期間の前回選択情報が保持されるようになり、都度選択する手間が

かからなくなりました。 

  

勘定科目・補助科目・部門・摘要に、インデックスでの検索機能が追加されまし

た。 

  

勘定奉行側と同様に、仕訳伝票の入力時、マスターを検索する際に、インデックスを使用

して検索候補を絞り込むことができるようになりました。 

  

 
  

バージョン情報を確認できる画面を追加しました。 

  

勘定奉行とは別に、『仕訳伝票Ｗｅｂオプション』のバージョン情報を確認できる画面を

追加しました。 

  

≪財務諸表照会 Webオプション≫ 

 データ領域選択・会計期間の前回選択情報が、保持されるようになりました。 
  

データ領域選択・会計期間の前回選択情報が保持されるようになり、都度選択する手間が

かからなくなりました。 

  

バージョン情報を確認できる画面を追加しました。 

  

勘定奉行とは別に、『財務諸表照会Ｗｅｂオプション』のバージョン情報を確認できる画

面を追加しました。 

  

  

28 / 28



機能アップガイド
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目次 

※ マークは、おすすめする機能アップ内容や、注目していただきたい変更内容になります。 

  【メニュー体系】   

  メニューの名称および構成を変更しました。  4 

  【帳票全般】   

 [会計帳票]メニューで、部門コードを範囲で指定できるようになり、簡単に複数部門の集計が

できるようになりました。 

 4 

 推移表や対比表を印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるようになり

ました。 

 4 

 推移表を印刷する際に、列幅を補正することができるようになりました。  5 

  網掛け印刷の有無を選択できるようになりました。  5 

  【導入処理】   

 勘定科目・補助科目・部門・摘要に、インデックスでの検索機能が追加されました。  5 

  [消費税基本登録]メニューに、税理士添付書面の設定項目を追加しました。  6 

  [会社運用設定]メニューで、登録件数に応じた、セグメント検索画面の形式を選択できるよう

になりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

 7 

  [勘定科目登録]メニュー・[部門グループ登録]メニューなどに、ツリー階層を展開・縮小でき

るファンクションキーが追加されました。 

 7 

  [勘定科目登録]メニューの操作性を改善しました。  7 

  [科目体系登録]メニューなどにおける、勘定科目の表示順の並び替えの操作性を改善しまし

た。 

 8 

 [原価管理設定]メニューで、[日報入力]メニューで完成プロジェクトを入力した場合に、確認

メッセージを表示するかの設定ができるようになりました。 

 9 

  [部門権限登録]メニューで、選択されている会計期間で無効な部門も含めて表示できるように

なりました。 

10 

  【仕訳処理】   

  “見やすく”“情報の網羅性が高い”仕訳伝票の印刷ができるようになりました。 10 

  仕訳伝票を専用用紙（単票形式）に印刷する場合に、伝票間の補正ができるようになりまし

た。 

10 

  仕訳伝票の「標準形式」の検索でも、前年度の伝票を検索し、複写できるようになりました。 10 

  仕訳伝票の登録・更新履歴として、[仕訳処理]メニューも表示・印刷するように変更しまし

た。 

11 

  仕訳伝票を検索する際の、「登録区分」の指定方法を変更しました。 12 

  帳簿入力の各メニューでも、承認済・転記済の仕訳伝票を表示できるようになりました。 12 

  帳簿入力の各メニューにおいて、「奉行21形式」のファンクションキーの配置でも、伝票区分

を登録できるようになりました。 

12 

 [仕訳伝票予約]メニューで、定期的な仕訳伝票を事前に予約しておくことで、起票漏れを防げ

るようになりました。 

13 

  仕訳リストの簡易形式印刷（Ａ４縦印刷）を追加しました。 13 
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  【会計帳票】   

  [元帳]メニューで、印刷タイトル（ヘッダー）部分に出力させる自マスターについて、コード

の出力の有無を設定できるようになりました。 

13 

 [日計表]メニューで、集計期間内に発生金額がある勘定科目だけを集計することができるよう

になりました。 

13 

  [合計残高試算表]メニューで、印刷・転送時に、勘定科目と科目区分コードの出力の有無を、

別々に設定できるようになりました。 

14 

  [部門内訳表]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力できる

ようになりました。 

14 

  [セグメント内訳表]メニューで、[セグメントグループ登録]メニューで設定したセグメントの

並び順で出力できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

14 

  [部門集計表]メニューで、部門単位（縦項目繰り返し列）の各科目の金額がすべて０の場合、

その列自体を表示しないようにしました。 

14 

  [部門集計表]メニューで、集計対象が「グループ」の場合でも、合計金額列を表示できるよう

になりました。 

15 

  [集計表]メニューの各メニューで、合計金額列の表示の有無を設定表示できるようになりまし

た。 

15 

 【原価帳票】   

  [部門原価台帳]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力でき

るようになりました。 

15 

  [原価集計表]メニューで、集計対象が「グループ」の場合でも、合計金額列を表示できるよう

になりました。 

15 

  【分析帳票】   

  [部門別推移表]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力でき

るようになりました。 

15 

 部門別の推移表・対比表メニューから、補助科目別・取引先別などの推移表・対比表へジャン

プできるようになりました。 

16 

  【予算管理】   

  [予算実績集計表]メニューで、部門単位（縦項目繰り返し列）の各科目の金額がすべて０の場

合、その列自体を表示しないようにしました。 

16 

 [部門別予算実績対比表]メニューから、補助科目別予算実績対比表などへジャンプできるよう

になりました。 

16 

  【消費税申告】   

  消費税申告書をモノクロプリンタで印刷した場合でも、税務署にそのまま提出・申告できるよ

うになりました。 

16 

  平成22年度用の消費税申告書のレイアウトに対応しました。 17 

  [消費税申告データ作成]メニューで、消費税申告データをファイルに出力できるようになりま

した。 

17 

  [電子申告]メニューに、国税の納付手続きを自宅やオフィスからインターネット経由などで電

子的に行える機能が追加されました。 

18 

  【随時処理】   

 複数のデータ領域の実績金額・予算金額を合算できるようになりました。 18 
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 [日報入力]メニューで入力された日報データをもとに、『給与奉行』へ出勤時間や残業時間デ

ータを連携できるようになりました。 

18 

 [他システム連携]メニューで、「連結大王SUMMIT」連携を強化しました。 18 

  [他システム連携]メニューで、「Diva Series」連携を強化しました。 18 

  【その他】   

  [バックアップ]メニューで、ＤＢ依存モードでのバックアップ先にもリムーバブルメディアド

ライブを指定できるように変更しました。 

19 

  条件設定画面のコードの範囲指定で、１つのコードをスムーズに指定できるように改善しまし

た。 

19 

  [ヘルプ]・[マイページ]メニューの配置を移動しました。 19 

  奉行シリーズ以外の外部システムからも、自動実行スケジュールを使用できる機能を追加しま

した。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

20 

  奉行21の『入金管理オプション』『支払管理オプション』のデータをデータコンバートできる

ようになりました。 

20 
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メニューの名称および構成を変更しました。 
  

[電子申告]-[利用者情報変更]メニューは[導入処理]メニューに移動し、メニュー名も変更しまし

た。 

  

 
  

  

[会計帳票]メニューで、部門コードを範囲で指定できるようになり、簡単に複数部門の集

計ができるようになりました。 

  

今までは、確認する複数部門の集計パターンを、[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニ

ューで事前に設定する必要がありましたが、部門コードを範囲指定できるようになり、簡単に複数

部門の集計ができるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[日計表]メニュー 

・[会計帳票]-[合計残高試算表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]メニューの各メニュー 

  

推移表や対比表を印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるように

なりました。 

  

行の高さを補正したり、集計結果部分のフォントサイズを変更することで、帳票の１ページ当たり

の印刷行数を調整できるようになりました。 

お客様の見やすさに合わせて調整できます。 

※行の高さ・フォントサイズは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページなどで設定できます。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利用者ごと

にメニュー権限を設定してください。 

メニュー体系 

帳票全般 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰明細表]メニュー 

・[会計帳票]-[資金繰]-[資金繰実績推移表]メニュー 

・[会計帳票]-[一覧表]-[取引先一覧表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]メニューの各メニュー 

・[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]メニューの各メニュー 

  

推移表を印刷する際に、列幅を補正することができるようになりました。 
  

列幅を補正することで、推移表の１ページ当たりに出力する月数を調整できるようになりました。 

印刷枚数も節約できます。 

※列幅は、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで補正できます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[分析帳票]-[推移表]メニューの各メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]メニューの各メニュー 

  

網掛け印刷の有無を選択できるようになりました。 
  

今まで必ず網掛けで印刷されていた帳票について、網掛けしない状態でも印刷できるようになりま

した。 

プリンタのトナーを節約できます。 

※網掛けは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで設定できます。 

  

≪導入処理≫ 

  

勘定科目・補助科目・部門・摘要に、インデックスでの検索機能が追加されました。 
  

インデックスを登録しておくと、仕訳伝票の入力時など、マスターを検索する際に、インデックス

を使用して検索候補をリアルタイムに絞り込むことができます。 

※リアルタイムな絞り込みは、即時検索の機能と組み合わせると実現でき、検索のスピードアップを

図れます。 
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▼例  

 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[補助科目登録]メニュー 

・[導入処理]-[部門登録]-[部門登録]メニュー 

・[導入処理]-[摘要登録]メニュー 

  

[消費税基本登録]メニューに、税理士添付書面の設定項目を追加しました。 
  

税理士添付書面（税理士法第30条の書面など）の提出有無に関する設定項目を追加しました。 

今までは、[消費税申告書]メニューで設定していましたが、税理士署名と同様、[導入処理]-[消費

税基本登録]-[消費税基本登録]メニューの[税理士設定]ページで設定するようになりました。 

  

  

  

  

  

  

勘定科目検索を例に挙げて説明します。 

 
図のように、検索画面で「インデックス検索」・「即時検索する」を選択し、「ｳﾘ」と入力すると、

前方一致で１文字ずつ合致するマスターだけが絞り込まれます。 

※「即時検索する」が選択されている場合だけ、リアルタイムにマスターが絞り込まれます。 

※他のマスターのインデックス検索も同様です。 
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[会社運用設定]メニューで、登録件数に応じた、セグメント検索画面の形式を選択できる

ようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

当システムで管理するセグメントの件数が何万件にもなる場合は、セグメント検索画面の形式

（[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニューの[基本設定]ページで設定）で「拡張検索」を

選択すると、仕訳伝票の入力時などにセグメントを検索する際、検索画面をスムーズに表示できま

す。 

  

[勘定科目登録]メニュー・[部門グループ登録]メニューなどに、ツリー階層を展開・縮小

できるファンクションキーが追加されました。 

  

[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニュー・[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登

録]メニューなどに、 （［Ｆ５］キー）・ （［Ｆ６］キー）が追加され

ました。 

  

を押すと、すべての階層を展開します。 
を押すと、第一階層の科目区分（部門グループ）を表示し、第二階層以下を縮小しま

す。 

これにより、特定の勘定科目・科目区分（部門・部門グループ）を見つけやすくなります。 

  

 
  

[勘定科目登録]メニューの操作性を改善しました。 
  

[導入処理]-[科目体系登録]-[勘定科目登録]メニューの操作性の改善点は、以下のとおりです。 

○登録、修正した勘定科目にカーソル位置を保持する 

登録、修正した勘定科目にカーソル位置が保持されるため、連続で勘定科目をメンテナンスしや

すくしました。 

○勘定科目を登録、修正しても、集約されたツリー階層を展開しない 

勘定科目を登録、修正しても、集約されたツリー階層が展開されないので、整理されたツリー上

でメンテナンスできます。 

○追加した勘定科目をコード順に配置する 

勘定科目を追加した際に、自動的にコード順に配置されるようになりました。 

今までは、属する階層の一番下に配置されていたため、コード順に並べる場合は、[導入処理]-

[科目体系登録]-[科目体系登録]メニューで配置を修正する必要がありました。 
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▼改善例  

  

≪ 関連メニュー ≫ 

[勘定科目登録]メニューと同様に、操作性を改善しました。 

・[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメント１／２グループ登録]メニュー 

※『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

[科目体系登録]メニューなどにおける、勘定科目の表示順の並び替えの操作性を改善しま

した。 

  

今までは、勘定科目をコード順に並び替えるために、 （［Ｆ３］キー）や
（［Ｆ４］キー）を押してメンテナンスする必要がありましたが、下図のように、ド

ラッグ＆ドロップでコード順に並び替えられるようになりました。 

また、科目区分に、新規に勘定科目を割り当てた場合も、コード順を考慮して表示されるようにも

なりました。 
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≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[科目体系登録]-[科目体系登録]メニュー 

・[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原価管理体系登録]メニュー 

・[導入処理]-[出力様式登録]-[出力様式登録]メニュー 

  

[原価管理設定]メニューで、[日報入力]メニューで完成プロジェクトを入力した場合に、

確認メッセージを表示するかの設定ができるようになりました。 

  

今までは仕訳伝票の入力時だけでしたが、日報の入力時にも、完成プロジェクトを入力した場合に

確認メッセージを表示するかを、[導入処理]-[会計期間設定]-[原価管理設定]メニューで設定でき

るようになりました。 

「確認メッセージを表示する」に設定すると、プロジェクトの入力間違いや労務費配賦仕訳の再作

成漏れを防ぎます。 

※なお、あわせて仕訳伝票の入力時の設定の項目名称も変更しました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[労務費配賦]-[日報入力]メニュー 

  

  

9 / 20



[部門権限登録]メニューで、選択されている会計期間で無効な部門も含めて表示できるよ

うになりました。 

  

[導入処理]-[権限登録]-[部門権限登録]メニューで、選択されている会計期間で有効な部門だけを

表示するか、無効な部門も含めて表示するかを選択できるようになりました。 

※この選択は、[条件設定]画面で、部門を指定せずに[部門権限登録]画面を表示させた場合に設定できます。 

  

  

“見やすく”“情報の網羅性が高い”仕訳伝票の印刷ができるようになりました。 
  

○『勘定奉行21』で使用していた以下の専用用紙にも、部門コード・部門名の印刷ができるように

なりました。 

・[3381]単票仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式） 

・[3382]単票仕訳伝票（ＯＢＣ７行） 

・[3371]連続仕訳伝票（ＯＢＣコクヨ式） 

・[3372]連続仕訳伝票（ＯＢＣ７行） 

○すべての専用用紙に、税率・税区分・事業区分の印刷の有無の設定できるようになりました。 

  

※奉行21シリーズと同様の仕様になりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

  

仕訳伝票を専用用紙（単票形式）に印刷する場合に、伝票間の補正ができるようになりま

した。 

  

仕訳伝票を専用用紙（単票形式）に印刷する場合に、プリンタの機種によってインクを乾かす熱で

用紙が伸縮することにより、２枚目以降の印字位置があわないことがあります。 

今回の伝票間補正機能により、印字ずれを簡単に調整できます。プリンタ設定の「余白・位置調

整」とあわせてお使いください。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー 

  

仕訳伝票の「標準形式」の検索でも、前年度の伝票を検索し、複写できるようになりまし

た。 

  

仕訳伝票の「標準形式」の検索でも、会計期間を選択し直すことなく前年度の伝票を検索できるよ

うになりました。 

前年度の仕訳伝票の複写や振戻仕訳（反対仕訳）を登録する際に有効な機能です。 

※「標準形式」は、『勘定奉行21シリーズ』相当の検索画面形式です。 

検索画面形式は、[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューの[仕訳処理 - 設定]画面の[運用設定]ページ

で設定します。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

  

仕訳処理 
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仕訳伝票の登録・更新履歴として、[仕訳処理]メニューも表示・印刷するように変更しま

した。 

  

仕訳伝票を入力する画面の右下に、登録・更新履歴として処理メニューの名称が表示されますが、

今回から[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューの場合も出力するように変更しました。 

  

今までは、処理メニューが[仕訳処理]メニュー以外のときだけ表示していましたが、[仕訳処理]-

[帳簿入力]メニューの追加など、複数メニューから仕訳伝票を手入力できるようになったことに伴

う変更です。 

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リスト]メニ

ュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー 
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仕訳伝票を検索する際の、「登録区分」の指定方法を変更しました。 
  

今までは、登録済みの仕訳伝票で利用されている登録区分だけを一覧で表示していました。 

今後は、セットアップ済みの奉行シリーズ・オプション製品に応じて、関連のある登録区分を分類

ごとに区分けして表示するように変更したので、選択しやすくなりました。 

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リスト]メニ

ュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー 

  

帳簿入力の各メニューでも、承認済・転記済の仕訳伝票を表示できるようになりました。 
  

[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニューでも、承認済・転記済の仕訳伝票を表示できるよう

になりました。その伝票を複写して、仕訳伝票を登録できます。 

  

帳簿入力の各メニューにおいて、「奉行21形式」のファンクションキーの配置でも、伝票

区分を登録できるようになりました。 

  

[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニューにおいて、「奉行21形式」のファンクションキーの

配置でも、伝票区分も登録できるようになったので、キーボードだけで仕訳伝票のすべての情報を

入力できるようになりました。 
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仕訳伝票の登録・更新履歴として、[仕訳処理]メニューも表示・印刷するように変更しま

した。 

  

仕訳伝票を入力する画面の右下に、登録・更新履歴として処理メニューの名称が表示されますが、

今回から[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューの場合も出力するように変更しました。 

  

今までは、処理メニューが[仕訳処理]メニュー以外のときだけ表示していましたが、[仕訳処理]-

[帳簿入力]メニューの追加など、複数メニューから仕訳伝票を手入力できるようになったことに伴

う変更です。 

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[仕訳伝票仮締め後修正]メニュー 

・[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め後修正]-[仕訳伝票]-[決算仮締め後仕訳伝票リスト]メニ

ュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[随時処理]-[電子帳簿変更履歴]-[仕訳伝票]メニュー 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[仕訳伝票データ一括変更]-[仕訳伝票一括削除]メニュー 
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また、既存の「金額が０の勘定科目を表示する設定」に代わって、以下の設定が[条件設定]画面の

[詳細条件]ページに追加されました。 

  

 
  

[合計残高試算表]メニューで、印刷・転送時に、勘定科目と科目区分コードの出力の有無

を、別々に設定できるようになりました。 

  

今までは、勘定科目と科目区分コードの出力の有無の設定は、共通で１つでしたが、別々に設定で

きるようになりました。 

設定は、[印刷等条件設定]画面の[基本設定]ページに追加されています。 

  

 
  

[部門内訳表]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力で

きるようになりました。 

  

[会計帳票]-[内訳表]-[部門内訳表]メニューで、[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メニ

ューで設定した部門の並び順で出力できるようになり、部門の内訳金額をさらに確認しやすくなり

ました。 

※今までどおり、コード順でも出力できます。 

  

[セグメント内訳表]メニューで、[セグメントグループ登録]メニューで設定したセグメン

トの並び順で出力できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[会計帳票]-[内訳表]-[セグメント内訳表]メニューで、[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメン

トグループ登録]メニューで設定したセグメントの並び順で出力できるようになり、セグメントの

内訳金額をさらに確認しやすくなりました。 

※今までどおり、コード順でも出力できます。 

  

[部門集計表]メニューで、部門単位（縦項目繰り返し列）の各科目の金額がすべて０の場

合、その列自体を表示しないようにしました。 

  

[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニューで、確認する必要のない列（各科目の 金額がすべて

０の列）を非表示にすることで、「金額を確認・比較しやすい帳票」「横長にならない帳票（＝印

刷時の改ページを抑える）」を実現しました。 

なお、個別に部門を指定した場合は、金額が０の場合でも列を表示します。 
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[部門集計表]メニューで、集計対象が「グループ」の場合でも、合計金額列を表示できる

ようになりました。 

  

集計対象が「グループ」の場合でも、「部門」の場合と同様に、合計金額列を表示できるようにな

りました。 

  

[集計表]メニューの各メニューで、合計金額列の表示の有無を設定表示できるようになり

ました。 

  

部門や、グループで内訳部分を表示する場合には、今までは必ず合計金額列を表示していました

が、表示の有無を設定できるようになりましたので、不要な場合には非表示にできます。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[補助科目集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[摘要集計表]メニュー 

  

  

[部門原価台帳]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力

できるようになりました。 

  

[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価台帳]-[部門原価台帳]メニューで、[導入処理]-[部門登

録]-[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力できるようになり、部門の内訳金

額をさらに確認しやすくなりました。 

※今までどおり、コード順でも出力できます。 

  

[原価集計表]メニューで、集計対象が「グループ」の場合でも、合計金額列を表示できる

ようになりました。 

  

集計対象が「グループ」の場合でも、「部門」の場合と同様に、合計金額列を表示できるようにな

りました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

  

  

[部門別推移表]メニューで、[部門グループ登録]メニューで設定した部門の並び順で出力

できるようになりました。 

  

[分析帳票]-[推移表]-[部門別推移表]メニューで、[導入処理]-[部門登録]-[部門グループ登録]メ

ニューで設定した部門の並び順で出力できるようになり、部門の内訳金額をさらに確認しやすくな

りました。 

※今までどおり、コード順でも出力できます。 

  

  

  

原価帳票 

分析帳票 
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部門別の推移表・対比表メニューから、補助科目別・取引先別などの推移表・対比表へジ

ャンプできるようになりました。 

  

[分析帳票]-[推移表]-[部門別推移表]メニューから、補助科目別推移表・取引先別推移表・セグメ

ント別推移表へジャンプできるようになりました。 

また、[分析帳票]-[対比表]-[部門別対比表]メニューからも、補助科目別対比表・取引先別対比

表・セグメント別対比表へジャンプできるようになりました。 

これにより、「全社」⇒「部門別」⇒「取引先別」（「補助科目別」・「セグメント別」）と、金

額を追跡できるようになりました。 

※セグメント別推移表・セグメント別対比表は、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使

用できます。 

  

  

[予算実績集計表]メニューで、部門単位（縦項目繰り返し列）の各科目の金額がすべて０

の場合、その列自体を表示しないようにしました。 

  

[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニューで、確認する必要のない列（各科目の 金額がすべて

０の列）を非表示にすることで、「金額を確認・比較しやすい帳票」「横長にならない帳票（＝印

刷時の改ページを抑える）」を実現しました。 

なお、個別に部門を指定した場合は、金額が０の場合でも列を表示します。 

  

[部門別予算実績対比表]メニューから、補助科目別予算実績対比表などへジャンプできる

ようになりました。 

  

[予算管理]-[予算実績対比表]-[部門別予算実績対比表]メニューから、補助科目別予算実績対比

表・セグメント別予算実績対比表へとジャンプできるようになりました。 

これにより、「全社」⇒「部門別」⇒「補助科目別」（「セグメント別」）と、金額を追跡できる

ようになりました。 

※セグメント別予算実績対比表は、『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

  

消費税申告書をモノクロプリンタで印刷した場合でも、税務署にそのまま提出・申告でき

るようになりました。 

  

今までは、モノクロプリンタで、OCR用紙の形式（[消費税申告]-[消費税申告書]メニューの[印刷

条件設定]画面の[基本設定]ページで選択）で印刷した消費税申告書は、税務署にそのまま提出・

申告できなかったため、税務署から送付されたOCR用紙に手書きで金額などの情報を転記する必要

がありました。 

今後は、当システムからモノクロプリンタで印刷したOCR用紙の形式の消費税申告書も、税務署に

そのまま提出・申告できます。 

  

※なお、税務署が用意している「モノクロ印刷用のOCR用紙」と「カラー印刷用のOCR用紙」は、印刷レイアウ

トが異なります。当システムでは、印刷レイアウトの相違にも対応していますので、そのまま税務署に提出

できます。 

  

  

  

  

予算管理 

消費税申告 
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平成22年度用の消費税申告書のレイアウトに対応しました。 
  

「翌年以降送付不要」欄の項目が追加されました。 

  

 
  

この欄は、『勘定奉行』など市販の財務会計システムの使用などにより、税務署から翌年以降の消

費税申告書用紙（手書き用）の送付を不要とする場合に、チェックを付けます。 

  

[消費税申告データ作成]メニューで、消費税申告データをファイルに出力できるようにな

りました。 

  

e－ＴａｘソフトやＰＣｄｅｓｋなど、他のシステムから電子申告を行う際に使用するファイルを

出力できるようになりました。 

[消費税申告]-[電子申告]-[消費税申告データ作成]メニューで、電子申告データを作成した際に、

をクリックして出力します。 
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[電子申告]メニューに、国税の納付手続きを自宅やオフィスからインターネット経由など

で電子的に行える機能が追加されました。 

  

[消費税申告]-[電子申告]-[消費税電子納税]メニューで、国税の納税手続きを自宅やオフィスから

インターネット経由で行えます。 

金融機関の窓口まで出向く必要がないため、金融機関の場所や受付時間などの制約がなくなりま

す。 

  

  

複数のデータ領域の実績金額・予算金額を合算できるようになりました。 
  

[随時処理]-[データ領域合算]メニューで、複数のデータ領域の実績金額・予算金額を合算できる

ようになりました。 

複数のグループ会社の会計データを集計し、データを分析したい場合に利用できます。合算先のデ

ータ領域では、グループ企業全体の金額の確認や分析ができます。 

複数のデータ領域を「部門」として合算することもできるため、部門集計表などでグループ会社別

の金額も比較・確認できます。 

  

≪ 追加メニュー ≫ 

・[データ領域管理]-[合算データ領域作成]メニュー 

  

[日報入力]メニューで入力された日報データをもとに、『給与奉行』へ出勤時間や残業時

間データを連携できるようになりました。 

  

[随時処理]-[奉行連動データ作成]-[勤怠期間日報データ作成]メニューが追加されました。 

[日報入力]メニューで入力された日報データをもとに、[勤怠期間日報データ作成]メニューで、

『給与奉行』の[随時処理]-[労務費データ連動]-[勤怠期間日報データ受入]メニューで受け入れる

ための出勤時間や残業時間データを作成できます。 

※『給与奉行』のバージョンVer1.50以降が必要です。 

※なお、ファイルでの連携ではなく直接連携する場合には、『給与奉行』の[勤怠期間日報データ直

接受入]メニューから行います。 

  

[他システム連携]メニューで、「連結大王SUMMIT」連携を強化しました。 
  

[随時処理]-[他システム連携]メニューで、「連携大王SUMMIT」連携を強化し、以下の２つの情報

を連携データとして追加しました。 

・部門集計表情報 

・マスター情報ファイル「部門」の情報 

  

[他システム連携]メニューで、「Diva Series」連携を強化しました。 
  

[随時処理]-[他システム連携]メニューで、「Diva Series」連携を強化し、以下の２つの条件を追

加しました。 

・月次単位での連携 

・金額の集計方法（発生・累計） 

  

なお、『Diva Series』は、『DivaSystem』に名称を変更しました。 

  

  

  

随時処理 
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[バックアップ]メニューで、ＤＢ依存モードでのバックアップ先にもリムーバブルメディ

アドライブを指定できるように変更しました。 

  

[随時処理]-[バックアップ]メニュー、[データ領域管理]-[バックアップ／復元]-[一括バックアッ

プ]メニューで、ＯＢＣ専用モードだけでなくＤＢ依存モードでのバックアップ先にも、「ＵＳＢ

フラッシュドライブ（ＵＳＢメモリ）」や「ＭＯドライブ」などのリムーバブルメディアドライブ

を指定できるようになります。 

  

条件設定画面のコードの範囲指定で、１つのコードをスムーズに指定できるように改善し

ました。 

  

条件設定画面のコードの範囲指定において、「終了コード」を空欄にして[Enter]キーで確定する

と、「開始コード」と同じコードが「終了コード」欄にもセットされるようになります。 

これにより、１つのコードを指定する際に、よりスムーズに指定できるようになります。 

  

 
  

[ヘルプ]・[マイページ]メニューの配置を移動しました。 
  

[ヘルプ]メニューを、メインメニューの中から、メニュー画面の右上に移動します。 

[マイページ]メニューを、メインメニューの中から、メニュー画面の右下に移動します。 
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奉行シリーズ以外の外部システムからも、自動実行スケジュールを使用できる機能を追加

しました。 

＜『自動実行管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

当システムの[自動実行管理]メニューで登録したスケジュールを、奉行シリーズ以外の外部システ

ムからも実行できるようになります。 

※外部システム側から、一定のパラメータを渡すことで、スケジュールを実行できます。 

  

奉行21の『入金管理オプション』『支払管理オプション』のデータをデータコンバートで

きるようになりました。 

＜『入金管理オプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

＜『支払管理オプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

＜『債権管理Proオプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

＜『債務管理Proオプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

＜『債権管理オプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

＜『債務管理オプション for 勘定奉行Ｖ[個別原価管理編]』をお使いの場合＞ 

  

奉行21の『入金管理オプション』『支払管理オプション』のデータを、[データ領域管理]-[データ

コンバート]メニューでコンバートできるようになりました。 

詳細は、「データコンバートマニュアル」をご確認ください。 
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機能アップガイド

Ver.1.24



  

  

  

機能追加／改正情報     

 

○以前の変更内容については、プログラムが変更された時点の内容で記載されているため、メニュー名や画面

などが当時の内容で記載されています。 

○機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニューで利用者

ごとにメニュー権限を設定してください。 

Ver.1.24 変更内容 

メニューの名称および構成を変更しました。 

導入時点での開始残高を確定する機能を追加しました。 

『債権管理オプション』『債務管理オプション』などで自動作成された伝票の摘要だけ修正できる

ように変更しました。 

法人税等の電子申告における添付書類「財務諸表(XBRL)」データを作成できるようになりました。 

連携可能なシステムに『達人シリーズ』が追加されました。 

奉行21・奉行21 R2・奉行21 Ver.Ⅱのすべてのバージョンの会社データをデータコンバートできる

ようになりました。 



  

  

≪メニュー体系≫ 

  

メニューの名称および構成を変更しました。 

  

メニューの順序および構成を変更しました。 

[電子申告]メニューは、[消費税申告]-[電子申告]メニューに移動しました。 

  

 
  

メニューの名称を変更しました。 

  

  

＜『外貨入力オプション』をお使いの場合＞ 

外貨入力オプションのメニューの名称を変更しました。 
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Ver.1.24 変更内容の詳細 

変更前 変更後 

[導入処理]-[残高入力]-[期首残高入力]-[期首残

高入力] 

[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高

入力] 

[導入処理]-[残高入力]-[期首残高入力]-[期首残

高一括振替] 

[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高

一括振替] 

[導入処理]-[残高入力]-[期首残高入力]-[期首残

高入力補助]-[期首残高入力制限] 

[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高

入力補助]-[開始残高入力制限] 

[導入処理]-[残高入力]-[期首残高入力]-[期首残

高入力補助]-[利用者別期首残高入力設定] 

[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高

入力補助]-[利用者別開始残高入力設定] 

[随時処理]-[汎用データ作成]-[金額データ作

成]-[期首残高データ作成] 

[随時処理]-[汎用データ作成]-[金額データ作成]-

[開始残高データ作成] 

[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受

入]-[期首残高データ受入] 

[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受入]-

[開始残高データ受入] 

[随時処理]-[データ一括変更]-[金額データ一括

変更]-[期首残高一括削除] 

[随時処理]-[データ一括変更]-[金額データ一括変

更]-[開始残高一括削除] 

変更前 変更後 

[導入処理]-[残高入力]-[期首残高入力]-[外貨別

期首残高入力] 

[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[外貨別開

始残高入力] 

[随時処理]-[汎用データ作成]-[金額データ作

成]-[外貨別期首残高データ作成] 

[随時処理]-[汎用データ作成]-[金額データ作成]-

[外貨別開始残高データ作成] 

[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受

入]-[外貨別期首残高データ受入] 

[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受入]-

[外貨別開始残高データ受入] 



≪導入処理≫ 

  

導入時点での開始残高を確定する機能を追加しました。 

  

[開始残高]メニューで開始残高確定処理を行うと、今年度の期首残高に変更が入らないことが保証されます。ま

た、翌年度以降、前年度の残高が翌年度の期首残高に引き継がれることが保証されます。 

  

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

○開始残高確定処理を実行し残高を確定すると、以下のメニューで期首残高の登録や修正ができなくなります。 

※印刷と参照はできます。 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高入力]メニュー 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[外貨別開始残高入力]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

○開始残高確定処理を実行し残高を確定すると、以下のメニューは非表示になります。期首残高の振り替えや受

け入れ、一括削除ができません。 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高一括振替]メニュー 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高入力補助]-[開始残高入力制限]メニュー 

・[導入処理]-[残高入力]-[開始残高入力]-[開始残高入力補助]-[利用者別開始残高入力設定]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受入]-[開始残高データ受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[金額データ受入]-[外貨別開始残高データ受入]メニュー 

※このメニューは、『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[随時処理]-[データ一括変更]-[金額データ一括変更]-[開始残高一括削除]メニュー 

  

≪仕訳処理≫ 

  

『債権管理オプション』『債務管理オプション』などで自動作成された伝票の摘要だけ修正できるように
変更しました。 

  

今までは、[会社運用設定]メニューの「他システム登録伝票編集許可」の設定が「1：編集を許可する」の場合、す

べての明細項目を修正できましたが、以下のオプション製品で自動作成された伝票については、摘要だけ修正でき

るように変更しました。 

  

  

 

開始残高の確定後は、残高のマスター間の振り替えや訂正は、「仕訳伝票」を通じて行います。 



  

≪ 対象オプション製品 ≫ 

・『債権管理オプション（Proも含む）』『債務管理オプション（Proも含む）』 

・『入金管理オプション』             『支払管理オプション』 

・『受取手形管理オプション』         『支払手形管理オプション』 

・『資金管理オプション』 

・『本支店会計オプション』 

  

≪決算処理≫ 

  

法人税等の電子申告における添付書類「財務諸表(XBRL)」データを作成できるようになりました。 

  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告科目設定]メニュー 

電子申告するために、電子申告用の定められた科目に勘定奉行の決算報告書科目を関連付けます。 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告注記登録]メニュー 

電子申告するために、電子申告用の定められた形式で注記項目を作成します。 

・[決算処理]-[決算報告書]-[電子申告]-[電子申告データ作成[財務諸表]]メニュー 

法人税の電子申告の添付書類「財務諸表(XBRL)」を作成します。 

『申告奉行[法人税・地方税編]』や『ｅ-Ｔａｘソフト』で申告する際に、このメニューで作成した添付書類

「財務諸表(XBRL)」を使用します。 

  

≪随時処理≫ 

  

連携可能なシステムに『達人シリーズ』が追加されました。 

  

連携可能なシステムに、税務申告ソフト『達人シリーズ（法人税、内訳書、概況書、消費税）』が追加されまし

た。 

[他システム連携]メニューで作成したファイルを、『達人シリーズ』で受け入れることができます。 

  

≪その他≫ 

  

奉行21・奉行21 R2・奉行21 Ver.Ⅱのすべてのバージョンの会社データをデータコンバートできるように

なりました。 

  

[データ領域管理]-[データコンバート]メニューで、以下の製品の会社データもコンバートできるようになります。 

  

・勘定奉行21 R2[個別原価管理編] 

・勘定奉行21[個別原価管理編] 

・勘定奉行21 Ver.Ⅱ 

・勘定奉行21 

  

  

 

○勘定奉行21 Ver.Ⅱ[個別原価管理編]、勘定奉行21 Ver.Ⅲ以前の場合は、事前にデータ変換作業が必要になり

ます。 

※詳細は、「データコンバートマニュアル 第１章 はじめに コンバートの手順」をご参照ください。 

○決算日が平成18年４月30日以前の会社データ（会社法に対応していないデータ）は、移行できません。 

※詳細は、「データコンバートマニュアル 第１章 はじめに コンバートできる会社データ・できない会社デー

タ」をご参照ください。 



機能アップガイド

Ver.1.23
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○以前の変更内容については、プログラムが変更された時点の内容で記載されているため、メニュ

ー名や画面などが当時の内容で記載されています。 

○機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュ

ーで利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

Ver.1.23 変更内容 

≪改正情報≫ 

平成22年４月改正労働基準法に対応しました。 

≪メニュー体系≫ 

メニューの名称および構成を変更しました。 

≪帳票全般≫ 

帳票メニューで、未承認・未転記の仕訳を集計できるようになりました。 

帳票メニューの[条件設定]画面で、前回条件を保持する項目として、集計対象の「勘定科目（科目

区分）指定」の項目が追加されました。 

帳票メニューから帳票メニューへジャンプした際に、[条件設定]（Ｆ10）を押すと、さらに条件を

絞り込んで集計することができるようになりました。 

会計帳票を印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるようになりました。 

集計表を印刷する際に、列幅を補正することができるようになりました。 

≪導入処理≫ 

[セグメント登録]メニュー・[セグメントグループ登録]メニューで、名称に加えて、「コード」も

会計期間ごとに保持できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

[セグメントグループ登録]メニューで、登録済みのグループ体系を、複写できるようになりまし

た。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

税区分の名称の「一般」という表現を「課税」に変更しました。 

≪仕訳処理≫ 

仕訳の検索条件を設定する画面（[条件設定]画面）を、利用レベルに応じた形式に、切り替えるこ

とができます。 

仕訳の検索条件を設定する画面（[条件設定]画面）のコード範囲指定において、終了コードを空欄

のまま[Enter]キーで確定すると、開始コードと同じコードが終了コード欄に自動的に表示される

ようになりました。 

[仕訳処理]メニューの[残高表示]画面に、未承認・未転記の仕訳を含めた金額を表示するかの選択

ができるようになりました。 

１：１の仕訳をスムーズに入力できる[仕訳帳入力]メニューが追加されました。 

[帳簿入力]メニューの各メニューに、印刷機能が追加されました。 

部門ごとに、仕訳伝票で指定できる勘定科目を制限できるようになりました。 

部門管理しない勘定科目（貸借対照表の勘定科目など）に対して、仕訳入力時に自動表示する（仕



訳入力時に固定する)部門を指定できるようになりました。 

伝票番号の初期No.を設定できるようになりました。 

月次締めの実行履歴が、[月次締め履歴]メニューとして独立して、履歴だけを確認できるようにな

りました。 

≪会計帳票≫ 

取引先を範囲指定して、取引先ごとに元帳を出力できるようになりました。 

元帳を印刷する際に指定できる最大フォントが、「８」から「11」に変更されました。 

元帳を印刷する際に、１ページ当たりの印刷行数を調整できるように、行の高さを補正することが

できるようになりました。 

[合計残高試算表]メニューにおける要約印刷・精算表印刷の際に、１ページ当たりの印刷行数を調

整できるように、行の高さを補正することができるようになりました。 

[部門内訳表]メニューで、「0：その他」部門だけに金額が発生している勘定科目（科目区分）

は、表示しないように変更しました。 

[取引先内訳表]メニューで、「0：その他」取引先だけに金額が発生している勘定科目は、表示し

ないように変更しました。 

セグメントに関する各帳票メニューで、グループ集計の場合も、セグメント合計を出力できるよう

になりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

[セグメント内訳表]メニューで、「0：その他」セグメントだけに金額が発生している勘定科目

（科目区分）は、表示しないように変更しました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

[セグメント集計表]メニューで、セグメント比を出力できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

≪分析帳票≫ 

勘定科目別・取引先別に、金額の推移を確認できるようになりました。 

勘定科目別・取引先別に、当期と前期の金額を比較できるようになりました。 

≪原価帳票≫ 

原価帳票に、プロジェクト予算を出力できるようになりました。 

粗利率の「%」表記を削除しました。 

≪配賦処理≫ 

配賦元とは別のセグメント情報を指定できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

≪予算管理≫ 

縦軸に勘定科目（補助科目）、横軸にサブマスター（部門など）を並べた一覧で、予算と実績の比

較をできるようになりました。 

≪消費税申告≫ 

税区分・申告書計算区分の名称の「一般」という表現を「課税」に変更しました。 

≪決算処理≫ 

決算締めの実行履歴が、[決算締め履歴]メニューとして独立して、履歴だけを確認できるようにし

ました。 

≪随時処理≫ 

[汎用データ作成]メニュー・[汎用データ受入]メニューに、間接費配賦の条件パターンを作成・受



  

入するメニューが追加されました。 

連携可能なシステムに、『宝印刷』が追加されました。 

『Diva Series』との連携で、相手先別明細情報に対して、勘定科目の指定が追加されました。 

『連結大王SUMMIT』との連携で、出力ファイルに「マスターファイル」が追加されました。 

≪その他≫ 

監査用のアカウント（読み取り専用アカウント）が追加されました。 

[メニュー権限登録]・[データ領域権限登録]メニューに一括複写機能が追加されました。 

奉行ｉメニューの操作性が変更されました。 

[知的財産情報]メニューが追加されました。 

≪仕訳伝票Webオプション≫ 

申請処理のパフォーマンスが向上しました。 

[部門別科目入力制限]メニューにより、部門ごとに、仕訳伝票で指定できる勘定科目が制限できる

ようになりました。 

≪財務諸表照会Webオプション≫ 

取引先を範囲指定して、取引先ごとに元帳を照会できるようになりました。 

元帳を照会する際に条件を設定する画面のコード範囲指定において、終了コードを空欄のまま

[Enter]キーで確定すると、開始コードと同じコードが終了コード欄に自動的に表示されるように

なりました。 



 

  

≪改正情報≫ 

  

平成22年４月改正労働基準法に対応しました。 
  

▼平成22年４月改正労働基準法  

  

これに伴い、当システムでも60時間および45時間を超える時間外労働に対して、割増計算を考慮さ

せることができるようになりました。 

  

60時間・45時間超割増計算する場合に、[労務費配賦]メニュー （[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務

費配賦]メニュー） で、入力した割増単価をもとに割増分の振替金額を自動計算し、配賦できるよ

うになりました。 

60時間・45時間超割増計算する場合は、以下のメニューで、あらかじめ設定が必要です。 

○[労務費配賦体系登録]メニュー （[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦設定]-[労務費配賦体系

登録]メニュー）  

労務費配賦体系ごとに、60時間・45時間を超えた場合に割増計算するかを設定できるようになり

ました。 

また、日報項目ごとに割増計算するかを設定できるようになりました。 

○[社員情報登録]メニュー （[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦設定]-[社員情報登録]-[社員

情報登録]メニュー）  

指定された労務費配賦体系の割増計算の設定をもとに、割増単価を設定できるようになりまし

た。設定の対象は、単価計算する社員です。 

○[社員一括登録]メニュー （[配賦処理]-[労務費配賦]-[労務費配賦設定]-[社員情報登録]-[社員

情報一括登録]メニュー）  

指定された労務費配賦体系の割増計算の設定をもとに、複数社員の割増単価を設定できるように

なりました。設定の対象は、単価計算する社員です。 

  

≪メニュー体系≫ 

  

メニューの名称および構成を変更しました。 

  

メニューの名称を変更しました。 
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Ver.1.23 変更内容の詳細 

平成22年４月から「労働基準法の一部を改正する法律（改正労働基準法）」が施行されます。 

１ヵ月60時間を超える時間外労働について、法定割増賃金率が現行の25％から50％に引き上げら

れます。 

また、特別条項付きの時間外労働協定では、１ヵ月45時間を超える時間外労働についても割増賃

金率を定め、その率は法定割増賃金率（25％）を超える率とするように努める必要があります。 

※１ヵ月60時間を超える時間外労働の法定割増賃金率の引き上げについては、中小企業の場合は、

当分の間、適用が猶予されます。 



＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

セグメント帳票のメニューの構成および名称を変更しました。 

 
  

≪帳票全般≫ 

  

帳票メニューで、未承認・未転記の仕訳を集計できるようになりました。 

  

[会社運用設定]メニューの[伝票設定]ページで、「未承認・未転記の仕訳を集計する」に設定にす

ると、各帳票メニューで、未承認・未転記の仕訳を集計するかの選択ができるようになりました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]メニューの各メニュー 

・[分析帳票]メニューの各メニュー 

・[予算帳票]メニューの各メニュー 

・[原価帳票]メニューの各メニュー 

  

帳票メニューの[条件設定]画面で、前回指定した条件を保持する項目として、集計対象の

「勘定科目（科目区分）指定」が追加されました。 

  

前回指定した「勘定科目（科目区分）指定」の条件が保持されるようになったため、取引先の帳票

など、勘定科目が常に固定の場合に、効率的に集計できます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

[条件設定]画面に、集計対象として「勘定科目（科目区分）指定」項目が用意されているメニ

ューすべてが対象です。 

・[会計帳票]-[内訳表]-[部門内訳表]メニューなどの内訳表メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[部門別推移表]メニューなどの推移表メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[部門別対比表]メニューなどの対比表メニュー 

・[予算管理]-[予算実績対比表]-[部門別予算実績対比表]メニューなどの予算実績対比表メニ

ュー 

  

帳票メニューから帳票メニューへジャンプした際に、[条件設定]（Ｆ10）を押すと、さら

に条件を絞り込んで集計することができるようになりました。 

  

今までは、ジャンプ先の画面には、[条件設定]（F10）が表示されていませんでした。 

[条件設定]（F10）が追加されたことで、たとえば、合計残高試算表から元帳へジャンプした際に、

集計期間を変更したり相手科目を指定するなど、表示する情報をさらに絞り込むことができます。 

  

会計帳票を印刷する際に、行の高さの補正やフォントサイズの変更ができるようになりま



した。 

  

行の高さを補正したり、集計結果部分のフォントサイズを変更することで、会計帳票の１ページ当

たりの印刷行数を調整できるようになりました。 

お客様の見やすさに合わせて調整できます。 

※行の高さ・フォントサイズは、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページなどで設定できます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[日計表]メニュー 

・[会計帳票]-[合計残高試算表]-[合計残高試算表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[部門内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[補助科目内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[現預金内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[セグメント内訳表]メニュー 

※『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[補助科目集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[摘要集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[外貨集計表]メニュー 

※『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[会計帳票]-[集計表]-[セグメント集計表]メニュー 

※『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー 

  

集計表を印刷する際に、列幅を補正することができるようになりました。 

  

列幅を補正することで、集計表の１ページ当たりに出力するマスターの数を調整できるようになり

ました。 

印刷枚数も節約できます。 

※列幅は、[印刷条件設定]画面の[印刷設定]ページで補正できます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[集計表]-[部門集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[補助科目集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[取引先集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[摘要集計表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[外貨集計表]メニュー 

※『外貨入力オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[会計帳票]-[集計表]-[セグメント集計表]メニュー 

※『セグメント管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

・[原価帳票]-[部門別原価帳票]-[部門原価集計表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

・[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー 

  

≪導入処理≫ 

  

[セグメント登録]メニュー・[セグメントグループ登録]メニューで、名称に加えて、「コ

ード」も会計期間ごとに保持できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  



セグメント・セグメントグループを会計期間ごとに保持できるようになったことで、会計期間ごと

に異なるコード体系・グループ体系を登録できるようになりました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメント１登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメント２登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメントグループ１登録]メニュー 

・[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメントグループ２登録]メニュー 

  

[セグメントグループ登録]メニューで、登録済みのグループ体系を、複写できるようにな

りました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[セグメントグループ登録]メニュー （[導入処理]-[セグメント登録]-[セグメントグループ登録]メ

ニュー） で、登録済みのグループ体系を、複写できるようになりました。また、前年度のグループ

体系も複写できます。 

  

税区分の名称の「一般」という表現を「課税」に変更しました。 

  

今までは、「課税売上分一般仕入」のように、税区分の名称に「一般」という表現を使用していま

したが、「課税売上分課税仕入」と、「課税」という表現を使用するように変更しました。 

（この変更は、新規にデータ領域を作成した段階から反映されます。すでに運用中のデータ領域に

は、今回の変更は自動的には反映されません。） 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[導入処理]-[消費税基本登録]-[税区分登録]メニュー 

・[税区分検索]画面 

・[消費税申告]-[消費税計算書]メニュー など 

  

≪仕訳処理≫ 

  

仕訳の検索条件を設定する画面（[条件設定]画面）を、利用レベルに応じた形式に、切り

替えることができます。 

  

[条件設定]画面の形式は、[仕訳処理]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー） などの[設定]

画面の伝票検索画面の形式 （[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューなどの[設定]画面の[運用設定]ペー

ジで設定） で切り替えられます。 

「標準形式」は、科目の検索条件を単一範囲指定する、シンプルな形式です。 

「拡張形式」は、科目の検索条件を複数組み合わるなど、高度な検索が可能な形式です。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニュー 

  

仕訳の検索条件を設定する画面（[条件設定]画面）のコード範囲指定において、終了コー

ドを空欄のまま[Enter]キーで確定すると、開始コードと同じコードが終了コード欄に自動

的に表示されるようになりました。 

  

科目コードなどが対象です。 

開始コードと同じコードが終了コード欄に自動的に表示されることによって、コードの単一指定が

スムーズになります。 

また、今までは、コード欄に「最初～最後」が初期表示されていましたが、空欄になりました。空

欄のまま実行すると、「最初～最後」で検索されます。 



※奉行21シリーズと同様の仕様になりました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[定型仕訳登録]メニュー 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

・[自動実行管理]-[条件設定]-[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニュー 

※『自動実行管理オプション』をお使いの場合に使用できます。 

  

[仕訳処理]メニューの[残高表示]画面に、未承認・未転記の仕訳を含めた金額を表示する

かの選択ができるようになりました。 

  

[会社運用設定]メニュー （[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー） の[伝票設定]ペー

ジに、未承認・未転記仕訳を含めて集計するかの設定（伝票入力時の科目残高表示）が追加されま

した。 

  

１：１の仕訳をスムーズに入力できる[仕訳帳入力]メニューが追加されました。 

  

[仕訳帳入力]メニュー （[仕訳処理]-[帳簿入力]-[仕訳帳入力]メニュー） は、１：１の仕訳を連

続で大量に入力する際に適しています。 

  

[帳簿入力]メニューの各メニューに、印刷機能が追加されました。 

  

[帳簿入力]メニュー （[仕訳処理]-[帳簿入力]メニュー） の各メニューに、印刷機能が追加されま

した。 

  

部門ごとに、仕訳伝票で指定できる勘定科目を制限できるようになりました。 

  

[会社運用設定]メニュー （[導入処理]-[運用設定]-[会社運用設定]メニュー） の[伝票設定]ペー

ジで、部門別の科目入力制限を「1：使用する」に設定すると、[部門別科目入力制限]メニュ

ー （[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別科目入力制限]メニュー） で、部門ごとに、仕訳伝票で

指定できる勘定科目を制限できます。 

例えば、製造部門の伝票にも関わらず、誤って損益計算書科目である消耗品費や水道光熱費を、仕

訳伝票で指定してしまうような誤入力を防ぐため、 製造部門に対しては製造原価報告書科目だけ指

定できるように、[部門別科目入力制限]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別科目入力

制限]メニュー） で設定しておくことができます。 

（消耗品費や水道光熱費など、損益計算書科目と製造原価報告書科目で同じ名称の科目がありま

す。） 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー（編集

受入） 

・[随時処理]-[奉行連動データ作成]-[仕訳伝票受入]メニュー（編集受入） 

  

部門管理しない勘定科目（貸借対照表の勘定科目など）に対して、仕訳入力時に自動表示

する（仕訳入力時に固定する)部門を指定できるようになりました。 

  

今までは、「0：その他」部門が表示されていました。 

自動表示する部門は、[科目別マスター入力設定]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[科目別

マスター入力設定]メニュー） で設定できます。 



≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]メニューの各メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[仕訳伝票データ受入]-[仕訳伝票データ受入]メニュー（編集

受入） 

・[随時処理]-[奉行連動データ作成]-[仕訳伝票受入]メニュー（編集受入） 

  

伝票番号の初期No.を設定できるようになりました。 

  

[伝票No.自動付番設定]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[伝票No.自動付番設定]メニュー） 

で、伝票番号の初期No.を設定できるようになりました。 

当システムの導入時や会計期首・月初など、伝票を初めて入力するときに、[仕訳処理]メニュ

ー （[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー） の伝票No.欄に初期表示される伝票No.の設定です。 

  

 
  

伝票No.を、部門ごとに、Ａ部門は1000番台・Ｂ部門は2000番台・・・と分けて管理しているような

場合に、有効です。 

※画面は、付番基準 （[導入処理]-[会計期間設定]-[会計期間設定]メニューの[伝票設定]ページで

設定） が「部門別」の場合の表示形式です。 

※今までどおり、[仕訳処理]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー） の伝票No.欄に次回表示

される伝票No.の設定・変更もできます。（項目名が「伝票No.」から「次回付番No.」に変更され

ました。） 

  

月次締めの実行履歴が、[月次締め履歴]メニューとして独立して、履歴だけを確認できる
ようになりました。 

  

[月次仮締め]メニュー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]メニュー） ・[月次本締め]メニュ

ー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次本締め]メニュー） から履歴参照と印刷の機能が独立して、新

たに[月次締め履歴]メニュー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次締め履歴]メニュー） が追加されま

した。 

[月次仮締め]メニュー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次仮締め]メニュー） ・[月次本締め]メニュ

ー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次本締め]メニュー） では履歴参照および印刷ができなくなりま

したので、履歴は[月次締め履歴]メニュー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次締め履歴]メニュー） 

で確認してください。 

※履歴参照および印刷の機能を使用する場合は、[権限管理]メニューで、[月次締め履歴]メニュ

ー （[仕訳処理]-[月次処理]-[月次締め履歴]メニュー） に対してメニュー権限を設定してくださ

い。 

  

≪会計帳票≫ 

  

取引先を範囲指定して、取引先ごとに元帳を出力できるようになりました。 



  

[元帳]メニュー （[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー） の[元帳 - 条件設定]画面の[基本条件]ペ

ージで、取引先を範囲指定して、取引先ごとに元帳を出力できるようになりました。 

  

元帳を印刷する際に指定できる最大フォントが、「８」から「11」に変更されました。 

  

[元帳]メニュー （[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー） の[元帳 - 印刷等条件設定]画面の[詳細

設定]ページなどで、フォントサイズが指定できますが、指定できる最大フォントが「８」から

「11」に変更されました。元帳を、必要に応じて大きな文字で印刷できます。 

  

元帳を印刷する際に、１ページ当たりの印刷行数を調整できるように、行の高さを補正す
ることができるようになりました。 

  

[元帳]メニュー （[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー） の[元帳 - 印刷等条件設定]画面の[印刷

設定]ページで、１ページ当たりの印刷行数を調整できるように、行の高さを補正できるようになり

ました。 

  

[合計残高試算表]メニューにおける要約印刷・精算表印刷の際に、１ページ当たりの印刷

行数を調整できるように、行の高さを補正することができるようになりました。 

  

[合計残高試算表]メニュー （[会計帳票]-[合計残高試算表]-[合計残高試算表]メニュー） におけ

る要約印刷・精算表印刷の際に、[合計残高試算表 - 印刷等条件設定]画面の[印刷設定]ページで、

１ページ当たりの印刷行数を調整できるように、行の高さを補正できるようになりました。 

  

[部門内訳表]メニュー「0：その他」部門だけに金額が発生している勘定科目（科目区分）

は、表示しないように変更しました。 

  

[部門内訳表]メニュー （[会計帳票]-[内訳表]-[部門内訳表]メニュー） で、勘定科目（科目区

分）の指定をせず、金額０の部門・科目を表示しない条件で集計した場合の変更です。 

なお、[条件設定]画面の[基本条件]ページで、勘定科目（科目区分）を直接個別に指定した場合

は、「0：その他」部門だけに金額が発生している場合も表示します。 

  

[取引先内訳表]メニュー「0：その他」取引先だけに金額が発生している勘定科目は、表示

しないように変更しました。 

  

[取引先内訳表]メニュー （[会計帳票]-[内訳表]-[取引先内訳表]メニュー） で、勘定科目の指定

をせず、金額０の取引先・科目を表示しない条件で集計した場合の変更です。 

なお、[条件設定]画面の[基本条件]ページで、勘定科目を直接個別に指定した場合は、「0：その

他」取引先だけに金額が発生している場合も表示します。 

  

セグメントに関する各帳票メニューで、グループ集計の場合も、セグメント合計を出力で

きるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

セグメントに関する各帳票メニューの[条件設定]画面の[詳細条件]ページで、合計を出力するに設

定すると、グループ集計の場合もセグメント合計を出力できるようになりました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[内訳表]-[セグメント１内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[セグメント２内訳表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[セグメント１推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[推移表]-[セグメント２推移表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[セグメント１対比表]メニュー 

・[分析帳票]-[対比表]-[セグメント２対比表]メニュー 



  

[セグメント内訳表]メニュー「0：その他」セグメントだけに金額が発生している勘定科目
は、表示しないように変更しました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[セグメント内訳表]メニュー （[会計帳票]-[内訳表]-[セグメント内訳表]メニュー） で、勘定科

目の指定をせず、金額０のセグメント・科目を表示しない条件で集計した場合の変更です。 

なお、[条件設定]画面の[基本条件]ページで、勘定科目（科目区分）を直接個別に指定した場合

は、「0：その他」セグメントだけに金額が発生している場合も表示します。 

  

[セグメント集計表]メニューで、セグメント比を出力できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

[セグメント集計表]メニュー （[セグメント帳票]-[セグメント集計表]メニュー） で、セグメント

比（セグメント/セグメント合計）を出力できるようになりました。 

  

≪分析帳票≫ 

  

勘定科目別・取引先別に、金額の推移を確認できるようになりました。 

  

[取引先別推移表]メニュー （[分析帳票]-[推移表]-[取引先別推移表]メニュー） が追加され、勘

定科目別・取引先別の金額の推移を確認できるようになりました。 

  

勘定科目別・取引先別に、当期と前期の金額を比較できるようになりました。 

  

[取引先別対比表]メニュー （[分析帳票]-[対比表]-[取引先別対比表]メニュー） が追加され、勘

定科目別・取引先別に、当期と前期の金額を比較できるようになりました。 

  

≪原価帳票≫ 

  

原価帳票に、プロジェクト予算を出力できるようになりました。 

  

[プロジェクト一覧表]メニュー （[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メ

ニュー） ・[プロジェクト原価集計表]メニュー （[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジ

ェクト原価集計表]メニュー） に、予算額・予算残・消化率を出力できるようになりました。 

予算額の対象となる予算は、[原価管理体系登録]メニュー （[導入処理]-[原価管理体系登録]-[原

価管理体系登録]メニュー） で設定します。 

  

粗利率の「%」表記を削除しました。 

  

画面・印刷・転送において、粗利率に付加されていた「%」表記を、削除しました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト一覧表]メニュー 

・[原価帳票]-[プロジェクト別原価帳票]-[プロジェクト原価集計表]メニュー 

  

≪配賦処理≫ 

  

配賦元とは別のセグメント情報を指定できるようになりました。 

＜『セグメント管理オプション』をお使いの場合＞ 

  

今までは、配賦先のセグメントは指定できず、必ず配賦元のセグメントが使用されていましたが、

[部門別配賦基準登録]メニュー （[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦設定]-[部門別配賦基

準登録]メニュー） ・[部門共通原価配賦基準登録]メニュー （[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-



[部門共通原価配賦設定]-[部門共通原価配賦基準登録]メニュー） で、配賦先のセグメントを指定

できるようになりました。 

たとえば、配賦元が「共通部門」「共通セグメント」で、配賦先の部門が「製造部門Ａ」、この

「製造部門Ａ」が扱っているセグメントが「事務機器」１つだけような場合に、有効です。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[配賦処理]-[部門実績配賦]-[部門実績配賦]メニュー 

・[配賦処理]-[部門共通原価配賦]-[部門共通原価配賦]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[配賦基準データ作成]-[部門別配賦基準データ作成]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[配賦基準データ作成]-[部門共通原価配賦基準データ作成]メ

ニュー 

・[随時処理]-[汎用データ受入]-[配賦基準データ受入]-[部門別配賦基準データ受入]メニュー 

・[随時処理]-[汎用データ作成]-[配賦基準データ作成]-[部門共通原価配賦基準データ受入]メ

ニュー 

  

≪予算管理≫ 

  

縦軸に勘定科目（補助科目）、横軸にサブマスター（部門など）を並べた一覧で、予算と
実績の比較ができるようになりました。 

  

縦軸に勘定科目（補助科目）、横軸に部門などのサブマスターを並べた一覧で、予算と実績の比較

ができる[予算実績集計表]メニュー （[予算管理]-[予算実績集計表]メニュー） が追加されまし

た。 

たとえば、部門ごとに各勘定科目に対する予算実績を比較・分析できます。あわせて部門同士の比

較・分析もできます。 

  

≪消費税申告≫ 

  

税区分・申告書計算区分の名称の「一般」という表現を「課税」に変更しました。 

  

今までは、「課税売上分一般仕入」のように、税区分・申告書計算区分の名称に「一般」という表

現を使用していましたが、「課税売上分課税仕入」と、「課税」という表現を使用するように変更

しました。 

（税区分の名称の変更は、新規にデータ領域を作成した段階から反映されます。すでに運用中のデ

ータ領域には、今回の変更は自動的には反映されません。） 

  

 
  

≪ 関連メニュー ≫ 

・[消費税申告]-[消費税計算書]メニュー 

・[消費税申告]-[科目別税区分集計表]メニュー 

・[消費税申告]-[税区分明細表]メニュー 



  

≪決算処理≫ 

  

決算締めの実行履歴が、[決算締め履歴]メニューとして独立され、履歴だけを確認できる

ようにしました。 

  

[決算仮締め]メニュー （[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め]メニュー） ・[決算本締め]メニュ

ー （[決算処理]-[締処理]-[決算本締め]メニュー） から履歴参照と印刷の機能が独立して、新た

に[決算締め履歴]メニュー （[決算処理]-[締処理]-[決算締め履歴]メニュー） が追加されまし

た。 

[決算仮締め]メニュー （[決算処理]-[締処理]-[決算仮締め]メニュー） ・[決算本締め]メニュ

ー （[決算処理]-[締処理]-[決算本締め]メニュー） では履歴参照および印刷ができなくなりまし

たので、履歴は[決算締め履歴]メニュー （[決算処理]-[締処理]-[決算締め履歴]メニュー） で確

認してください。 

※履歴参照および印刷の機能を使用する場合は、[権限管理]メニューで、[決算締め履歴]メニュ

ー （[決算処理]-[締処理]-[決算締め履歴]メニュー） に対してメニュー権限を設定してくださ

い。 

  

≪随時処理≫ 

  

[汎用データ作成]メニュー・[汎用データ受入]メニューに、間接費一括配賦の条件パター
ンを作成・受入するメニューが追加されました。 

  

[間接費配賦条件パターンデータ作成]メニュー （[随時処理]-[汎用データ作成]-[配賦基準データ

作成]-[間接費配賦条件パターンデータ作成]） ・[間接費配賦条件パターンデータ受入]メニュ

ー （[随時処理]-[汎用データ作成]-[配賦基準データ作成]-[間接費配賦条件パターンデータ受

入]） で、間接費一括配賦の集計条件パターンを作成・受入できるようになりました。 

当メニューは、配賦先のプロジェクトを、配賦の都度変更したい場合などに有効です。 

≪ 関連メニュー ≫ 

[配賦処理]-[間接費一括配賦設定]-[間接費配賦条件パターン登録]メニュー 

  

連携可能なシステムに、『宝印刷』が追加されました。 

  

連携可能なシステムに、『宝印刷』が追加されました。 

[他システム連携]メニュー （[随時処理]-[他システム連携]メニュー） で作成したファイルを、

『宝印刷 X-Editorのサブシステム』で受け入れることができます。 

  

『Diva Series』との連携で、相手先別明細情報に対して、勘定科目の指定が追加されまし

た。 

  

[他システム連携]メニュー （[随時処理]-[他システム連携]メニュー） で『Diva Series』と連携

する場合の[他システム連携[Diva Series]-条件設定]画面に、相手先別明細情報として勘定科目の

指定が追加されました。 

  

『連結大王SUMMIT』との連携で、出力ファイルに「マスターファイル」が追加されまし

た。 

  

[他システム連携]メニュー （[随時処理]-[他システム連携]メニュー） で連携する『連結大王

SUMMIT』の出力ファイルに、「マスターファイル」が追加されました。 

  

≪その他≫ 

  

監査用のアカウント（読み取り専用アカウント）が追加されました。 



  

監査用のアカウント（読み取り専用アカウント）として、「RcGuest」が追加されました。（初期で

は「無効」に設定されています。） 

「RcGuest」アカウントは、「読み取り専用」の権限が初期で設定されており、メニュー権限を個々

に設定しなくても、以下の制限された動作をシステム側で保証します。 

・データを更新するだけのメニューは、起動自体が制限されます。 

・データの閲覧と更新をするメニューは、閲覧だけに制限された状態で自動的に起動します。 

なお、この「読み取り専用」の権限は、他のアカウントにも設定できます。 

  

[メニュー権限登録]・[データ領域権限登録]メニューに一括複写機能が追加されました。 
今までは、メニュー権限・データ領域権限を複写する際に、複写先に１名しか指定できませんでし

た。 

今回より、複写先に複数名を指定して、一括で複写できるようになりました。 

  

奉行ｉメニューの操作性が変更されました。 
［奉行ｉメニュー］ボタンをクリックすると、「サポート時事情報」や「保守会員様向けダウンロ

ード情報」の内容が、最新の情報に更新されるようになりました。 

  

[知的財産情報]メニューが追加されました。 
今までは、[ヘルプ]-[バージョン情報]メニューで確認できた「知的財産情報」が、[ヘルプ]-[知的

財産情報]メニューに追加されました。 

また、特許権および意匠権の詳細を確認できるリンク先が追加されました。 

  

≪仕訳伝票Webオプション≫ 

  

申請処理のパフォーマンスが向上しました。 

  

[起票処理]-[仕訳処理]メニューにおける、申請処理のパフォーマンスが向上しました。 

  

[部門別科目入力制限]メニューにより、部門ごとに、仕訳伝票で指定できる勘定科目が制
限できるようになりました。 

  

勘定奉行側の[部門別科目入力制限]メニュー （[仕訳処理]-[仕訳入力補助]-[部門別科目入力制限]

メニュー） で、部門ごとに、仕訳伝票で指定できる勘定科目を制限できるようになりました。 

制限されていると、例えば、製造部門の伝票にも関わらず、誤って損益計算書科目である消耗品費

や水道光熱費を、仕訳伝票で指定してしまうような誤入力がなくなります。 

（消耗品費や水道光熱費など、損益計算書科目と製造原価報告書科目で同じ名称の科目がありま

す。） 

≪ 関連メニュー ≫ 

[起票処理]-[仕訳処理]メニュー 

  

≪財務諸表照会Webオプション≫ 

  

取引先を範囲指定して、取引先ごとに元帳を照会できるようになりました。 

  

元帳を照会する際に条件を設定する画面の[基本条件]ページで、取引先を範囲指定して、取引先ご

とに元帳を照会できるようになりました。 

  

元帳を照会する際に条件を設定する画面のコード範囲指定において、終了コードを空欄の

まま[Enter]キーで確定すると、開始コードと同じコードが終了コード欄に自動的に表示さ

れるようになりました。 

  

科目コードなどが対象です。 



開始コードと同じコードが終了コード欄に自動的に表示されることによって、コードの単一指定が

スムーズになります。 

また、今までは、コード欄に「最初～最後」が初期表示されていましたが、空欄になりました。空

欄のまま実行すると、「最初～最後」で検索されます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

[管理資料]-[元帳]メニュー 

  



機能アップガイド

Ver.1.21



  

  

機能追加／改正情報       

 
機能アップによって新しく追加されたメニューが画面に表示されない場合は、[権限管理]メニュー
で利用者ごとにメニュー権限を設定してください。 

Ver.１．２１ 変更内容 

≪メニュー体系≫ 

メニューの順序および構成を変更しました。 

メニューの名称および構成を変更しました。 

奉行ｉメニューを追加しました。 

≪導入処理≫ 

[部門登録]メニューで、名称に加えて「コード」も、会計期間ごとに保持できるようになり、異な
るコード体系を登録できるようになりました。 

[部門グループ登録]メニューで、コード/名称を、会計期間ごとに保持できるようになり、異なる
コード体系/組織体系を登録できるようになりました。 

≪仕訳処理≫ 

[仕訳処理]-[仕訳処理]メニューで、[反対仕訳]（[F８]）キーを押して反対仕訳を登録した場合
は、登録した伝票が特殊仕訳の場合でも、登録時の確認のメッセージを表示しないように変更しま
した。 

仕訳処理から各マスター画面へジャンプする際に、スムーズにジャンプ先を選択できるように、選
択肢をボタンで表示するようにしました。ジャンプ先を選択する際に、１回のクリックでジャンプ
できます。 

仕訳を入力する際に、「１：Ｎ」「Ｎ：１」の入力形式を支援します。 

検索画面に、[条件登録]ボタンを追加しました。そのボタンを押すことで、検索条件を保存でき、
再度利用することが可能になりました。 

検索画面に、[条件クリア]ボタンを追加しました。そのボタンを押すことで、指定した条件を一括
クリアする（初期値に戻す）ことが可能になりました。１項目１項目変更していく手間を省くこと
ができます。 

仕訳リストの印刷形式に、勘定奉行21の仕訳リスト１相当の形式「簡易形式」を追加しました。 

仕訳伝票を専用用紙に印刷する際に、伝票区分を印字させるかを選択できるようになりました。 

入力科目（自勘定科目）を固定して１：１の仕訳を連続で入力するメニューを追加しました。 

外貨取引の入力ができるようになりました。 

為替差損益を計上する伝票を自動的に作成できるようになりました。 

≪会計帳票≫ 

元帳メニューから仕訳処理画面にジャンプした際に、複数の仕訳処理画面を表示できるようにしま
した。 

元帳メニューで集計科目を切り替えるボタン名を変更しました。 

元帳を印刷する際に、１ページ当たりの印刷行数が調整できるようになりました。 

部門集計表で、部門比に加えて「構成比」が出力できるようになりました。 

帳票メニューから帳票メニューへジャンプする際に、ジャンプ先を簡単に選択できるようにしまし



た。 

外貨元帳、外貨内訳表、外貨集計表が出力できるようになりました。 

≪原価帳票≫ 

台帳で印字する金額を「発生金額」と「累計金額」から選択できるようになりました。 

≪配賦処理≫ 

労務費単位として、サブプロジェクト別に配賦するか設定できるようになりました。 

≪予算管理≫ 

予算額登録メニューで、科目の並び順が「科目体系順」に変更になりました。 

予算額登録メニューで、補助科目・部門・セグメントを削除した場合に、登録済みの予算額を振り
替えます。 

≪消費税申告≫ 

[消費税申告]-[消費税申告書]メニューで、税務署欄を入力する際に、税務署の検索機能が追加さ
れました。 

消費税申告書に添付する税理士添付書を印刷できるようになりました。 

≪決算処理≫ 

[決算処理]-[期末処理]-[期末残高繰越]メニューで、期末残高繰越を実行した際の履歴が確認でき
るようになりました。 

≪電子申告≫ 

消費税申告書の電子申告に対応しました。 

≪その他≫ 

[データ領域管理]-[データコンバート]メニューで、勘定奉行21シリーズのデータをコンバートす
る際に、処理スピードを改善しました。 

[汎用データ作成]-[仕訳伝票データ作成]メニューで、勘定奉行21[個別原価管理編]対応のソリュ
ーションと連携が可能になりました。 

連携可能なシステムが追加されました。 
・連結会計システム「SUPER COMPACT Pathfinder」 
・法定開示書類自動作成システム「決算報告書エクスプレス」 

自動実行する際に、複数のパターンの条件設定を保持できるようになりました。<自動実行オプシ
ョンをご利用の場合> 

当システムを起動する際のセキュリティを強化しました。 

[セキュリティ管理]メニューのメニュー構成を変更しました。 

汎用データレイアウト集をExcelファイルでの提供に変更しました。 

出力帳票一覧をDVD-ROM内に追加しました。 

≪仕訳伝票Webオプション≫ 

メニュー全般で、PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷することができるようにな
りました。 

[仕訳処理]メニュー・[定型仕訳登録]メニューで、各項目の入力時のカーソルの移動が、勘定奉行
側と同様になりました。 

[仕訳処理]メニューで、１つの伝票が２ページ以降にまたがる場合にも、伝票ヘッダー情報が印刷
されるようになりました。 

[仕訳承認(管理者)]のメニュー名称を変更しました。 

[未承認状況確認]メニューに、[データ領域権限管理]メニューの設定が加味されます。 



  
  

≪財務諸表照会Webオプション≫ 

メニュー全般で、PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷することができるようにな
りました。 



 

  

  

≪メニュー体系≫ 

  

メインメニューの順序および名称を変更しました。 

メインメニューの順序および名称を変更しました。 

  

 
※マークは、今回から追加されたメインメニューになります。 

  

メニューの名称および構成を変更しました。 

  

以下のメニューの名称および構成を変更しました。 

 

機能追加／改正情報     

Ver.１.２１ 変更内容の詳細 

 

 



 

 

 
  

奉行ｉメニューを追加しました。 

  

奉行ｉメニューを追加しました。当メニューを起動すると、「メインメニュー」と「奉行ｉメニュー」が表示されます。 

 
  

「奉行ｉメニュー」は、ご利用いただいている製品に関するサポート時事情報やＦＡＱ、ダウンロード可能なプログラム情報、発送物

に関するご案内などを確認できます。 

※奉行ｉメニューのご利用には、インターネット接続環境が必要となります。 

インターネット接続環境がない場合は、奉行ｉメニューは表示されません。 

※製品起動時に奉行ｉメニューを表示させたくない場合は、[管理ツール]-[利用者設定]メニューの[システム設定]ページで、「製品起

動時に奉行ｉメニューを表示する」のチェックを外します。 

  

  

≪導入処理≫ 

  

名称に加えて「コード」も、会計期間ごとに保持できるようになり、異なるコード体系を登録できるようになりました。 



[部門登録]メニューで、名称に加えて「コード」も、会計期間ごとに保持できるようになり、異なるコード体系を登録できるようにな

りました。 

  

コード/名称を、会計期間ごとに保持できるようになり、異なるコード体系/組織体系を登録できるようになりました。 

[部門グループ登録]メニューで、コード/名称を、会計期間ごとに保持できるようになり、異なるコード体系/組織体系を登録できるよ

うになりました。 

  

  

≪仕訳処理≫ 

  

反対仕訳について、特殊仕訳の警告表示の対象から外しました。 

[仕訳処理]メニュー で、[反対仕訳]（[Ｆ８]）キーを押して反対仕訳を登録した場合は、登録した伝票が特殊仕訳の場合でも、登録

時の確認のメッセージを表示しないように変更しました。 

本来、取消伝票となるため、特殊仕訳の警告表示の対象から外しました。 

また、[仕訳伝票仮締め後修正]メニュー で、[取消]（[Ｆ８]キー）を押して登録した場合も同様です。 

  

仕訳処理から各マスター画面へジャンプする際に、ジャンプ先を簡単に選択できるようにしました。 

  

仕訳処理から各マスター画面へジャンプする際に、スムーズにジャンプ先を選択できるように、選択肢をボタンで表示するようにしま

した。ジャンプ先を選択する際に、１回のクリックでジャンプできます。 

  

 
  

仕訳を入力する際に、「１：Ｎ」「Ｎ：１」の入力形式を支援します。 

仕訳処理で、仕訳の形式が「１：Ｎ」または「Ｎ：１」の際に、[入力形式]（[Ｆ２]キー）を押すことで、借方固定での入力モード、

貸方固定での入力モードに切り替わります。 

Ｎ側だけに連続してカーソルが移動すると共に、その合計金額が固定の１側に自動でセットされ、入力効率があがります。 

  

○「１：Ｎ」の場合 

 
  

○「Ｎ：１」の場合 



 
  

仕訳の検索条件を保存できるようにしました。 

  

検索条件画面に[条件登録]ボタンを追加しました。そのボタンを押すことで、検索条件を保存でき、再度利用することが可能になりま

した。 

例えば、毎月、自分が登録した伝票だけを確認する場合など、前回の検索条件を保存しておくと、簡単に検索できます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニュー 

  

仕訳の検索条件画面で入力されている条件を、一括でクリアできるようにしました。 

  

検索条件画面に[条件クリア]ボタンを追加しました。そのボタンを押すことで、指定した検索条件を一括クリアする（初期値に戻す）

ことが可能になりました。１項目１項目変更していく手間を省くことができます。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[仕訳処理]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票リスト]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票承認]メニュー 

・[仕訳処理]-[仕訳伝票承認]-[仕訳伝票一括転記]メニュー 

  

仕訳伝票リストを簡易形式で印刷できます。 

  

仕訳リストの印刷形式に、勘定奉行21の仕訳リスト１相当の形式「簡易形式」を追加しました。 

この機能により、１枚により多くの伝票を印刷できるようになり、使用する用紙も少なく抑えられます。 

  

仕訳伝票を印刷する際に、伝票区分の印字設定を追加しました。 

  

仕訳伝票を専用用紙に印刷する際に、伝票区分を印字させるかを選択できるようになりました。 

伝票区分を印字する場合は、チェックを付けます。 

  

１：１の仕訳をスムーズに入力できる出納帳入力メニューを追加しました。 

  

入力科目（自勘定科目）を固定して、１：１の仕訳を連続で入力するメニューを追加しました。 

大量の仕訳を入力する際に、スムーズに行えます。 

入力する際の形式も、「現金出納帳」「預金出納帳」「元帳」の３種類を用意しましたので、目的にあわせて使い分けてください。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[現金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[預金出納帳入力]メニュー 

・[仕訳処理]-[帳簿入力]-[元帳入力]メニュー 

  

外貨取引の入力ができるようになりました。 

＜外貨入力オプションをご使用の場合＞ 

  

[仕訳処理]メニューで、外貨取引が入力できるようになりました。 

外貨金額を入力すると、為替レートをもとに円換算額を自動計算できます。 

  

為替差損益を計上する伝票を自動的に作成できるようになりました。 



＜外貨入力オプションをご使用の場合＞ 

  

[為替換算]メニュー で、指定された換算レートにもとづき為替差損益を算出し、為替差損益を計上する仕訳伝票を自動的に作成でき

ます。 

  

  

≪会計帳票≫ 

  

元帳メニューから仕訳処理画面にジャンプした際に、複数の仕訳処理画面を表示できるようにしました。 

  

[元帳]メニューから仕訳処理画面にジャンプする際に、今までは、現在表示されている仕訳処理画面を閉じてからジャンプする必要が

ありました。 

今回から、別件で処理中の画面を閉じることなく、新しい画面を開くことで、並行作業を支援します。 

  

元帳メニューで集計科目を切り替えるボタン名を変更しました。 

  

[元帳]メニューで集計科目（集計対象）を切り替える際のボタン名を、[対象設定]（[Ｆ７]キー）から[対象切替]に変更しました。

[Ｆ４]キーと[Ｆ５]キーで、画面に次のデータを表示させる際に、「科目ごと」「部門ごと」のどちらで表示させるかを切り替えま

す。 

  

元帳を印刷する際に、１ページ当たりの印刷行数が調整できるようになりました。 

  

[元帳]メニューで印刷する際に、印字文字のサイズを変更できます。印刷フォントサイズの指定に応じて、行の幅が可変します。 

[印刷条件設定]画面の[基本設定]ページで、フォントサイズを指定します。 

  

部門集計表で、部門比に加えて「構成比」が出力できるようになりました。 

  

今までは、「部門比」のみの選択でしたが、「構成比」についても選択できるようになりました。 

部門比：部門合計金額に対する各部門の金額の比率 

構成比：合計残高試算表に出力される構成比と同等 

  

帳票メニューから帳票メニューへジャンプする際に、ジャンプ先を簡単に選択できるようにしました。 

  

帳票メニューから帳票メニューへジャンプする際に、スムーズにジャンプ先を選択できるように、選択肢をボタンで表示するようにし

ました。ジャンプ先を選択する際に、１回のクリックでジャンプできます。 

  

【例】合計残高試算表の場合 

 
  

外貨元帳、外貨内訳表、外貨集計表が出力できるようになりました。 

＜外貨入力オプションをご使用の場合＞ 

  

外貨元帳、外貨内訳表、外貨集計表が出力できるようになりました。 

≪ 関連メニュー ≫ 

・[会計帳票]-[元帳]-[元帳]メニュー 

・[会計帳票]-[内訳表]-[外貨内訳表]メニュー 

・[会計帳票]-[集計表]-[外貨集計表]メニュー 

  

  

≪原価帳票≫ 

  

台帳で印字する金額を「発生金額」と「累計金額」から選択できるようになりました。 

  

[部門原価台帳レイアウト登録]メニュー および[プロジェクト台帳レイアウト登録]メニュー に、出力金額設定項目を追加しました。

各原価管理項目区分を発生金額で出力するのか累計金額で出力するのかの設定を行います。 



 
[プロジェクト台帳レイアウト登録]メニューの場合 

  

  

≪配賦処理≫ 

  

労務費配賦の単位として、サブプロジェクト別に配賦するか設定できるようになりました。 

  

今までは、サブプロジェクトが登録されていれば、必ずサブプロジェクト単位で労務費を配賦していました。 

今回から、指定された労務費配賦単位の設定に従い、労務費が配賦されます。 

  

  

≪予算管理≫ 

  

予算額登録メニューで、科目の並び順が「科目体系順」に変更になりました。 

  

予算額登録メニューの科目の並び順を、今までの「コード順」から、合計残高試算表等と同じ「科目体系順」に変更しました。 

  

予算額登録メニューで、補助科目・部門・セグメントを削除した場合に、登録済みの予算額を振り替えます。 

  

補助科目・部門・セグメントを削除した場合に、削除したマスターに登録されていた予算額を、「コード０：その他」に自動的に振り

替えます。 

  

  

≪消費税申告≫ 

税務署辞書を搭載しました。 

  

[消費税申告書]メニュー で、税務署欄を入力する際に、税務署の検索機能が追加されました。 

  

消費税申告書に添付する税理士添付書を印刷できるようになりました。 

  

[消費税申告]-[税理士添付書面]メニューで、税理士添付書面「税務代理権限証書」「税理士法第３３条の２添付書面」の２つを印刷

できるようになりました。 

  

  

≪決算処理≫ 

期末残高繰越の実行履歴が確認できるようになりました。 

  

[期末残高繰越]メニュー で、期末残高繰越を実行した際の履歴が確認できるようになりました。 

また、期末残高繰越を実行した際に、正しく繰り越しが完了したことを、実行履歴で確認できます。 

  

  

≪電子申告≫ 

消費税申告書の電子申告に対応しました。 

  

消費税申告書について電子申告機能に対応しました。 



  

≪その他≫ 

データコンバートの処理スピードを改善しました。 

  

[データコンバート]メニュー で、勘定奉行21シリーズのデータをコンバートする際に、処理スピードを改善しました。 

  

勘定奉行21対応のソリューションと連携が可能になりました。 

  

[仕訳伝票データ作成]メニュー にて、勘定奉行21形式の汎用ファイルを作成できるようになりました。 

これにより、勘定奉行21対応のソリューションと連携が可能になりました。 

  

勘定奉行21[個別原価管理編]対応のソリューションと連携が可能になりました。 

  

[仕訳伝票データ作成]メニュー にて、勘定奉行21[個別原価管理編]形式の汎用ファイルを作成できるようになりました。 

これにより、勘定奉行21[個別原価管理編]対応のソリューションと連携が可能になりました。 

  

他システムとの連携機能を追加しました。 

  

連携可能なシステムが追加されました。 

・連結会計システム「SUPER COMPACT Pathfinder」 

・法定開示書類自動作成システム「決算報告エクスプレス」 

[他システム連携]メニュー で作成したファイルは、それぞれのシステムで受け入れることができます。 

  

自動実行する際に、複数のパターンの条件設定を保持できるようになりました。 

＜自動実行オプションをご使用の場合＞ 

  

自動実行する際に、複数のパターンの条件設定を保持できます。 

例えば、２つの異なるシステム（給与計算システムと販売管理システムなど）が別メーカーの場合に、各々の項目に関連付けた条件を

保持できます。 

※すでに登録していた条件については、「0:基本パターン」として使用できます。 

  

当システムを起動する際のセキュリティを強化しました。 

当システムを起動する際に、パスワードおよびアカウントの要件を設定するメニューを追加しました。 

・[セキュリティ管理]-[セキュリティポリシー]-[パスワードポリシー]メニュー 

セキュリティを強化するために、パスワードの要件を登録します。 

・[セキュリティ管理]-[セキュリティポリシー]-[アカウントポリシー]メニュー 

セキュリティを強化するために、アカウントのロックアウトに関する要件を登録します。 

これに伴い[セキュリティ管理]-[利用者登録]メニューの[セキュリティ設定]ページに、「パスワードを無制限とする」「アカウント

のロックアウト」の設定が追加されました。 

  

[セキュリティ管理]メニューのメニュー構成を変更しました。 

  

以下のメニューのメニュー構成が変更されました。 

 
  

汎用データレイアウト集をExcelファイルでの提供に変更しました。 

  

今まで汎用データレイアウト集はPDFファイルで提供していました。 

今回より、Excelファイルで提供するようになります。 

社内用に加工される際などに、ご利用ください。 

  

出力帳票一覧をDVD-ROM内に追加しました。 

  

今回より、DVD-ROM内に「出力帳票一覧」を追加しています。 

製品から出力される帳票イメージを、コンピュータ上で確認できるようになります。 

DVD-ROM内の[出力帳票一覧]フォルダを開き、その中の「出力帳票一覧.html」をダブルクリックして確認します。 

  

≪仕訳伝票Webオプション≫ 

メニュー全般で、PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷することができるようになりました。 
  

PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷することができるようになりました。 

網掛け印刷設定は、勘定奉行側の[会社運用設定]メニュー の[Web設定]ページで指定します。 

  

[仕訳処理]メニュー・[定型仕訳登録]メニューで、各項目の入力時のカーソルの移動が、勘定奉行側と同様になりまし

た。 

  

各項目の入力時のカーソルの移動が、勘定奉行側の[科目別マスター入力設定]メニュー の設定に準拠するようになりました。 



また、カーソル移動順序も、借方上段→貸方上段→借方下段→貸方下段の順序から、勘定奉行側の仕訳処理と同様に、借方上段→借方

下段→貸方上段→貸方下段と借方入力後に貸方の入力へ移動するようになりました。 

  

[仕訳処理]メニューで、１つの伝票が２ページ以降にまたがる場合にも、伝票ヘッダー情報が印刷されるようになりまし

た。 

  

PDF出力において、１つの伝票が２ページ以降にまたがる場合、２ページ目以降にも、伝票ヘッダー情報（伝票日付、伝票No.）が印刷

されるようになりました。 

  

[仕訳承認(管理者)]のメニュー名称を変更しました。 
  

メニューの名称を、[仕訳承認(管理者)] から [未承認状況確認] に変更しました。 

  

[未承認状況確認]メニューに、[データ領域権限管理]メニューの設定が加味されます。 
  

[未承認状況確認]メニューで確認できる仕訳伝票に、[データ領域権限管理]メニューの設定が加味されるようになりました。 

  

  

≪財務諸表照会Webオプション≫ 

メニュー全般で、PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷することができるようになりました。 
  

PDF出力する際に、網掛け箇所を網掛けしないで印刷できるようになりました。 

網掛け印刷設定は、勘定奉行側の[会社運用設定]メニュー の[Web設定]ページで指定します。 
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